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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　てぃんくる




─目次─









【手紙】


プロローグ


第一章　死にたがりの日常


【interlude ─ワイドショー報告[image: ]─】


第二章　少年の厄日


【鈴音[image: ]─彼について私が知ること、知らないこと─】


【interlude ─顔剝ぎ─】


第三章　災い転じて福と成す、かもしれない


【interlude ─ワイドショー報告[image: ]─】


第四章　厄日の翌日もまた厄日


【鈴音[image: ]─彼に対する私の気持ち、彼の気持ち─】


【鈴音[image: ]─彼を知ろうとし、災厄を被る─】


【鈴音[image: ]─彼への気持ちを知り、彼女の正体まで知る─】


第五章　厄日の最後の大災厄


第六章　決戦は厄日


【鈴音[image: ]─彼を知る─】


エピローグ　厄日の終わり。……と、始まり


あとがき










　　　【手紙】








　キミが好きです。


　オレ、こういうの書くの初めてだから、何書いていいのか分からない。だから、すなおな気持ちをそのまま書こうと思う。


　キミが好きです。


　出会った時から……とかじゃ、ザンネンながらないんだ。正直初めは、ちょっととっつきづらいヤツだと思った。


　キミは一人でブランコに乗りながら、無む表ひよう情じようでゲームをしていたから。オレは外でまでゲームとかしているヤツ正直好きじゃなかったし、元気のないヤツも好きじゃなかった。


　でも、キミと話すようになって、分かった。キミはオレなんかよりずっとずっと、頭が良くてやさしくておもしろいヤツだって。うん、キミは否ひ定ていすると思う。でも、オレは心の底からそう思っているんだ。だって、少なくともオレは、キミといる時例外なく楽しくて幸せだったんだから。そう、キミは他人を幸せにする才さい能のうを持っていた。そしてザンネンながらその才能は、自分には使えないみたいでもあった。


　ちょっと反省もした。キミという人を知って。ひかえめなヤツをオレは今まできらっていたけれど、でも、それはなんか違ちがった。そういうヤツは、人と話すのが苦手というだけで……。その中身をよく知りもしないで、オレは人を判はん断だんしていたと思う。自分で自分を「いいやつ」だと思っていたのが、恥はずかしくなった。


　そういうことが、キミと知り合ってからたくさんあった。オレと全く性せい格かくの違うキミには、気付かされることばかりだった。今まで見えていなかったことがたくさん見えた。いつもキミは、オレとは少し違うところから物事を見ていたね。


　それでいて、キミは他人を見下したり自分を特別だと思っていたりは、しなかった。他人とセッキョク的に関かかわれる性格ではないのに、でも、他人が困こまっているのを見るとブキヨウにだけど手助けせずにはいられない、そんな、カッコよくないことが最高にカッコイイヤツだったんだ。


　オレは昔から「いい子だね」と言われることが多かった。いじめられているヤツは自分から助けたし、リーダーや、メンドウな雑ざつ用ようも自分から引き受けた。でも、オレがそういうことをしていたのは……本当に周囲のことを考えていたんじゃなくて、そういう行動を皆みなにほめてもらいたいからという、それだけだったんだ。それは、なんか、本当のやさしさとかじゃないんじゃないかって。オレは、キミを知ってからそう思うようになった。カッコ悪くて、ブキヨウで、誰にもほめられないどころか、むしろハズレクジを引いてしまうような時でも、思わず手を差しのべてしまうキミ。


　だから……。キミの、そんな心が、行動が、オレの今まで見てきたなによりキレイに見えて。


　うーん、ごめん、やっぱりオシャレな言葉とか思いつかないから。


　けっきょく、伝えたいことはやっぱその一言しかないから。


　別にキミとどうこうしたいとか、そういうんじゃなくて。ただ単たん純じゆんに、オレの気持ちだけ、知っておいてほしいんだ。


　


　キミが、キミのキレイな心が、大好きです。







五年三組　星ほし川かわ　陽よう慈じより










　　　プロローグ










　妬ねたましい。妬ましい。美しいモノが妬ましい。


　妬ましい。妬ましい。美こそが正せい義ぎの世よが妬ましい。


　何な故ぜ美しきことが正せいで、醜みにくきことが負ふなのか。


　努力も労ろうさずに手に入れたモノを振ふりかざす権けん利りが、誰だれにあるというのか。


　


　妬ましい。妬ましい。美しいモノが妬ましい。


　妬ましい。妬ましい。醜しゆう悪あくを認みとめぬ世界が妬ましい。


　何故心の醜きお前の顔はそれほど美しいのか。


　私にその軀く体たいを手に入れる権利は、どうしてなかったのか。


　


　妬ましい。妬ましい。美しいお前が妬ましい。


　妬ましい。妬ましい。全すべての美が妬ましい。


　天が与あたえたもうてくれぬのならば。


　いっそこの手で全てを手に入れようぞ。


　


　それこそが正しき世界。


　自身で摑つかみ取ることこそ真なる正義。


　だから。


　


　その顔、私におくれ。





　　　第一章　死にたがりの日にち常じよう










　剝はがす。


　何をって。


　そんなの、ペットボトルのラベルに決まっているじゃないかっ。ペットボトルはラベルを剝がし水で洗あらってからゴミに出す。生ゴミはきちんと水分を切ってから、ビニール袋ぶくろに密みつ閉ぺいして臭においが広がらぬことを確かく認にんしてから捨すてる。祝祭日等によるゴミ出し日の変動チェックは怠おこたらない。……僕ぼく、式しき見み蛍けいの日常と言えば、まあそんなことの積み重ねでしかないわけだ。しかしそれで実に良好。実に快かい適てき。実にスムーズ。


　社会のルール、マナーを遵じゆん守しゆしつつ、今いま更さらそういうことに文もん句くを言うような気力と暇ひまもなく、しかし別に不幸ではない生活を、割わりと淡たん々たんと送っていく。それこそ小学生ぐらいの時はヒーローに人ひと並なみに憧あこがれたものの、高校二年生となった現げん在ざい、それほど異い常じよう環かん境きようへの憧れもない。例えば昔は異い世せ界かいで魔ま物ものをバッタバッタとなぎ倒たおす勇ゆう者しやに憧れたものだが、よくよく考えれば、本当に命のやりとりで必死こいて風ふ呂ろもろくに入れない生活送るよりかは、こっちの世界でシャワー上がりにまったりと面おも白しろい部分だけテレビゲームや漫まん画がで追体験させてもらう方がオイシイじゃないか。恋れん愛あいにせよ、実じつ際さいにドロドロの三角関係とかヒロインの命の危き機きに心を痛いためたりするぐらいなら、恋愛シミュレーションゲームや純じゆん愛あい小説で傍はたから、無む責せき任にんな立場で鑑かん賞しようさせて貰もらうことが一番楽しいじゃないか。


　つまりは、今の僕の「なんでもない日常」って、改めて考えると「案外とんでもなく恵めぐまれた理想的な生活してんじゃね？」って気もしてきていて。飢き餓がで苦しむ人や恵まれない人の例を持ち出す必要もなく、僕は贅ぜい沢たくな生活を送っているのだろう。


　でも。


　それでも僕は、やっぱりさっさとこの世界さえも立ち去りたいと……そう、去りたいと思っている。具体的に言えば「死にたい」のだけれど、死自体にとりつかれているというよりか、根本の欲よつ求きゆうは「あの世に行きたい」じゃなくて、「なくなりたい」「ここに居いたくない」というものだ。理由は明白ではない。明白にする必要も無いんじゃなかろうか。ゲームをしたいとか、本を読みたいとか、ジェットコースターに乗りたいとか、バンジージャンプしたいとか……そういう欲求の明確な理由をいちいち説明するのかったるいのと同じで。


　分かんない人には分かんなくていい。無む理りに分かってくれとも思わない。だって、人って皆趣しゆ味み嗜し好こう違ちがうじゃないか。メガデス好きの人に無理矢理クラシックを押おし売るなんてナンセンス。そういうこと。だから別に理り解かいしてくれとは言わないけど、そのかわり、僕がこの思想で迷めい惑わくかけた（もしくは「かけそうな」）人でなければ、文句も言わないで欲ほしい。


　カウンセラーに言わせたらまた色々あるのかもしれないが、結局僕は単純に「消えたい」のだ。快かい楽らく殺人者というヤツが在あることを許きよ容ようできるなら、自分が消えること自体に魅み力りよくを感じる人間が居てもいいじゃないか。いや、まあ、良くはないかもしれないけど。全否ひ定ていする程ほどのことじゃないだろう。なぜだか世間は死を、消えることを「マイナス」と捉とらえる人ばかりだけど、それは僕は違うと思う。


　ゼロだろう。消しよう滅めつは、ゼロだ。これが死の本ほん質しつだと思う。総そう合ごうして「いい事」「楽しい事」の多い人生……プラスの人生を送っている人間は、そもそもゼロに自らする行こう為いを理り解かいできない。プラスからゼロへの変化は、確たしかにマイナスだからだ。でも、既すでに感覚がマイナスの域いきの人……人生が辛つらくて辛くて、先に希望も見み出いだせない人は、既に幸福の感覚がマイナスだから、むしろゼロという数字が「ここよりいい場所」に思える。プラスに思える。下へ手たすると前向きとさえ言える（これは言い過すぎか）。結果として自殺という選せん択たく。世の中にはプラスの側が多いから、自殺は批ひ判はん対象なのだろう。悪なのだろう。正せい義ぎと悪は、結局多数決だ。僕はといえば……どちらにも属していない。誰が悪いという話になれば、一番悪いのは超ちよう少しよう数すう派はの僕な気もする。プラスの人生送っていると認にん識しきしているのに死にたいとか言うのだから、どちらの人間から見ても受け入れがたい異い端たんだろう。真しん剣けんに死にたい人にとっても、自殺を認みとめない幸せな人にとっても。


　とはいえ、僕にだって言い分はある。死にたい……消えたいという衝しよう動どうは、僕の場合生理的に湧わいてくるのだ。そんなの、僕の意い志しでどうしろと？　眠ねむたいとか食べたいとかトイレ行きたいとか……そういうのと、僕の「死にたい」は同列の欲求だ。開き直らせて貰えば、実際高校二年、十七歳さいなんて年ねん齢れいまでよくもまあ一度も「死」を体験せず耐たえたもんだよ。トイレを十七年間我が慢まんとか、出来るヤツいるか？　うん……まあ、ごめん、今のは開き直り過ぎたよ。ま、まあとにかく、殺人嗜好者とか生理的に破は壊かい欲求湧わいてくる傍はた迷惑甚はなはだしいのよりは、まだいいと信じたい。それぐらいはいいでしょ？


　つまり、僕の他ひ人とと違うことと言えば、その欲求の対象が「死」であるという、ただそれだけのことだ。読書やスポーツや音楽鑑かん賞しようが趣しゆ味みの人がいれば、死を好む感性だってあるだろう。それぐらい軽けい薄はくで、曖あい昧まいで、だからこそしぶとく根っこを張り続ける感情。自分じゃ今更どうすることも出来ないような嗜好。それはどんなことがあれど……そう、漫画のように実際に異い形ぎようの魔物と対たい峙じしてみたり、とある女の子の生死に一時期心を痛いためたりと非ひ日常を体験してみても、結局そうは変わらないどころか──


「ケイー！　おっはよう！　まだ五時だけど暇ひまだからおっはよう！」


　──むしろ今やきちんと他人に説明できて共感も得られそうなリアルに死にたい理由もあるわけで。


　布ふ団とんの中でしばしネガティブ思考と自分の世界に入りまくってみたものの……この声からはどうあがいても逃のがれられないようだ。諦てい観かん。仕方ないので外面世界へ意識を移い行こう。


　僕は布団の上から体に圧のし掛かかる存そん在ざいの体重と、そのせいでピッタリ体にひっついてくる布団とタオルケットの妙みような感かん触しよくに「うぅ」と唸うなると、どうにか頭だけ枕まくらから天てん井じよう方面に反転させ、努力して目を開いた。明るくもない、しかし真っ暗くら闇やみでもない、早朝独どく特とくの明度の空間が目に入る。それだけで再ふたたび目を閉とじてしまいたくなる幻げん想そう風景。しかも……


「ケイッ！　ケイッ！　ねえ、今思いついたんだけど、《大だい富ふ豪ごう》っていう手もあったよ！　盲もう点てん！」


　……そこにハイテンションな美少女幽ゆう霊れいが僕に圧し掛かってトランプ一束を掲かかげている姿なんて見えた日には、もう、本日一言目の言葉だろうがなんだろうが言ってしまうってもんだよ。


「死にてぇ……」


　僕は朝っぱらからゲッソリと呟つぶやいた。しかしそんなものには既すでに慣なれっこなこの幽霊……ユウは、お構かまいなしといった風にぐいっと僕に顔を近付けてくる。先日「目立つところではあまり抱だきつかない」という条じよう約やくを交かわした副作用なのか、逆ぎやくに二人きりのときは今まで以上にベタベタしようとする気き概がいらしい。……ある意味完全に詐さ欺ぎ。幽霊で詐欺師しで天然迷惑少女だなんて、いっそなにか割と最悪寄よりなモノに憑つかれている感さえある。


　ユウの顔をジトッと睨にらむ。好こう奇き心しん旺おう盛せいなくりくりと大きい目に、肩かた上うえ数センチの綺き麗れいなショートヘア。年齢は不ふ詳しようだが背せ格かつ好こうだけ見るに多分僕と同じくらいで……だからこそ余よ計けいに僕はこの同どう居きよ生活に気き疲づかれしてならない。僕だっていくら女性顔で華きや奢しやな体たい軀くといえど「一いち応おうは」男だ。うん、多分。……ここだけの話、昔は滅め茶ちや苦茶女の子に間違われていたけどさ。今だって、僕が《男》と判はん別べつされる要よう因いんと言えば、「男フア子ツのシ制ヨ服ンと髪かみ型がた」ぐらいだろう。特に子こ供どもの頃ころはそこら辺にこだわりとかもなく、髪切るのを不ぶ精しようしたり、服だって子供は特にそれほど明確な男女境きよう界かいないから、初対面の人の僕の性別正せい解かい率りつは、それこそ五分五分。まあ、別にそこまで勘かん違ちがいされることを嫌けん悪おしているわけではないんだけど……あまりいい気分でもまた、ない。


　結局、いくら外見が大人しくても、体の性別はやっぱりどうしたって男の子だし、勿もち論ろん精神だって男の子だ。だから……いくら相手が幽霊とはいえ、美少女に、二人きりでベタベタなんてされると、とても心しん臓ぞうと理り性せいに悪い。僕のこの外見のせいなのかそれともユウの性格によるものなのか、彼女は先日のとーってもリアルにお互たがい反省すべき事じ件けんの後でも全然態たい度どを改めていやしなかった。あ、なんかたまに自分で抱だきついておきながら、顔が近付くと、以前と違い少し焦あせって離はなれるようになったのは変化といえば変化だが……微び妙みようと言わざるを得ない変化だ。意味分かんないし、結局抱きつかれることに変わりはない。


「ケイ～」


「ええい、顔を擦すり寄よせるな！」


　ユウの顔をぐいっと押し戻もどしながら、叫さけぶ。


　……実は僕には「霊れい体たい物ぶつ質しつ化か能のう力りよく」とかいう、激はげしく使い道の無い能力がある。この能力は、厳げん密みつには周囲（半径二メートル以内）の霊体を実体化させるというチカラなのだが……まあ端たん的てきに言うと「幽霊に触さわれる」、逆に言えば「僕になら幽霊でも触れる」ということだ。つまり、ユウが僕にベタベタするのは、単たん純じゆんな好意の顕あらわれではないから、結局喜ぶべきなのかは疑ぎ問もんな状じよう況きようと言っていい。いや、実際微妙だぜ、ラブラブカップルでもない相手に、好意以外の理由で抱きつかれるのって。生殺しとでも言うのだろうか？　少し違うけど……なんか、照れるだけ照れさせられて、で、関係的にはそれが全すべて。……よく考えると損そんしかない気さえしてくる。
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　ともあれ、ベタベタしてくる美少女と同居だなんて、幽霊といえどまるで恋れん愛あいシミュレーションのような幸福環かん境きようじゃないかと思うだろうが、甘あまい。甘すぎる。少しリアルに想そう像ぞうすればすぐ分かるだろう。恋こい人びと関係でもない、いわば「他人」……しかも同年代の異い性せいである存そん在ざい（更さらには死者）に四六時中プライベートを監かん視しされながら生活するんだ。気が休まる暇ひまなんて、それこそ風ふ呂ろやトイレ、そしてこの睡すい眠みんぐらいしかないというのに、コイツときたらそれさえも妨ぼう害がいする気満々だから……。もう、なんていうか、色んな意味で死にたい。死なせてくれ。死んでさっさと孤こ独どくの世界に逃とう避ひしたい。


　一番厄やつ介かいなのは、迷めい惑わくだ迷惑だと言いつつも、先日のとある一件の際に僕自身が半なかば同居を公こう認にんしてしまったことだ。こうなるともう強きよう制せい的な手しゆ段だんをとるという選せん択たく肢しさえ無くなる。……僕は性格悪いヤツだけど、自分の言った言葉の責せき任にんを簡かん単たんに放ほう棄きとかしたくはない。べ、別に善ぜん人にんじゃないけど、でも、なんか、気持ち悪いじゃないか、そういうの。他人の目がどうこうじゃなくて、自分で自分に自信を持っては、いたい。自分で自分を嫌きらいになるような行為は、出で来きるだけ避さけたい。それは彼女のためでもなんでもなくて、自分のためだから……この環境は、受け入れざるを得ない。ああ、なんか厄介な詐欺にどっぷり嵌はまった気分だよ。


「ねえ、大富豪しようよ、大富豪！　やー、なんで忘わすれてたんだろうね、この王道ゲーム！　昨日は遂ついに《どっちのカードが強いかゲーム》までいっちゃったのにね！」


　ユウがこちらの気持ちなんておかまいなしの笑え顔がおで話しかけてくる。


「……その何か末期的ゲームをやった時間の記き憶おくが深夜三時なのは、僕の気のせいか？」


　現在五時を示しめす目覚まし時計を確認しつつ、僕は呟つぶやいた。人間の理想的睡眠時間って、何時間だった？


「三時は夜中だけど五時は朝だよ！　結果としてケイは夜から朝まで眠ったじゃん！　なんの不満があるというのさ！」


「強しいて言うなら、お前の存在自体が激しく不満だ」


「ひどっ！　最近愛を誓ちかった相手に対してひどっ！　ＤＶ！　ヒモ！」


「……過か去この発言の捏ねつ造ぞうやら睡眠の妨害の方が被ひ害がいとして大きい気がするが……。あと、ヒモ的なのは僕らの関係性において確実にお前の方だ、タダメシ喰ぐらい。……今の状況で訴そ訟しよう起こしたら勝つのは確実に僕だという自信もある」


　僕は再さい度ど目を閉とじて布ふ団とんを掛かけ直そうとするも……上にユウがどっかり圧のし掛かっていて手さえ動かせないので、何か半ば本気で拷ごう問もんを受けている気分になりつつ、とりあえず目だけ閉じてみる。なんかあったよな、こんな拷問。睡眠をとらせないってやつ。アレ、案外キツイと聞いたことあるぞ。……なんで僕、なにもしてないのに拷問されてんの？


「あ、寝ねた！　寝たよこの人！　美少女に迫せまられているのに無む視しして寝たよ！　絶ぜつ対たい青春真まっ盛さかりの青年として反はん応のう間違っているよ！　ここは、こう、理性と欲よく望ぼうの狭はざ間まで悶もん々もんと苦しんで頰ほおを赤らめ、最後には私に襲おそい掛かるんだけど、最終的に私がスルーするパターンが王道でしょ！」


「…………」


　なんの王道だ。某ぼう三代目泥どろ棒ぼうか。それに別に僕は王道人生を歩みたいなんて思ってはいない。ただ平へい穏おんな朝が欲ほしいだけだ。しかも最初からスルーする予定なんじゃねえかよ、お前。……眠いからもう声に出してツッコマないけど。ツッコミには愛と気力が必要。


「うわぁ、もう、なんていうか駄だ目め人間だよ、ケイ！　寝てばっかりで死にたがりで美少女をはべらせているあたり、世の男性陣じんに恨うらみ買いまくりの駄目人間になっちゃうよ！　好感度ゼロだよ！　むしろイヤな敵てきのステータスっぽいよっ」


　その一いち因いんは確実にお前のせいだろうと思うものの、もう本気で眠いのでツッコミもしない。


「もっと優やさしく接せつしてよぉ」


「……〈あらユウさん♪　こんな時間にお起きになって♪　さあさあ、たーんと寝なさい♪　寝ておしまいなさい♪〉」


「なにその二次元美少女声！」


「優しく言ってみた」


　僕の裏うら声ごえはなかなかに凄すごいのだ。ガラリと印象どころか性せい別べつまで変わるのだ。……別に役に立ったためしないけど。


「変な特とく技ぎ披ひ露ろうしないでよ！　どこの名探たん偵てい小学生さ！　それに、言ってる内ない容よう結局何一つ変わってないじゃない！」


「〈あら？〉」


「だからやめてよ！　もういっそなんか声優さんに対する冒ぼう瀆とくだよ、それ！」


「〈酷ひどいわ……もう寝てやる！〉」


「なんでさ！」


　そうしてもうホントに布団にくるまり、意識的にスースーと寝息を立てていると、彼女は「むー」としばし唸うなった後、遂ついに反はん則そく技わざに出てきた。妙みようにシュンとした声で呟いてくる。


「……そうだよね。やっぱり、ケイは生きている人間だもんね……。私みたいに、もう死んでいる、体の無い、人外の、どうしようもない存在とは遊んでなんていられない……そういうことだよね」


「…………」


「と、当然だよね。ぐす……。うん、だ、大だい丈じよう夫ぶだよ。ちゃんと分かってるもん……私なんて……私なんてっ」


「…………」


　そう、当然。当然、これが確実に「噓うそ泣なき」の類たぐいだということは分かっている。それこそ王道。そう、分かってはいるのだが……それと感情とは別物なのが、僕というヤツのどうしようもないところで。演えん技ぎであれなんであれ、女の子の……しかも割わり合あい親しい間あいだ柄がらの人間の悲しむ声というのは、もう最終兵器的破は壊かい力りよくを持つわけで。いや、本気で分かっているんだけどね。こいつがどういうキャラで、今後の展てん開かいをどう狙ねらっているのか凄く見え見えで本当にげんなりするんだけどね。それでも……


「……ああ、もう！」


「きゃっ」


　僕はユウを突き飛ばしつつガバッと跳はね起きた。ユウはやはり涙なみだなんか一いつ滴てきたりとも流しておらず、てへへと笑っていたが、僕は一つ嘆たん息そくした後、彼女の手からトランプの束を奪うばい取る。……確かにさっきのは噓泣きだろうが……心の奥おく底そこではやっぱり本当に寂さびしいのだろうというのが、逆ぎやくにその笑顔から分かってしまうから。……くそ。コイツと関かかわってからおかしいぞ、式見蛍！　まったく……自じ業ごう自得もいいところだ。


　僕は、ユウを脇わきに布団をとりあえずガーッとあげてから床ゆかにペタンと座ざすと、トランプをシャッフルし、彼女の顔も見ずに仏ぶつ頂ちよう面づらで言う。


「……一勝だ。僕が一勝したらそれで終わり！　後あと腐くされなく登校時間まで寝るからな！」


「え……。ケイ、やってくれるの？」


　ユウはキョトンとした後、すぐに「えへへぇ」とイヤな笑えみを浮うかべた。


「やっぱり、なんだかんだ言ってケイは優やさしいよねぇ。アマアマだよねぇ。その辺がモテるのに未いまだに交こう際さい歴れきゼロの要因でもあるよねぇ。クール装よそおっているのに、いざとなったら思いっきり真ま面じ目めでウブだったりしそうだもんねぇ」


「う、うるさい！　っていうか関係ないだろその話題！　それに、一回だよ、一回！　一回で終わるんだからいいんだ！　お前、僕をただの死にたがりだと思っていたら痛いたい目見るぞ！　これでも昔は大富ふ豪ごう最強の称しよう号ごう《石油王》に君くん臨りんしていたんだからな！　……妹と僕の間でだけ」


「ん、なんか付け足さなかった、今。……まあいいや。石油王ね……。いいよ、私の強さを見せつけてあげようじゃない」


「言ったな。見てろよ。一回で勝って、僕は驚きよう異いの睡すい眠みん時間を手に入れてやるからな！」


　そうして、本日もまた無意味にハイテンションな朝が始まった。


　


「──で、結局今日の総そう合ごう睡眠時間は三時から五時の二時間だけだったってわけね」


　クラスメイトが呆あきれたような視し線せんを僕に向ける。僕は嘆たん息そくしながらそれに返した。


「ある意味驚きよう異いの睡眠時間」


　登校直後、僕のグッタリした様子を見かねたらしい友人、神かん無な鈴りん音ねに説明を試みたところ、彼女の最初に返した言葉がこれだった。神無鈴音──。白い肌はだに肩かたまでかかった髪かみ。そして一部男性陣じんに絶大な人気を得ているらしい、整ととのった顔立ち。そう……普ふ通つうに見れば結けつ構こう美人の部類なのだが、最近はいつも嘆息がちなのでその魅み力りよくが引き出されることはなかなかなかったりする顔立ち。まあ、その要よう因いんは主に自分にある気はするが……。だから、今日も今日とて彼女は朝から僕の話に冷さめた視線を向けていた。


「僕ぼくが弱いんじゃないんだ。信じてくれ鈴音。僕はホントに石油王クラスだったんだ。アイツが……まさかユウが《ナポレオン》の称号所持者だとはつゆとも知らず……」


「革かく命めい家かね……それは《大だい富ふ豪ごう》の代名詞さんは手も足も出ないわけね」


「うぅ……盲もう点てんだったよ」


「あ、ナポレオンって、睡眠が三時間エピソードでも有名な人じゃない？　……もしかして蛍、ユウさんの掌てのひらの上で転がされてない？」


「あぁ……。ちくしょう、アイツ、今日はアニメ禁きん止しにしてやるっ」


「……はぁ。相変わらず楽しそうね、貴方あなた達」


　僕がげんなりしているにも拘かかわらず、なぜか鈴音はそんな感想を漏もらして、少し不ふ機き嫌げんそうにそっぽを向いた。思えば、この話をしている最中、終始鈴音はムスッとしていた様に思う。相変わらず怒いかりのポイントがイマイチ分かり辛づらい友人だ。僕は彼女の顔をぐいっと覗のぞき込こむ。


「なんか体調悪かったりした？　大だい丈じよう夫ぶか？」


　僕が少し心配気に顔を近付けると、途と端たんに彼女は今までのムッスリから状じよう態たい変化、顔を真っ赤かにして、今までとはかなり違う態度で再さい度どそっぽを向く。


「げ、元気よ！　なんでもないから！」


「ホントに？　じゃあ、なんでそんな不機嫌──て、ああ、あれか。お前、まだ僕とユウの同どう居きよ生活が《不ふ潔けつ》だとか思っているのか？」


　コイツは以前、そんなことを言ってなぜか不機嫌になっていたことがあった。確かに傍はたから高校生で男女同居生活なんて見ればそう言われても仕方ない部分もあるものの、そもそも僕とユウが実じつ際さいそういう関係でないのは鈴音も知るところであるハズだし、それどころか相手は幽ゆう霊れいということも理り解かいしているハズだ。先日に至いたっては「もうユウさんを傷きずつけることは言わない」的な宣せん言げんもしていたし、ある意味で僕とユウの同居生活も認めてはいた。だから何を今いま更さら彼女が怒おこっているのか、僕には分からなかった。


　鈴音は本気で怒っているのか、真っ赤になりつつこちらを見ずに喋しやべり出す。


「べ、別に不機嫌じゃないわよ。不潔とも別に……ちょっと思ってるけど……誤ご解かいはしてないわよっ」


「じゃあ、なんなんだよその微び妙みような態度は」


「それは……だって、なんか、蛍けい、ユウさんと最近凄すごく仲良いカンジで……」


「はあ？　いや、だから、僕は不機嫌な理由を訊きいているんだよ？　話逸そらすなよ」


「逸らしてないよ！　全然本題──って、な、なんでもないわ。う、うん」


「？　ワケ分かんないぞ、鈴音」


「はぅ……。蛍にそんなこと言われる日が来るとは思わなかったよ……」


　鈴音はなぜかどっと疲つかれた表ひよう情じようになってしまった。まったく、相変わらず変なところで一喜一いち憂ゆうする友人だ。たまにどう接せつしていいものやら分からなくなることがある。彼女の方は僕を扱あつかい辛づらい人間だと思っているだろうが、僕からすれば彼女の方がずっと不ふ可か解かいな存そん在ざいだ。


　鈴音は実際《巫み女こ》という、ゲームや漫まん画がの中の方が出しゆつ現げん率りつの高い職しよく業ぎようの人間だ。僕でも軽くそのアキバ系けいイメージに若じやつ干かんいたたまれないものを感じるが、本人はもっといたたまれなく感じているらしく、巫女服を着たりなんかは絶対しない。そうなると巫女というキャラ認にん識しきも正直怪あやしくなってくるのだが……（あの服ふく装そうが一番のポイントだろう）。まあ、そもそも鈴音は神社の境けい内だいを掃そう除じしたりする一いつ般ぱん的な巫女とは少し違うみたいで、詳くわしくは知らないが、霊れい能のう力りよくを商売にする家か系けいにおける《巫女》という存在らしい。それだけに、巫女服こそ着ないものの、彼女は霊能力という部分でやはり一般人とは一線を画かくしていると言っていい。かくいう僕の霊知識だって、彼女から教えられたものが殆ほとんどだったりするから、そういう意味では頼たよりになる友人だとも思うのだが……。


「だって……そんなに仲良くなると思わないじゃない。うぅ、やっぱり同居は強いなぁ……。私、凄く不利だよ……。確実に愛人の位置取りだよぅ……って、私なんか言ってる！　なに、愛人って！　そ、そんなんじゃないって！」


「…………」


　頼りになると……思うんだけどなぁ。一人で百面相してワケ分からんこと呟つぶやいてツッコンでいるところ見ると、なにか、親しくなる友人を致ち命めい的に間違えたんじゃないかという気もしないでもない。とりあえず僕の死にたがりを変だとか言う権けん利りが、コイツには激はげしく無いんじゃないかという気はしてきた。


　鈴音は僕から顔を背そむけて、椅い子すをガタガタと鳴らすぐらいには動どう揺ようして自分の世界にひきこもっている。鈴音は普ふ段だん冷めているだけに一度動揺を始めると非ひ常じように長いので、僕は一つ溜ため息いきを吐ついてから、諦あきらめてぼんやりと過すごすことにした。


　いつも通りの教室内。黒板、教きよう卓たく、そして大量の机つくえと、同じ服を身に纏まとった群ぐん衆しゆう。……別に、自分が特別だと思い、更さらにはそれで他人を見下したりするような感性を、僕はとりわけ持っているつもりはない。それでもやっぱり他人と自分は当然違うから、基き本ほん的に人込みとか嫌きらいな僕は、少しこの休み時間特有の教室のざわつきというヤツに慣なれない。別に「うざい」とまで言うつもりはないし、クラスメイトのことも嫌いじゃないが、なんていうか、まああんまり騒さわがしいのが好きではないということだ。人と話をする際も、一対一で向かい合って喋るのはなんともないのだが、多人数での会話というやつは少し苦手なぐらいだし。基本的に「他人に合わせる」とか「空気に合わせる」みたいなのが不得意なのだろう。大きな欠けつ陥かん。少なくとも「一いつ匹ぴき狼おおかみ」なんてカッコイイものでは絶対ない。


　変な話、僕は自分以外の「死にたがり」もあんまり好きではない。本気で可哀かわい想そうな人も勿もち論ろん居いるが、しかし、大たい概がいは僕自身も含ふくむ意味で、悲ひ劇げきの主人公を気取った鼻持ちならないヤツばかりだからだ。……そこまで考えて、この、変だけど面おも白しろい友人を見る。


　実際問題……僕という存在も、多分傍はたから見たらとても腹はらの立つヤツなんじゃないかって、思う。「死にてぇ」が口くち癖ぐせなんて、客観的に見たら、ガラスのハートを気取ったイヤなヤツにしか見えない。少なくとも僕だったら、僕みたいなヤツとは友達にはなりたくない。でも、それが分かるから。外面的に自分がとても最低なことを知っているから。だからこそ……だからこそ、そんな自分と友人になってくれている鈴音やユウには、ホントのところ、凄すごく感かん謝しやしていた。彼女らのような人間が世の中に居いることを知っているからこそ、今の僕は……あんまり世界だけを非ひ難なんしたりは、やっぱり出来ない。僕を死にたくさせているのも世界なら、僕を生かしているのもまた世界だから。


　僕は笑え顔がおで談だん笑しようするクラスメイト達を見ながら、なんとなくそんなことを思考する。そうして、どうして自分はもっと素す直なおに世界を楽しめる自分に生まれてこれなかったのかと、少しだけ、密ひそかに嘆たん息そく。いつも笑顔のアイツが心の底からうらやまく、そして偉い大だいに思えた。


「あれぇ？　ケイ、元気ないの？」


　唐とう突とつにユウのどアップが視し界かいに入った。あまりに予想外だったので、久ひさ々びさにユウの顔で驚おどろき、のけぞる。同時にバランスを崩くずし席から転げ落ちてしまい、談笑していたクラスメイト達が一いつ斉せいに静まり返ってこちらを見る有様だった。……今まで一人卑ひ屈くつで複ふく雑ざつな思考をしていた人間とは思えない醜しゆう態たいっぷり。恥はずかしすぎて、顔が真っ赤になってくる。……く、本気でもう死にたいっ！　っていうかさっさと死んどけば良かった！


「け、ケイ、大だい丈じよう夫ぶ？　え、そんな急に倒たおれちゃうほど体調悪かったの？」


「だ、誰だれのせいだと思っているんだよ！」


　あまりの無む邪じや気きな言葉に、僕は勢いきおい良く立ち上がりユウに怒ど鳴なりつける。──と、その時になって自分の大失敗に気がついた。普ふ段だんの僕ならしないはずの致ち命めい的ミス。恥ずかしさで頭が回らなかったために……更なる窮きゆう地ち。そう、ユウは、鈴音と僕以外……霊能力の無い人間には見えない存在だ。つまり、クラスメイト達から見て今の僕は──


「し、式しき見み？　だ、大丈夫……か？」


　一番近くに居たクラスメイトの田た原はら君が、席から落ちた僕の体の心配というよりは、虚こ空くうに叫さけんだ僕の脳のうの方の心配をしているであろうニュアンスで訊たずねかけてきた。……ああ、本気で死にたい。僕のクールキャラよ、一体どこへ……。


「だ、大丈夫だよ。げ、元気元気」


　遂ついにガラにもない古典的行こう為い「元気元気」をやってしまうほど混こん乱らん中の僕。直後にそれに気付いて更に恥ずかしくなるの繰くり返しで……ああ、もう、完全に悪あく循じゆん環かん。今や鈴音さえ「自分は友達でもなんでもないですよー」な空気を装よそおって明あ後さつ日ての方向に視線を向けていることから、つまりはそれほど現げん在ざいの僕がイタイらしい。そんな中、全すべての元げん凶きようであるユウが、大笑いしながら声をあげた。


「あはは、ケイ、みっともなーい♪」


「てめぇ、半殺しで済すむと思うなぁ！」


　久々にマジギレした僕は再ふたたびユウが見えぬことを忘わすれ叫んだ挙あげ句く、気付くとユウを省いたその先には涙なみだ目めで怯おびえた田原君がいたりで……つまり最悪。客観的に見たら僕が田原君に怒鳴ったようである。急に理り不ふ尽じんにキレる現代の若わか者もの。……確たしかに非ひ常じように怖こわい。


　その後僕は、クラスメイトの変へん質しつ者しやを見る視線の中、ユウを睨にらみつつも田原君にフォローを入れたり、しかし最近偶ぐう然ぜん入院明けだったことが災わざわいして女子にケータイで医者を呼よばれたり、それに対して「どうして呼ぶんだよ！」なんて怒おこると今度は泣きそうになってしまった女子を助けようと男子勢にとり押さえられたり、それを反はん射しや的に撥はねのけて無実を訴うつたえていると今度は先さき程ほどの女子が警けい察さつに電話を始めようとしたため、また注意をすると今度は遂に泣き出してしまい、それを見た男子勢の正せい義ぎ感に火がついたため攻こう撃げきがとんでもないことなり、その光景をユウと鈴音はすっかり我われ関せずの様子で二人でコソコソして見守っていたりと……そんなこんなで、もう、ぐだぐだな感じで僕の今日という日は幕まくを開けるのであった。


　


　前言撤てつ回かい。ユウも鈴音も……世間が……世間が全部悪いんだ！　僕は悪くない！　世界なんて……世界なんてみんな滅ほろんじゃえばいいんだ！　世界のバカヤロー！





　　　【interlude ─ワイドショー報ほう告こく[image: ]─】










　ショーコ、ショーコ！　テレビ見た？　ねえ、あの犯はん人にん捕つかまったんだって！　え、なんのって……ちょ、さっきまでの帰き宅たく途と中ちゆうずっと喋しやべってたじゃない！　《連続美女顔剝はぎ殺人事じ件けん》のことよ！　うわ、ショーコ、私の話聞いていなかったんでしょ！　もう……とにかく、テレビつけてみて！　説明の電話代もったいないし、それが一番手っ取り早いから！　……うん、つけた？　うん……って、なんか水み戸と黄門のＢＧＭ聴きこえるんですけどっ！　「ちっ」じゃなくて！　軽くあしらおうとしないでよぉ！


　と・に・か・く！　見た？　見たわね？　それ、それなのよ、その事件。……いや、アナウンサーの髪かみ型がたとかどうでもいいから！　なんでそう捻ひねくれた場所ばかり注目するわけ？　いや、だから、コメンテーターとかもどうでもいいって！　……ま、まあ、確かに、カリスマ独どく身しん料理家の高川久美子が事件にコメントしている意味は分からないけど……うん、よく考えるとなんで料理家が……。そ、そんなことより！　事件よ、じ・け・ん！　ショーコ、私の電話料金を無意味に高くして楽しんでない？　……なんでそこで咳せき込こむのよ。


　で、状じよう況きようは理り解かいできた？　そう、顔剝ぎ事件。うん……って、本当に知らなかったの？　この話。アンタ最近どんどん俗ぞく世せから離り脱だつし始めているわね……。いい？　そのまんまよ、そのまんま。この前の《中に居いる》と同じくらいそのまんまの話。連続で、美女が、殺されて、顔を剝がれたわけ。《連続美女顔剝ぎ殺人事件》。ね、そのままでしょ？　なんのホラー映えい画がの話って……いや、だから、現実の話だって！　だから話題になってるんでしょ！　なんでホラー映画の事件をワイドショーで報じなきゃならないのよ！


　あのね、全部で五人の被害者が出てるのよ。凄すごいでしょ？　何がって……連続殺人よ！　そうそうないでしょ、そんな事件！　ドラマじゃよくあるって……い、いや、そりゃそうだけど。現実にはないでしょ中々！　だから話題になってるんじゃない！　え？　どちらにせよ実際に関わらない限かぎり、テレビという媒ばい体たいで見ることは変わらない？　……う、な、なんかショーコってたまに真理つくからイヤよね……。


　もう、話さっさと進めるわね。そもそもこの事件、一件目からして凄い話題性だったのよ。だって、美人の被害者で、更にあろうことか顔を剝がれているのよ？　一件で充じゆう分ぶんに猟りよう奇き的でワイドショー的でしょ？　それが、間をおかずに五件よ、五件。いやぁ、ある意味尊そん敬けいだよねぇ。忙いそがしいったらないよね。私は宿題一ページだって面めん倒どうでやらないっていうのに……。


　こ、こほん。し、しかも最初事件の起こった北の地方から、どんどん南下してくるもんだから、その辺も色々な憶おく測そく飛び交かって、凄かったんだから。旅する通り魔ま。怖こわいよねぇ……。だって、今捕つかまったから良かったものの、そろそろこの辺で事件起こってもおかしくない状況だったんだよ、移い動どうパターン的に。


　あ……ちょ、見た？　これ、この逮たい捕ほの現場って……ホントに近くじゃない！　お、流さす石がのショーコさんもちょっと驚おどろいた声あげましたねぇ……。うふふ、今更とりつくろっても遅おそいですよーだ。あ、照れてる照れてる──て、うわ、切った！　もぉ……なんかいっつも私達の電話ってぶつ切りよね……。





　　　第二章　少年の厄やく日び










　さて、世界は残念ながら僕ぼくを中心に回っているわけじゃないらしく、いくら心の中で地球崩ほう壊かいを望んでみても何も起こらなかった本日の放課後。ホント、何度「死にてぇ」と思ってしまったことか。思い出したくもないが、ザッと今日あったことを羅ら列れつすれば──


　呆あきれ顔の知り合いの看かん護ご師しさんと再さい会かいしたり、刑けい事じさんに説教されたり、かと思えばカウンセラーさんに優やさしく諭さとされたり、タダでさえ入院で非ひ常じようにまずかった単位がいよいよピンチになり教きよう師しに怒おこられたりと……まあそんな感じ。《散さん々ざん》という言葉の代名詞みたいな一日だったということだ。


　そうして、すっかり廃はい人じんと化した僕だが、まだ不本意にも生きていた今。……以前死にたい理由は明白ではないなんて言ったけれど、最近のこの不ふ遇ぐうっぷりは結けつ構こう死ぬ理由としてイイ線来ているんじゃないかと思う。こんなノリで留りゆう年ねんとかした日には、いよいよ将しよう来らいに対する希望が薄うすくなってくる。二度目の入院の際なんて無理して数日で出てきたってのに……ホント報むくわれない。一度目の時だって、特例で宿題を大量にこなして単位をある程てい度ど稼かせいだり……そんじょそこらの生者より、死にたがりの癖くせに頑がん張ばったというのに。


　誤ご解かいがありそうなので言っておくが、僕は、通つう常じよう生活において、出来るだけ幸せには当然なりたい。うん、死にたがりと言うとこの辺誤解されちゃうのだけれど。幸せではいたいよ。満足な生活は送りたいよ。誰だってそうだろう？　僕以外の、不遇な死にたがりさんだってそうだと思うよ。自殺志し願がん者しやに対する偏へん見けんは結構根強いからこの辺厄やつ介かいだ。なんで自殺したいって、僕以外の人は大体が「不幸だから」的な理由だろう。なれば、死というよりも幸せを第一に、誰より求めているのは当然のことで。一番最高の結果としては、死を考えなくなるぐらい幸せになることだって、それは自殺志願者でも重々分かっている。僕だってそうだ。この死にたがり、どうにかなるのならどうにかしたい。むしろ一いつ般ぱんより幸せへの渇かつ望ぼうが強いからこその、自殺志願だろう。だから僕だって、単位を落とさないように気をつけたり、円えん滑かつな人間関係を築きずくために努力は当然する。将来の進路さえそこらのヤツらより結構ちゃんと考えているぐらいだ。


「はぁ……」


　席から立ち上がりつつ、溜ため息いきを吐つく。結局今日の授じゆ業ぎようは午後からしか受けられなかった。そのくせ体力は普通に授業受けるより遥はるかに激げき減げんしてしまっているのだから……まったく。げんなりとしながら僕は「よっこらしょ」と机つくえから鞄かばんを持ち上げた。ユウが「うわ、枯かれ方が本ほん格かく化かしてきた！」と引いていたが、最も早はやそれにツッコム余よ裕ゆうも、ましてや怒る元気なんてものも無い。いや、それどころか、僕も正直今の自分は「枯れている」と思う。なんか……今ならゲートボールをうまくこなせる気さえする。


　鈴りん音ねはなぜか後になって良心の呵か責しやくに苛さいなまれでもしたのか、「鞄持とうか？」「あ、料理作りに行ってあげようか？」と、凄く凄く……ホント、友達として涙なみだがでるほど……


「うざっ」


　かったので、無む視ししてその通り言ってやったのだが、思いのほか鈴音が傷きずついた表情をしてしまったので、逆ぎやくに僕がその後のフォローに気き疲づかれすることとなり、なんだかよく分からないうちに今度の休みに二人で遊びに行くという謎なぞな約束までさせられてしまったので……もう、ホント、僕、明日あたり本気で自殺に取り組もうかなと思う。なんかこうなったら「痛いたいの、苦しいのはイヤ」なんて贅ぜい沢たくなこと言っている場合ではない段階まで来てないか、そろそろ。


　そんなこんなで元気のない僕と、ユウ、鈴音という割わりといつものメンバーで教室から出る。前ぜん述じゆつしたように別にクラスメイトと仲が悪いわけじゃないのだが、結局最終的によくつるむのが鈴音だ。つい忘わすれがちだがユウはホントごく最近知り合ったヤツなので、よく考えると高校生活は大たい概がい鈴音といるのが主体と言える。ごく初期の頃ころは流石さすがに高校生にもなった男女二人が仲良くしているのはどう考えても……僕が客観的に見てもカップルとしか思えないためよく冷やかされたものだが、鈴音がなぜか真っ赤になって毎回必死に否ひ定ていしたかいあってか、今や皆みな大して奇き異いの視線も向けてこないので、すっかりこのよく考えるとちょっと変な状じよう況きように慣なれてしまっている自分がいた。ふむ……改めて考えてもみなかったけど、実じつ際さい僕の人生的に見ても、友人として女子とずっとつるんでいるっていうのは結構珍めずらしいことだ。別に男女差別の意い識しきはないのだが、どうしたって自然に会話のノリが合う人間は男女で分かれてしまいがちだから……ふむ。そう思い返してみると……


「僕、割と鈴音のこと好きなのかも」


　あまりに自然でむしろ結構盲もう点てんの感情だったので、歩きながらぽつりと呟つぶやいてみる。途と端たん、隣となりから「はぅっ！」というとんでもない大声と、そしてずざっと足を引く音。驚おどろいて振ふり返ってみると、そこには今までの比ひではないほど……もう他の人種に変身したんじゃないかと思うほど肌はだの色を赤く変えた鈴音が、口をあわあわと震ふるわせていた。……な、なんか凄い大病に唐とう突とつに感かん染せんしたみたいな状態に、こちらの方がある意味狼ろう狽ばいする。僕がその様子に近付くのを躊躇ためらいつつ、それでも恐おそる恐る「ど、どうした？」と訊きくと、鈴音はまるで熱にうなされるように呟いた。


「い、い、今、なんて……」


「へ？」


　口がガタガタ震えているせいか聴きき取り辛づらい発音だったので、首を傾かしげる。すると、なぜか今度は横からユウが凄い勢いきおいでつっかかってきた。


「ケイ、今、なんて言ったの！」


「え、え、え？」


　鈴音の赤くなった理由もさることながら、ユウがこの話題に目を真しん剣けんにして乗ってきたことも僕には謎すぎて、余計に混こん乱らんする。何を返答していいのかも分からずに僕がつまっていると、ユウが僕の両りよう肩かたにガッと手を置いて、まさに正面から真剣に問い掛けてくる。……かなり珍しいぞ、このユウの表情。


「ケイ、今、な、なんて？　鈴音さんのことが……そ、その、ホントに……」


「え？　ああ、好き？」


　ようやく質しつ問もんされていることが分かって、自分で言ったことを復ふく唱しようする。するとなぜかユウはショックを受けたようにクラリと、そして鈴音は頭から湯ゆ気げを──って湯気！　そんなバカな……漫まん画がじゃないんだから……。いや、あれ、でも、目を擦こすってもやっぱり湯気みたいなのが見える──って、あれ鈴音の魂たましいじゃないのか！　霊れい魂こん抜ぬけてる、抜けてるよ、鈴音！


「り、鈴音！」


「はぅっ」


　僕が声をかけると、湯気みたいなのものはシュッと鈴音の中におさまった。ホントに霊魂出てたのかよ……。


「どうしたんだよ、二人とも。変だぞ」


『ケイに言われたくない！』


　これは二人でキッパリとユニゾンして言われてしまった。失礼な。僕は、この中では絶ぜつ対たいに一番一いつ般ぱん人じんだ。僕ほど一般人な青年も、イマドキ珍しいぐらい普ふ通つうだろう、僕は。


「それより、どうしたんだよ、鈴音。それにユウも」


　僕が首を傾げながら問い掛けると、鈴音はまた顔の色を元に戻もどしてしどろもどろになりながら呟いてきた。


「だ、だって、今、蛍けい、わ、私のこと……私のこと、す、す、す」


「ああ、好き？」


「っ～～～！」


「いや、えっと……あの、それがどうかしたのか？　ごめん、話が見えないんだが……。いや、僕は、単たん純じゆんに、自分にとって鈴音はかなり好きな部類だったんだろうなと今いま更さら気付いたから思わず呟いちゃっただけなんだけど……。それがそんなになんか衝しよう撃げき的だった？　いや、だって、僕、こんなに長い間ちゃんと仲良い、しかも異い性せいの友達って希き少しようだと思うんだよ、うん。男女間の友情って、実際かなり珍しいだろう？」


　僕が説明すると……鈴音は「は？」と返しつつ顔の色を見る見る白く変化させていき、かたやユウはなぜかホッと胸むねを撫なで下ろすという、またも二人して謎なぞな反はん応のうを返していた。い、意味が分からない。自分が話の中心に居るっぽいのに、激しくなにか自分だけ取り残されている感もあるというか……。


　鈴音が一息ついて、ぎこちない笑えみを浮かべて質問してくる。


「え……と。す、好きっていうのは……つまり、友達としてっていう……意味？」


「え、それ以外になにあるの？　僕と鈴音、友達、だろう？」


　もしかして鈴音は僕を友達と思ってくれていなかったのだろうか。そうだとしたら激しくショック。まるで友情版ばんの僕の片かた想おもいみたいじゃないか。片想いなんて、そんなみじめで辛いことはない。……死にてぇ。


「あ、あぁ、あ、ははは。そ、そうよね、と、友達よね。あはははは」


　鈴音はなぜか乾かわいた笑いを返して、安あん堵どしたような表情と、しかし同時に何かにガッカリしたような表情も混こん在ざいさせ、複雑な反応を返しながら再度歩き始めた。彼女が肩を落として前を行ってしまったので、僕とユウもその後を追う。ユウはといえば、なぜか少し笑顔だった。……うわっ、なんか僕、完全に取り残されているよ。なんか、よく分からないけど、多分この話題でちゃんと成り行きを把は握あくしていないのは僕だけだ。あぁ……なにこの扱あつかい。今日はなんの日なんだ一体。厄やく日びだ。確かく実じつに厄日だ。


　とりあえず世間話をしようにも心ここにあらずな鈴音は素すっ頓とん狂きような答えしか返さないので、仕方なくユウの方を向く。こちらはこちらでなぜかニコニコしていたが、少なくとも鈴音よりは遥はるかにマトモだったようで、僕の視し線せんに気がついてこちらを向いた。そうして、ふと、何かに気付いたように僕の頭に手を伸のばす。


「ケイ、なんか髪かみ、跳はねてるよ」


「ん？」


　ユウが触さわった部分を、自分で確かく認にんしてみる。確かに、そこだけ髪がピョンと跳ねていた。普ふ段だん整髪料をつけないためか、僕の髪はやたら寝ね癖ぐせとかそういうのに左右される。今日は……ああ、カウンセラーになぜかベッドに寝かされて催さい眠みん療りよう法ほうみたいなのやられかけたから、その時に寝癖がついてしまったのだろう。僕がぐしぐしと髪を撫でつけていると、ユウはそんな僕の様子を見ながらぽつりと呟つぶやいてきた。


「ケイって、結構髪型で印象変わる人だよね」


「そうか？」


「そうだよ。お風ふ呂ろ上がりとか初めて見た時は、一いつ瞬しゆん『誰だれ！』と思ったもん。寝癖でボサボサの時もまた全然違う人みたいだし、こうして普段のケイもまた違うでしょ」


「普通じゃないか、それ」


　髪型が変われば印象変わるのは誰だって同じだ。しかし、ユウは「ん～」と腕うでを組んで唸うなった。


「……ちょっと違うかな。あ、ケイ、基き本ほん顔立ち綺き麗れいで、しかも女の子みたいだからかもね。ほら、男子は髪型で印象あんまり変わらないけど、女子が髪切ったりしたら結構如によ実じつに印象変わるでしょ？」


「んー、まあ、確かに」


　鈴音の変化は結構すぐ気付くな、僕。


「まず、それが一つの要よう因いんかな。ケイ、女の子っぽいから」


「…………」


　分かってはいることだが、この年になってもこうも女の子っぽいと連れん呼こされると、正直少し傷きずつく。別に男らしさを求めてもいないけど……やっぱり男ではあるからなぁ。


　ユウはそんな僕に構わず続ける。


「あ、あと、顔立ちが中性的だから、かもね。顔が濃こい人だったら、髪型で印象って変わらないけどさ。ケイは綺麗でスッキリした顔だから、髪とか服ふく装そうとかそういう変化が出やすいんだよ。やった！　変装の才さい能のうアリだよぅ、ケイ！　凄いよ！　探たん偵ていになれるね！　高校生探偵式見蛍！　そして助手の美少女幽ゆう霊れい、ユウ！」


「なってたまるかっ。そして、勝手に助手のポジションと美少女という称しよう号ごうを自分に与あたえるな！」


「殺人事じ件けんを次々に解かい決けつぅ！」


「今後次々に殺人事件に関かかわるのか、僕は。激はげしく不安な未来だぞ。っていうか僕、本気でさっさと死んだ方が世のためっぽくないか、それ」


「ケイの変装と、美少女幽霊ユウの推すい理りが冴さえ渡わたる！」


「お前が推理担たん当とうだったのかよ」


「殺された恨うらみで成じよう仏ぶつ出来ない被ひ害がい者しや幽霊が語る真相とは！」


「推理いらなくねえか、その展てん開かい」


「美少女幽霊探偵ユウの言葉に全米が泣いた！」


「遂ついに僕がメインでさえなくなったな。というか、なぜ先にアメリカで公開されたんだ、その話」


「『美少女幽霊探偵ユウ～ドキドキの予感・気になるアイツは殺さつ人じん犯はん♪～』、近日公開予定！」


「完全に僕の出る幕まくがなくなったな。まあ、サブタイトルに関しては、確かに殺人容よう疑ぎ者しやが身近に居いたら気になるどころの話じゃないな。実にスリリングだ」


「はぅ～。ケイの変装から夢ゆめが広がるねぇ」


「広げたな、確かに。十と勝かち平野ぐらいまでは広げたな」


　僕は溜ため息いきを吐ついて、ユウとの会話を切り上げた。……コイツに世間話を持ちかけた僕が失敗だった。そもそもまともに会話が成り立つ相手じゃなかったじゃないか。何を血ち迷まよっていたんだ、僕は。仕方ないので、会話は諦あきらめて僕は無言で玄げん関かんまで歩いた。──と、この状じよう況きようを打だ破はするように……もしくはもっと混こん沌とんとさせるかのような予感を伴ともなって、異色先せん輩ぱいが仁に王おう立だちで僕の下げ駄た箱ばこ前に陣じん取どって登場した。


「…………」


　彼女の姿すがたを確かく認にんして、思わず溜め息を吐く。うん、ホントなんの前まえ触ぶれもなく、登場したな……アレ。ＲＰＧの通常エンカウントでラスボス出てきたような感じだ。


　ラスボス女子高生と僕は、まさに正面からがっちりと目が合う。先日の《中に居る》戦の奇き跡せき的勝利による大量経けい験けん値ち取得＆レベルアップがなければ、この視線だけで僕は死ねていただろう。


「よ、後こう輩はい。元気そうでなによりだ」


「僕のこの顔色と表ひよう情じようを見て元気と判はん断だんできる先輩は、視力の方に若じやつ干かん難なんがあるとみられますが」


「うむ、元気みたいでなによりだ」


「言語認にん識しき能力の方まで末期みたいですね」


「後輩。仏ほとけのごとく善ぜん良りようなこの私でも、たまに、ごくたま～にだが、人を本気で殴なぐるとどういう結果に至いたるのか検けん証しようしてみたくなることもなきにしもあらず」


「すいませんでした」


　僕は土ど下げ座ざした。うん、プライドとかないよ、全く。いや、だって、この体力でこの異常先輩の本気の《拳こぶし》を受けたら、もう一度あの看かん護ご師しさんと再さい会かいする可か能のう性せい九〇パーセントだ。残り一〇パーセントは勿もち論ろん即そく死しの可能性。……死にたがりだが僕は別にＭじゃない。一見ほっそりとスレンダーで非ひ力りきな美女に見えるこの先輩だが、この人を外見で計ってエライ目みた経けい験けんは一度や二度じゃ済すまないので、ここは素す直なおに謝あやまっておくのがベターだ。先輩は僕のそんな様子を見ると、満足そうにいつもの不ふ敵てきな笑えみを浮うかべた。ここまで「ニヤリ」という擬ぎ音おんの似に合あう顔も珍しい。……はぁ。僕の人生、どうもここ最近女性に振ふり回されっぱなしじゃないか。


　真ま儀ぎ瑠る紗さ鳥とり。一年先輩の三年生の女生徒。僕に関しては中学校からの先輩でもあるので、この呼び方はその頃ころから定着しているものである。先輩が僕を「後輩」と呼ぶのもずっと変わらぬことで、出会った時期から一いつ貫かんしてこれである。なんでも本人の論理としては僕が「先輩」と呼ぶ限り自分も僕を「後輩」と呼ぶらしいが、しかし他の生徒が先輩と声かけると普通に名字で呼んで返すあたり、なにか僕としては非ひ常じように納なつ得とくのいかないものがあるのだが……問い質ただしても無意味なのは目に見えているので、もう完全に放置中だ。


　鈴音とユウもどうやら彼女の人間性が大分分かってきたのか、無む責せき任にんにも「厄やつ介かい事ごとはまっぴらゴメン」という風にそそくさと鈴音は自分の靴くつを取りに、ユウはそれにフワーと憑ついていってしまった。つまり……被害者は僕一人。被害が最小限に済んだと見るべきか、生いけ贄にえにされたと見るべきか。
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「後輩。今日はいい話をお前に持ってきてやった。喜べ」


「わーい」


　確定。助からない部類の生贄だ、僕は。


「先日のフルコース約束の件に関してだが……」


「先輩、目と耳はアレなのに反して記き憶おくりょ──」


「それでな、後輩」


　僕の攻こう撃げきターンは軽く無む視しされましたとさ。


「なんですか……」


「今のお前を見るに、どう考えたって例の件けんの金きん銭せんを算出するのは無理そうだと、私もようやく認にん識しきしてな」


「おお、遂ついに分かってくれましたか」


　タダでさえ生活費ギリギリで生活しているのに、今年は入院やらタダメシ喰くらいのせいで若わか手て芸人真っ青の貧ひん困こん度ど合あいの僕だ。先日までこの先輩はその僕にフルコースを奢おごらせようとしていたのだから、全く恐おそれ入る。


「そこで、私も譲じよう歩ほしようと流石さすがに思ったわけだ。どうだ、優やさしい先輩だろう、後輩」


　ニヤリと妖よう艶えんに微ほほ笑えむ先輩。フン……取立てヤクザ予よ備び軍ぐんめ。


「はいっ。《天使》とは多分貴女あなたが生まれた刹せつ那なに出来た言葉なのでしょう！」


　心にも無いことを言うことにもうすっかり慣なれてきた、高校生とは思えない程ほど最近悟さとり気味の僕。営業サラリーマンになったら案外うまくやっていける予感がある。……攻こう略りやく方法として、この先輩は持ち上げられる時に持ち上げとくのが一番だ。ここの加か減げんによって後の被害が随ずい分ぶん違ちがう。


　先輩はまたも「そうだろう、そうだろう」と満足そうに微笑んで僕を見た。


「そこで、だ」


「はいっ。なんでしょうか、ヴィーナス」


「お前には、今日からバイトをして貰もらおうと思う」


「はいっ！　……はい？」


「バ・イ・ト♪　お金は、労働で稼かせぐものだよな、後輩。お金が無いなら、労働する。これ、真理」


　凄すごく笑顔の先輩に、僕は汗あせをダラダラかきながら声をかける。


「あの……先輩？　あの……僕が病やみあがりで自じ宅たく療りよう養よう中ちゆうなこととか、幽ゆう霊れい同どう居きよの件とか、睡すい眠みん時間の件とか、その、今日あった散々な出来事のこととか、えと、『死にたがり』というとてもナイーブでガラスのハートの持ち主なこととか……理り解かいしてます？」


　最後のは少々脚きやく色しよくだが、後は実際ホントだ。体がボロボロなのはどうしようもない事実である。精せい神しんも元からある意味ボロボロだ。しかし、先輩はニッコリという恐きよう怖ふの笑みをピクリとも動かさない。


「勿もち論ろん後輩の身体及および周辺状況のことは後輩以上に全部知っているが、それが何かこの件に関係あるのか？　動くんだろ、体。ほら無む駄だ話ばなししている暇ひまは無いぞ、後輩。急げ」


「あーうー……」


　先輩の驚きよう異い的握あく力りよくで襟えり首くびを摑つかまれ引き摺ずられながら、僕は涙なみだした。鈴音とユウが僕に対して黙もく禱とうしているのが目に入る。僕は、彼女らに恨うらみの視線を向けながら、ずるずるずるずると先輩に引き摺られつつ……ああ、やっぱりこの握力は殴られなくて正解だったなと意識的にポジティブしてみたりしたが、結局辿たどり着く思考の結論は一つだった。


「……僕、自殺するまでもなく近日中に過か労ろうですんなり死ねるんじゃ……」


　それ以上の考察は、しかしもう首の苦しさで既すでに無理な僕だった。





　　　【鈴りん音ね[image: ]─彼について私が知ること、知らないこと─】










　蛍けいが先せん輩ぱいに拉ら致ちされてしまった。……私はその苦しみの顔というか今こん生じようの別れを想そう起きさせる光景というか、そういう壮そう絶ぜつなものを見守りながら黙もく禱とうを捧ささげた後、ユウさんと顔を見合わせた。


「えと……帰ろうか？」


「うん」


　案外薄はく情じような私達だ。い、いや、だって、あの先輩の場合は仕方ないよ、うん。こればっかりは……ね。世の中には「歯向かってはいけないモノ」って、いるんだよ。神様、自然災さい害がい、国家、そして真ま儀ぎ瑠る先輩。うん。一番それが分かっているのは蛍だろうし、彼も許ゆるしてくれるはず。……まあ、でも、蛍なら神様とか自然災害とかにも場合によっては文もん句くつけそうかもしれないけど……あ、神様には歯向かえても先輩には逆さからえないという気もするかな。


　私は外そと靴ぐつに履はき替かえると、ユウさんと共に外へと歩き出した。ユウさんは蛍が離はなれた現げん在ざい、厳げん密みつには「歩いて」はいない。ふよふよスーと移い動どうするカンジで私の傍かたわらに居いる。基き本ほん的にいつもケイの物ぶつ質しつ化か範はん囲いに居ようとするせいか、ユウさんはまだ少しそういった幽ゆう霊れい本来の挙動の方がぎこちない印象がある。


　玄げん関かんから校門まで、ユウさんとまるで何事もなかったかのように世間話をする。今しがた友人が目の前で拉致された人々としては確かく実じつに間ま違ちがった反はん応のうだったけれど、まあ……いつものことだし。真儀瑠先輩は《帰き宅たく部ぶ部長》で蛍は《帰宅部副部長》らしいから、なんていうか、うん、仕方ないというのかな。上司からの命令を部下は受けるのが当然、だよね。……まあ、蛍とあの先輩の間には少し私達の入り込めない絆きずなのようなものをたまに感じて、少しだけムッとくるものは確たしかにあるのだけれど。……い、いえ、嫉しつ妬ととかじゃないわよっ！　何考えてるの、私！


「鈴音さん、どうしたの？」


　一人で再ふたたび顔を赤くしてしまった私に、ユウさんが問い掛けてくる。私は頭を一回振ふると、無む理り矢や理り笑みを浮かべた。


「う、ううん、なんでもない」


「そう？」


　ユウさんは特に糾きゆう弾だんする気も無かったらしく、すぐに引き下がってくれた。少し素そっ気ない印象。……最近気付いたことだけれど、彼女はどうも蛍の前とそうでない時とでは性せい格かくに僅わずかな違いがあるようだ。基本はいつも蛍と一いつ緒しよだから気付きにくいけど……。なんというか、私と居る時は割わりとフツーのこの年代の、ありきたりなテンションの女の子なのに、蛍と一緒だと少しハイになるっていうのかな。まあ、どちらかというと蛍と居る時の方が本来の彼女なのだろうけど。


　……憶おく測そくだけど、彼女は単たん純じゆんに、未いまだに実体の無い状じよう態たい……つまり幽霊状態が酷ひどく落ち着かなく、不安なのだと思う。そういうのはどうしたって隠かくしきれないものだ。それが物質化能力者である蛍と居る時は……とりわけ蛍に抱だきついている時は、相手の体温や鼓こ動どうで「生きている」ということを実感できるから、あんなにベタベタしたり、必要以上に元気に振ふる舞まったりする。


　まあ、でも、私個こ人じんの印象としては、それを差し引いても少しユウさんは蛍への対応が他ほかとはやっぱり違うようにも思える。うん。一言で表すなら……そうだな……「甘あまえてる」とか「心を開いている」というカンジ、かな。いや、私に心を開いていないとは思わないけど、中でも蛍にはとりわけ素す直なおに、ワガママ放題言っているというか。……確かに分からない感情じゃない。蛍、あー見えて実じつ際さい凄すごくお人よしで意外と頼たよりになるから、つい寄りかかってしまいたくなるのだろう。……私だって以前──


「さっきの、ホントだと思うよ」


「へ？」


　私がボンヤリしていると、ユウさんが唐とう突とつに意味の分からないことを言ってきた。首を傾かしげると、彼女はニッコリと笑え顔がおになって言う。


「ケイが、鈴音さんを好きだって……あ、友達としてだったけど、とにかく、好きって言ったでしょ？」


「あ、ええ」


「あれ、多分凄くケイの本音なんだよ」


　ユウさんは笑顔ながら……でも、なにか複ふく雑ざつそうな顔もしていた。私の思い違いかもしれないけど。私の顔は、対して、多分紅こう潮ちようしてユウさんからは見えただろうと思う。頰ほおが、凄く、熱かった。平静を装よそおうとするのに、そう思えば思うほど体はぎこちなく動いて、私は呂ろ律れつの回らない舌したで訊きき返す。


「にゃ、な、なんで、しょ、そ、そんな？」


「うん。元々ちょっと思ってたんだけどね。ケイ……別に一いつ匹ぴき狼おおかみとまでいかないし、それなりにクラスメイトとも仲いいカンジなんだけど……。でも、ケイが本当に、心開いているというか……対等な口調で、好きなように、思ったこと即そく言う相手って、鈴音さんしか、いないんだよ」


「え？」


　ユウさんは何か思うところあるように、空を見上げる。


「先せん輩ぱいさんとも、またちょっと別な様子で仲いいんだけどね。でも、多分、本当に《そのまんまのケイ》を出しているのって、私が見る限かぎり、鈴音さんだけだと思う。ほら、ケイ、普ふ段だん周囲に凄く気き遣づかういい人なのに、鈴音さんには結けつ構こう毒吐はいたり、強気に出たりするでしょ？」


「う、うん。だけど、でも、それは」


　言われれば言われるほど、恥はずかしくて仕方なかった。言い訳わけなんてする意味もないのに、言い訳したくなって、でもそんな言葉元々ないからどうあがいても脳のう内ないから出てくるはずもなくて……ぐるぐる。いつもの混こん乱らん状態。にも拘かかわらず、ユウさんはそんな私に意地悪しようとしているのか、更さらに続けてくる。


「ケイと世間話していてもね。なにかというと、ケイの話には《鈴音》っていう言葉が出て来るんだよ。鈴音さんとの思い出の話は勿もち論ろん、全く関係ない話でも《鈴音だったら》とか……なんか、ケイの中でなにか確かく立りつしちゃってるんだよ、鈴音さんっていう人は。だって、家族の話よりも、先輩さんの話よりも、なによりもやっぱり鈴音さんの名前は登場回数多いもん。いつも一緒に居たら、いやでも気付いちゃうよ」


「…………」


　ユウさんの「いやでも」という言葉に、少しズキリとする。彼女は無む意い識しきなのだろうけど……でも、その言葉を用いたのには、やはり意味があるように思えた。私の思考とは裏うら腹はらに、ユウさんはニッコリと私の方に笑顔を向ける。


「だから、鈴音さんはもっと自信持っていいと思うな」


「え？」


「なんか鈴音さん、いつも自信なさそうだから。ケイに関することは特に。……あんな捻ひねくれた、難むずかしいケイが、《友達》だってハッキリ、キッパリ言うんだよ？　それってよく考えると、物凄いことだと思うんだよ。だから、さっきケイが鈴音さんを好きだって言ったの、ホントのホントに本音なんだよ。だから、もっと胸むね張はっていいと思うな」


「あ、ありがと」


　私は熱い頰をぽりっと搔かいて、返す。ユウさんはそれを見て満足そうに微ほほ笑えんだ。そうして、気合をいれるように「むん」と腕うでを構かまえる。


「私も、頑がん張ばるから」


「な、なにを？」


　最後にヒジョーに気になることを言いっ放しで、ユウさんは先にふよふよと一人で行ってしまった。うぅ……やっぱり苦手だよ、ユウさん。


　私達はそれからも他た愛わいない会話を続けつつ駅方面へと向かう。元々普段は、私は蛍と二人で帰ることが多かった。今日みたいに蛍が先輩に唐とう突とつに連れ去られたり、どちらかに用事がない限かぎり……基き本ほんは二人帰き宅たくだったと言っていい。帰宅部がどうこう言いつつも、あの先輩もそれほど毎日毎日蛍に無理を強しいたりするでもなく、ある意味ではちゃんと必要に応おうじて……というのか、結構丁ちよう度どいい塩あん梅ばいに蛍に絡からむ傾けい向こうにあるし。不思議にも傍ぼう若じやく無ぶ人じんの中にちゃんと配はい慮りよがあるっていうのかな。だから、蛍と一番一いつ緒しよに帰宅しているのは、やっぱり私だった。


　別に女の子の友達（どの程てい度どの付き合いからそう定てい義ぎすればいいのか、私は未いまだに迷まよう）が、いないというわけじゃない。ただ、それを含ふくめてもやっぱり一番仲が良いのが蛍という、それだけのことであって。自分でもこの関係は本当に珍めずらしいと思う。実際小・中・高と男子とマトモに友達関係になったことなんて一度だって無かったぐらいだし。敬けい遠えんしていたわけではないけど、やっぱり普通に話が合って仲が良くなるのは同性だったから。


　そう考えると、高校入学以来蛍とばっかり一緒に居る自分は、自身でも少し変に思う。周囲にはどうも恋こい人びとだと勘かん違ちがいされやすいのも、客観的に見たら、仕方ないことなのだろう。恋人関係でもない男子と女子がいっつも一緒につるんでいるというのは、確たしかに私が他で目もく撃げきしても奇き異いに思うだろうし。


　じゃあ、自分は一体なんで彼と一緒にいるのかなと考えてみる。……そもそも、高校で最初に出来た友人が蛍だったというのも、一つとしてある。でも、それとは別に……話が特別凄すごく合うというわけでも、共通の趣しゆ味みに没ぼつ頭とうしているとかでもないのだけれど……自分でもよく分からない感覚で、彼の隣となりは居い心ごこ地ちがいいのもあった。あんな風に「死にたい」とか言ったり、一見無気力に見える彼だけど、でも……そう「ほどよく」優やさしくて、「ほどよく」お節介でもあると言うのだろうか。特別慈じ愛あいに満ちているわけでも正義感が強くもないけれど、その代わりに暑苦しかったり偽ぎ善ぜん的でもない。自然体というのかな。私が気にしすぎなのかもしれないけど、自分と同じ年代、或あるいはそれに近い年代で本当に「自然体」で生きている人を、私は殆ほとんど見たことがない。皆みな、どこかカッコつけたり自分を作って生きているようなのばかりで。男子はえてしてその言動に、カッコつけた、テレビや漫まん画がの影えい響きようを受けているのが分かる雰ふん囲い気きを乗せるし、女子は女子で、作り物じみた恋愛話や自分を悲ひ劇げきのヒロインにでも見ているかのような話し方をする。……そういうのに合わせるのが、俗ぞく世せに疎うとかった私は本来凄く苦手だったから……。


　蛍は確かに「死にたい」とか言うけど、それはカッコつけでもなんでもなくてまんま「本音」だし、ダルいことはダルいと言うどころか、人の前で自分を良く見せようと善ぜん人にんぶったりとかもしない。善人「ぶり」こそしないけど、でも重要なところでちゃんと正しいことを選せん択たくできる人でもあり……。そんな彼だから、私はこんなにも惹ひかれてしまうのだろう。入学当初、彼に精せい神しん的にも物理的にも救われたのが決め手ではあったけど。彼に救われているのは、実じつ際さいユウさんだけじゃない。多分だけど、真儀瑠先輩も何かあったのだろう。あの性せい格かくの先輩が一人の後輩に自ら構かまい続けるなんて、やっぱりよほどのことだと思うから。


　そうして、自然体というのは、実はユウさんに対しても言えることで、更さらには、ユウさんが蛍に惹ひかれる理由にも言えることなのだろう。ユウさんもまた凄く素す直なおに活動している人だし、彼女が蛍に惹かれるのも、彼がちゃんと迷めい惑わくなことを「迷惑だ」と言ってくれる人だから、逆ぎやくに気をつかわないですむためなのかもしれない。二人は対照的なようでいて、そういう本ほん質しつは実は凄く似に通かよっていると思う。普ふ段だん素直なのに、ホントに重要な悩みとかは内に押し込めちゃうあたりも、特にだ。


　私はそんなことを考えながら目の前の元気少女を見る。


「ユウさん」


　駅前まで来たところで、私は彼女に改めて声をかけた。ユウさんが「ん？」と振り返る。


「ユウさんは……今、幸せ？」


「え？」


「えっと……蛍とは、あれからうまくやれてる？」


　あれとは、先日ユウさんが蛍に憑ついているのが一いち因いんとなって起こった事じ件けんのことだ。本音を言えば、あの後、もしかしたらこの案外繊せん細さいな少女は自みずから離れていってしまうのじゃないかと思ったし、事実、蛍の目が覚めるまでの間の彼女といったら、そう思わせるに充じゆう分ぶんな元気の無さだった。結局は生きている人間である私には不用意な励はげましの言葉もかけられず、少しもどかしい思いをしたから……彼女が蛍とぎくしゃくしていないかは、凄すごく気になることだった。普段の様子を見る分には相変わらず仲が良さそうだけど、蛍もユウさんもホントに大事なことは内にしまいこむ性た質ちだから……。


　私が少し真しん剣けんに彼女の瞳ひとみを見つめると、ユウさんも一度顔つきを真剣にし……しかし直後、ニコッと、なんの作為もないであろう満面の笑みを浮かべる。


「うん、全然問題なしだよ！　心配しないで、鈴音さん！」


「そっか……」


　それは多分本音なのだろう。言葉に翳かげりや淀よどみは全くなくて、私はホッと胸むねを撫なで下ろす。しかし、ユウさんは予想以上に笑顔になってそのまま続けてきた。


「凄くラブラブだよぅ、ラブラブ！　ベッタベタのイッチャイチャ！」


「……そ、それはそれで、逆に心配になってくるんですけど……」


「へ？」


「なんでもない……」


　うぅ、自分でもこの感情が複ふく雑ざつすぎて処しよ理りしきれない。蛍とユウさんは仲良くいてほしいけど、いや、でも、やっぱりあんまり仲良くはしてほしくないという……。ああ、もう、このメンバーの中で何気に一番報むくわれてないのが私なんじゃないだろうか。そう思うと、この二人の心配をしているのが少しアホらしくなってきた。


「まあ……蛍は確たしかにあれでお人よしだから……。ユウさんをどうこう思うってことは絶ぜつ対たいないだろうし、心配することでもなかったのかもね」


　私が嘆たん息そく混まじりに言うと、ユウさんは大きく笑顔で頷うなずいた。


「うん、そうだね。それに、ケイは素す直なおな人だから、私も凄くありがたいよ。邪じや魔まだ迷惑だとは言うけど、絶対『出て行け』とは言わないんだよ、ケイ。怒おこるときも、『共同生活なんだから～』とか『一緒に生活してるんだから～』とか、そういう前置詞つけるんだ、最近。なんていうか……私と暮くらすことは無む条じよう件けんで前ぜん提ていにしてくれているっていうのかな。だから……うん、ホントにいい人だよ、ケイは♪」


　下へ手たすると惚のろ気け全開の言葉だったけど、不思議と今回は全く腹はらがたたなかった。ユウさんが本当に幸せそうに微笑んでいたからだろうか。「良かった」という気持ちの方が大きくて、同時に、蛍はそれでこそ蛍だよねと思って逆に嬉うれしくて。


「うん、それが《式見蛍という人間》の魅み力りよくなのかもね。自分に正直で……でも、その根本がちゃんと優やさしいから、自分に素直に生きても、結果的には人を幸せに出来る」


「だねー。死にたがりだけど、不思議と人に恨うらまれる気はしないよね、蛍って」


「そうかもね。確かに、欲よつ求きゆうが内に向いている分、逆に他人に深く恨まれるようなことは絶対に──」


　そこまで言った時だった。


《ガッ》


　唐とう突とつに、両りよう肩かたに《何かがぶつかった》という感かん触しよく。それが最初に知覚された感覚で……直後に、自分の正面に人間が……青年が険けわしい顔をしていることに気付いた。それらの情報が別々に知覚されてから、数瞬後、ようやく《見知らぬ青年が私の両肩に両手をガッシリと置いて自分を睨にらみ付けている》という正確な状じよう況きよう把は握あく。しかし、状況は把握できたところで、やっぱり意味は全くわからず、私はどうにも出来ず言葉を失ってしまっていた。ユウさんもすっかり驚おどろいて、対たい応おうに困こまって固まってしまっている。私は目の前の人間をただただ無心に見つめた。


　青年。私と同年代ぐらいの、顔立ちの整った青年。男子との接せつ近きん距きよ離りとしては明らかに近すぎたが、それが唐突で、意外すぎて、逆に照れるとかそういう感情が全く湧わいてこない。とにかく驚きよう愕がく。


　短く清せい潔けつに刈かり上げられた髪かみに、「通つう常じようは多分爽さわやかな印象なのであろう」顔立ち。今はその表情は何か真剣というか、切せつ羽ぱ詰つまっているというか、とにかく余よ裕ゆうの無いカンジで、なぜかこちらにまで緊きん張ちようが伝でん播ぱするぐらいだ。体はスラリと一見スリムに見えるが、私の肩を摑つかむその握力と半はん袖そでから覗のぞく腕うでには、無む駄だなく、無ぶ骨こつではない程てい度どに筋きん肉にくがついている。普段蛍の女性的な体たい軀くを見ているからか、それが余計に印象的に思えたが、多分一いつ般ぱんの男性と比ひ較かくすると、どちらかと言えば女性的ではある方なのだろう。蛍と比較すると、どうしたって酷ひどく男性的に見えるだけで。身長もまた、蛍と比較すれば高い方だが、一般と比較すればそうでもない……一七〇そこそこぐらいに見えた。私より少し上から見下ろす威い圧あつ的てき視し線せん。


　私がとにかく自分が次にどういう行動をとるべきなのか分からず動きかねていると……唐突に、青年は意外すぎる一言目を発してきた。


「アンタ、今、式見蛍がどうとか言ってたよな！」


「へ？」


「だから、式見蛍っていうヤツを知っているのかって訊きいているんだ！」


「え、ええ。まあ」


　あまりに意外すぎる質しつ問もんに、なんの思考もなく素直に回答してしまう。数秒後に「しまった。もう少し様子見するべきだったかしら」と思ったものの、答えてしまってはもう遅おそい。それどころか、多分、この青年が私に声をかけてきたのは、この分だと私が「式見蛍」という単語を発していたからなのだろう。


　青年は私が知り合いということを確かく認にんすると、そのままの勢いきおいで質問を重ねてきた。


「知っているんだな？　だったら、アイツのとこに案内してくれないか？　頼たのむ！」


「え、え、え……」


　私は困りながら、チラリとユウさんを覗うかがう。彼女は呆ほうけた表ひよう情じようをしていたものの、すぐに私に向かってぶるんぶるんと首を横に振ってきた。とりあえず教えない方がいいという判はん断だんなのだろう。私も同意見だったので、もう少し様子を見ることにした。





[image: ]


「えと……。あの、け……式見君に、どういった御ご用ようですか？」


「御用って……」


　なぜか彼は少し答え辛づらそうにつまってしまった。私はその勢いの弱まった瞬しゆん間かんを見み逃のがさず、肩に乗った手をゆっくりとどかそうと動く。と、彼は意外なことに、「あ、ごめん」と自分から手を慌あわてて引いた。……ふむ。最初の勢いがちょっとアレだったけど、基き本ほん的に悪い人ではなさそう……かな。


　仕方ないので、私は質問を変える。


「えと……。では、貴方あなたは、式見君とどういう関係の方ですか？」


「関係……。ええと、関係、ね。あー……と」


　彼はなぜかこの質問にもつまった。怪あやしい人間である可か能のう性せい大だが……。しかし、その挙動は頭を「あー」と悩なやんだ風に搔いたりして……どうも関係を捏ねつ造ぞうしようとしているというよりは、本気で自分と蛍の関係を何て言い表していいのか分からずに悩んでいる様子だった。余よ計けいにこちらとしては意味が分からない。


　私がこっそりユウさんと顔を見合わせていると……青年は、思いついたように、唐突に叫ぶ。


　その、衝しよう撃げき的な言葉を。


「そう、アイツのせいでオレは激はげしく傷きずついたんだ！　正直、七年経たった今でも思い出すと……ハラワタが煮にえくり返る！」


　こちらとしては全く余計に意味が分からないが、本人はさっきのオドオドとした挙動とは一転、真っ赤になって憤ふん慨がいしつつ叫さけんでいる。


　蛍を……恨うらんで、いる？　その唐突な展てん開かいに、私……そしてユウさんもゴクリと息を呑む。それだけでも充分私達には驚きだったのに、青年は、続けざまに更さらに叫ぶ。


「アイツは……蛍は、人の恋こい路じをぶち壊こわす悪あく魔ま！　アイツのせいでオレの初恋は……初恋は！」


「…………」


　真っ赤な顔で憤慨する青年を見ながら……私は一瞬立ち眩くらみをおぼえつつ、空を見上げる。


　ああ、もう、神様。普通の学園生活と友情と恋が欲しいという私の願いは、そんなに贅ぜい沢たくなものなのですか。


　


「へぇ、あんたら、やっぱり蛍の友達だったのか」


　仕方なく蛍との関係を説明した私に対して、青年は得心したように頷うなずいた。……こうして最初の勢いが削そがれた状じよう態たいで応対していると、彼は本当に純じゆん粋すいに好青年に見える。少なくとも、人を恨んでどうこうとか言い出す人にはとても見えなかった。


　私達は現げん在ざい、駅前広場のベンチに腰こし掛かけて話している。座すわる際さいに流石さすがに彼からちょっと距きよ離りを開けると、彼は微び妙みように「しょぼん」と少し傷ついた表情をしたりで、やっぱりなんだか善ぜん良りようそうな気配のヒシヒシとしてくる人ひと柄がら。それだけに、私とユウさんの中ではなぜ蛍がそんなに彼に恨まれるのかが、全く分からなくなってきてしまった。確かに蛍は死にたがりなんて罰ばち当あたりな人間だけど、だからと言って無む闇やみに他ひ人とを傷つけるような人では絶対ないし、そもそも対人関係からしてあまり積極的に持たない性質だから、恨まれるほど人と親交を持つことさえ珍めずらしい。恨まれるとしても、逆さか恨うらみや、捻ひねくれた人間のヒガミなどが関の山だろう。目の前の彼のような人間とは、むしろ親しくなるぐらいじゃないか。


　私がどう対応したものか迷まよい、次の言葉を考えていると、青年はこちらに体を向けて続けてきた。


「えっと、で、キミは、神かん無なさん、だったよね？」


「？　ええ、そうですけど？」


　彼の言葉の意味がイマイチ分からず、首を傾かしげる。そうしていると、青年は、私の背はい後ご……ユウさんの方に視し線せんを向けて、更には彼女の方を指差す。


「で、ええと、そちらの方は？　蛍の友達……なんだよな？」


「え？」


　ぎょっとして、青年の顔をマジマジと見た後、ユウさんを振ふり返る。ユウさんもまた驚おどろいた表情をしていたが、あわあわと慌あわてると、自分を指差して「わ、私？　私に言ってるの？」と青年に返した。青年は当然といった風にコクリと頷く。


「キミ以外に誰だれがいんの。っていうか、なんか驚いている？　わけ分かんねぇよ……」


「え、え、え。あ、あの、私が、見えているんですか？」


　ユウさんがしどろもどろに返す。青年は「ああ？」と更に首を傾げて返事をした。


「さっきから何言ってるの、キミ。見えるも何も、オレは別に盲もう目もくでもなんでもないんだから、見えるに決まっているじゃないか。……なんかオレ、からかわれてる？」


「え、あ、ご、ごめんなさい……」


　流石に青年がムッとしてしまった様子になり、ユウさんはペコリと頭を下げた。……その間、私もずっと呆ぼう然ぜんとしっぱなしだった。もしかして、この人……。


「あのー……貴方あなたは、一体……」


　私は少し丁てい寧ねいに彼に訊たずねてみる。彼は、私の方に視線を向けた後「あ」と声を漏もらし、次の瞬間なぜかペコリと頭をさげた。


「ごめんっ！　なんかオレ、キミ達に偉えらそうに自じ己こ紹しよう介かいさせといて、自分ではまだ名乗ってなかったな。うわ、なんか、ホント、ごめん。そちらの方も」


「あ、いえ……」


「オレは、星ほし川かわ陽よう慈じ。都つ麦むぎ学園の三年だ。ええと蛍とは、小学生時代からの知り合いで……」


　都麦学園と言ったら……ここから二駅ほどの、割わりと近い学校だ。そんな場所に蛍の昔からの知り合いが居いるとは。いや、もしかしたらどうも彼は蛍の先せん輩ぱいにあたるみたいだから、蛍の方は知っていて、でも自分がこっちに来ていることを教えていなかった、という可か能のう性せいが高い。蛍なら、悪気は無くても、素すで面めん倒どうだからという理由で報ほう告こくを怠おこたりそうだ。


　彼、星川陽慈は、自己紹介の途と中ちゆうで……蛍のことに言げん及きゆうした段だん階かいでまたも少し詰つまってしまった。どうやら、なにか根の深いものがありそうである。しかも、なんだかこの人も霊れい視し能力があるみたいだ。ユウさんを幽ゆう霊れいと思っていないことから、蛍と同じく、霊体・人間の区別は無理みたいだけど……。って、ユウさんは今フワフワ浮いているんだから、それを幽霊だと気付かないのは、明らかに天然の部分もありそうだ。


　まあ、霊視能力自体は、確かに万ばん人にんにある能力じゃないけど、それほどまでに珍しいチカラというわけでもない。この人が霊視能力を持っていることに、深い理由とかはないだろう。蛍と知り合いだからとか、少なくともそういう要因は全く無いはずだ。ユウさんが幽霊だということは……言った方がいいのか凄すごく微び妙みよう。なんか、改めて言い出すのも変な気がするし。……と、とりあえず保ほ留りゆうしとこ。


　私はユウさんと顔を見合わせると、いよいよ本題を切り出してみることにした。


「あの……星川、さん？」


　一応自分より年上であることが判明したので、幾いく分ぶん丁寧な応対に切り替かえる。星川さんは「ん？」とこちらに顔を向けた。


「あの……蛍を恨うらんでいるっていうのは……その、一体どういうことですか？」


「！」


　私の質しつ問もんに、星川さんはサッと顔を背そむけた。そうして、額ひたいに手を当てて「あー」と何か悩なやむ様相を見せている。そんな彼に、ベンチの背後でフワフワしていたユウさんが、意を決したように声をかけた。


「な、なんか、恋こいがどうとか、言ってたよ……ね？」


　よほどそれが気になるのだろう。ユウさんが何ど処こかそわそわしながら訊たずねる。……正直、私もそれは凄く、凄ぉ～く気になっていたので、内心で「ユウさん、ナイス！」とガッツポーズをとっていたりした。……だって、ねぇ。


　星川さんはしばらく天を仰あおぎ見てから、ふっとニヒルに似に合あわない溜ため息いきを吐つくと、これまた全く似合わない「髪かみをかき上げる」（短たん髪ぱつなのに）という行こう為いをした後、「ひゅー」と確かく実じつに吹ふき慣なれていないのが丸分かりの口笛を吹いた。


「お、オレはナニモイッテナイヨー。オレは、友達に会いに来たダケダヨー。蛍に、会いたいナー」


「…………」


　辞書に「怪あやしい人」の典型例として載のせたいぐらいの見事な挙動不ふ審しんぶりだった。この挙動不審さで逆にいい人なのがありありと分かるほどの、挙動不審ぶり。流石さすが蛍の知り合い。一味違ちがう。私としてはもういっそなにか可哀かわい想そうな気がしてきたけど、ユウさんはしかし許ゆるさなかった。


「いいから、話しなさい！」


「ひぃっ。す、すいません」


　案外打たれ弱かった。星川さん。スポーティななりして、割とイジメられキャラっぽかった。……星川さん……なんだかどんどんイメージが劣れつ化かしていくよ……。


　彼は諦あきらめたように一息吐くと、ベンチから「よっ」と立ち上がった。私が見上げると、彼は頭をぽりぽりと搔かいた後、私達に向き直った。


「じゃあ、こうしよう。オレは、あんたらに蛍のとこに案内してもらう。代わりに、その道中、オレと蛍のその……なんだ、昔の話、してやるよ。それじゃ、ダメか？」


　星川さんの問いに対し、私とユウさんは頷うなずきあった後、答えを同時に返した。


『ぜひ！』


　…………だって、その……うん、私も女の子だし。





　　　【interlude ─顔剝はぎ─】










　五人ほど殺してみた。実に愉ゆ快かいとしか言いようがなかった。


　一人目の顔は、うまく剝げずにズタズタにしてしまった。


　二人目の際さいは、鋭するどい刃は物もので皮だけをうまく剝いでみたが、爽そう快かいではなかった。


　三人目は実にうまくいった。肉もある程てい度ど一いつ緒しよに剝ぐのが、感かん触しよくとしても最善だ。


　四人目は生きたまま剝いでみた。口から出る音おん響きようが実に良かったが、面めん倒どうでもあった。


　五人目は最高だった。喉のどを潰つぶし、生きたまま、ある程度の肉と一緒に、顔を、顔を、顔を、その美しい顔を、顔を、剝はく奪だつする。剝奪する。剝いで、剝いで、剝ぐ。


　散々私を否ひ定ていした世界。私にはだから、奪うばい返す権けん利りがある。剝奪する権利がある。


　私には与あたえられなかった美しいものを。奪う権利がある。ここはそういう世界なのだから。私だけではなく、皆みな、そうしているのだから。私を否定する権利は、誰にも無い。


　醜しゆう悪あくなものを敬けい遠えんする愚おろか者ども。自分の美に自信を持つ愚ぐ劣れつな者ども。


　しかし、なんてことはない。一枚まい剝いでみれば、皆、醜悪な生き物ではないか。


　表面の皮一枚の評ひよう価か。それが美の評価。下らない、なんて下らない価か値ち観かんなのだろう。


　そんなもののために迫はく害がいされた我わが人生の、なんと惨みじめなことだろう。


　私には権利がある。誰がなんと言おうと。いや、権利などなくてもいい。


　することに変わりはないのだから。


　美しいものの皮を、顔を、残らずこそぎとってやる。


　六人目は今まで出会った中でも取り分け異い質しつな美の持ち主だ。


　今から楽しみでならない。


　今度はどうやって剝いでやろうか。


　


　あの美しい女子高校生の顔は、どうやって剝いでやろうか。





　　　第三章　災わざわい転じて福と成す、かもしれない










　結局バイトに出るハメになった。いや、もう先せん輩ぱいがそう言い出した時点で結末は決まっていたのだけれど。


　このバイトというのが実じつ際さい相当なクセモノで、しかも何の密みつ約やくが取り交かわされたのか、お金は僕ぼくを経けい由ゆすることなく先輩の懐ふところに収おさまり……ホント、タダ働きの気分。実じつ際さいやる気なんて出やしないが、しかしやる気とは別に「手を抜ぬくと後が怖こわい」という感情が代だい替たいとなって、それなりに僕は真ま面じ目めに働いた。……不本意も甚はなはだしいバイト内ない容ようだったし、イヤ過すぎて死にたくなる服ふく装そうに袖そでを通すのにも裏うら声ごえ接せつ待たいにも激しく抵てい抗こうは一いち応おうしたが、そこはあの先輩の決定事じ項こう。抵抗している時から既すでに諦あきらめているぐらいだったから、仕事に移うつったら僕はもう完全に割り切って業ぎよう務むをこなし始めた。


　要はとあるファミレスの広告的な役回りだ。客引き、と言えるのだが、しかし、ファミレスはファミレスでも、「可愛かわいい女の子ウェイトレスが売り」の、まあちょっと家族では入りたくないのにファミリーなレストランの広告。まあ別にそこまで夜のいかがわしい空気のものじゃなくて、一応全国チェーンの、僕でもなんとなく知っているぐらいの知名度の店だ。例のメイドさんが出で迎むかえる店よりは幾いく分ぶん一いつ般ぱん的ではあるだろう。まあ、五十歩百歩だが。


　しかもこのバイト内容が、近くの広場に特とく設せつされた場所で人ひと混ごみに向かって単たん純じゆんに店が新しん装そうオープンしたことと、どこ出身のシェフがどういう産地から送られてきたどんな食材を使って料理していますとか、スタッフの行き届とどいたサービスとかを説明するもので……僕には実際かなり合わない類たぐいの仕事。こんな客引きを裏声＆営えい業ぎようスマイル＆不本意バイト服でやっていると、心の中で「死にてぇ」連れん呼こは凄い数に上のぼったが、途と中ちゆうでもうその呟つぶやきさえも疲つかれてしまった。まあ、ただこれは僕ともう一人のバイトで動いてやっていたので、僕はその彼女にメインをやってもらっていたのだけれど。


　驚おどろいたことに、この自分と組んだバイトの子……なんと、かなり少ないと言える僕の昔からの知り合いの一人だった。しかも田舎いなかでの知り合いだから、余よ計けいにここで会うのは、偶ぐう然ぜんにしては驚きよう異いすぎると言えるので……実際問題多分あの先輩の差し金の一いつ環かんなのだろう。訊きけば彼女もこのバイトは先輩から紹介されたらしいから、それはどうやら確かく実じつなようだ。彼女も同じ中学出身だから、僕の知らないところで先輩と顔見知りだったとしてもおかしくはない。先輩は意外と顔が広いから尚なお更さらだ。


　幼おさな馴な染じみ、というのはどの程てい度どの年ねん齢れいの知り合いの、どの程度の関係性の人間を指すのかは正直分からない。だからその表ひよう現げんはとりあえず避さけるけど、彼女は小学校一年のときからのクラスメイトで、家が近所だったことから、登下校、遊びなど割わりと一いつ緒しよに行動した、ある意味で貴き重ちような気心の知れた家族以外の人間の一人だった。


　だった、というのは、まあよくあることだが、小学校三、四年生になり男女の区分が出来てくると、自然にお互たがいあまり遊ばなくなってしまい、以い降こうずっとそんな状じよう態たいの相手だから。そういう意味で鈴りん音ねとは逆ぎやくパターンかもしれない。別にケンカしたわけでも、とりわけギクシャクしているわけでもないが、まあ幼い時ほど一緒に遊んだりはしない関係。他ほかで新たなコミュニティを作って楽しくやっている二人というのか。だから特に今まで連れん絡らくをとろうと思わなかったし、それは彼女とて同じことなのだろう。だから、お互いがこんな地元から遠く離れた同じ街に進学していることさえ知らなかった。


　しかし、再さい会かいしてからの会話は極きわめて和なごやかだった。地元から遠く離れた場所で期せずして近しい人と再会した時ほどテンションの上がることは、そうそうない。いくら死にたがりの僕だって、それは同じだ。しかもお互いかなり特とく殊しゆなバイト環かん境きようでの対面だったため、初しよっ端ぱなから二人とも笑ってしまうような再会だったのもあって、僕らは一気に友好的間あいだ柄がらに戻もどれた。このバイトで唯ゆい一いつありがたかったことと言えば、これだろう。


　野や暮ぼな話をすれば、数年見なかっただけなのに、彼女はとても綺き麗れいに成長しているように見受けられた。子こ供どもの頃ころとは違ちがって長く伸のびた髪かみ、反してあの頃から変わらずに透すき通った目、僕に対する変な遠えん慮りよとかの無い気持ちのいい喋しやべり方。女の子の成長というのが本当に男の数倍如によ実じつなのが思い知らされたと言っていい。自分は低い身長といい童顔といい未み熟じゆくな精せい神しんといい、あの頃から殆ほとんど変わっていない自覚があるので、少しだけ落ち込んだ。なぜ落ち込むのかはわからないけど……なんとなく、再会相手が立りつ派ぱになっていると、自分は少しだけ居い心ごこ地ち悪くなる。死にたがりなんて性せい質しつまで持ってしまっているだけに、尚更なにか変に後ろめたいものもあって、僕は彼女の前に限かぎっては意識的に「死にてぇ」を我が慢まんするぐらいだった。そんな飾かざった自分がまた少しイヤで、余よ計けいに気分悪くなるという悪あく循じゆん環かんに陥おちいりはしたものの、しかしそれを上回るぐらいには、やっぱり彼女との会話は楽しかったのも事実で。


「式見君は、今一人暮らし？」


　人通りが少なくなり、広告のしようがなくなった頃、彼女は一息吐つこうとばかりに広場のベンチに腰こし掛かけて、僕を手て招まねきしながらそんなことを訊いてきた。僕は彼女と少し距きよ離りをあけて座り、今まで居いたバイト場所の方を見ながら返事を返す。


「ああ。一応寮りようもあるんだけどね。強きよう制せいじゃないから。あんまり集しゆう団だん生活って得意な方じゃないしね……」


　とは言いつつ、そういえば何の因いん果がか今は思いっきり同どう居きよ生活しているなと思い、心の中で嘆たん息そくする。彼女はそんな僕の様子には気付かず、「あははー」と楽しそうに笑った。彼女の笑い方は、ちょっと演えん劇げきやアニメっぽい特とく徴ちようがある。語ご尾びが伸びる、というのか。初対面の人間は彼女が本当に心の底から笑っているのか訝いぶかしむ声だが、しかしその笑顔を見れば、それが心からのものであることはすぐに分かるだろう。その独どく特とくで柔やわらかい笑えみを浮うかべたまま、彼女は僕の顔を見る。


「確たしかに、似に合あわないよね、式見君に集団生活。『前倣ならえ』とかも似合わなかったもんねー、昔から」


「なんだそれ。僕だって別に一いつ匹ぴき狼おおかみ気取ったりまではしてないぞ、アヤ」


　僕は彼女……《アヤ》をムスっと睨にらみ付ける。アヤは胸むねの前で指を組んで、なにか思い出すように目を閉とじた。


「ん、そうなんだけどねー。昔から、ちょっと一人だけオトナな雰ふん囲い気きはあったよ。皆と遊んでいても、なんていうか、『合わせている』っていうのかな」


「なんかそれ……凄すごくイヤなマセガキじゃないか」


　自分のことながら、普通に不ふ快かい感かんを抱いだくぞ、それ。僕が顔をしかめていると、彼女はまた少し笑って「違ちがう違う」と手を振った。


「変にマセてたりっていうんじゃなくて……。本当に、ちゃんと『合わせている』の。楽しんでいるようには、見えるんだよ」


「じゃあ、合わせているんじゃなくて、心底楽しんでいるのと見分けつかないじゃないか、傍はたからは」


　実際は、本当は彼女の言う通り少し周囲のノリに合わせたりするところのある子供だった。でも、そういうのが他人に……自分と同年代の子にバレているとは、思いもしなかった。彼女はちょっと俯うつむいて、なぜか小声で呟つぶやく。


「……いっつも目で追ってたから……ね」


「え？」


「…………」


「…………」


　一瞬の妙みような沈ちん黙もく。アヤと目がバッチリと合ってしまい、なぜか凄く気き恥はずかしくなって、思わず視線を他ほかに向ける。……そういえば、以前もなにかこんな、不思議な気持ちを体験したことがあったような……。──と、


「あ、人来たよ！　仕事仕事！」


　僕と同様に視線を逸そらしていた彼女が、唐とう突とつに立ち上がって声をあげた。


「あ、うん」


　結局彼女が小さく呟いた言葉は、その日は分からなかった。分からなかったけど、正直別にそんなことはどうでも良かった。それぐらいに、久ひさしぶりに彼女との会話は心の底から楽しかった。……不思議と、運動をしたわけでもないのに鼓こ動どうが早くなっている自分も、確かに、いた。


　


「おつかれさまー。式見君」


「……本気でお疲つかれ、アヤ」


「あははー」


　数時間懸けん命めいに働き、ようやく本日のバイトが終しゆう了りようした。……これほど心から、真の意味で「お疲れ様」だったのは久しぶりだ。体のぐったり具合もさることながら、精せい神しん的てき消しよう耗もうが激はげしい。ＭＰゼロ。そんな感じ。大声、しかも裏うら声ごえ出すっていうのは、地味に案外疲れる。人に愛あい想そ振りまくというのも、僕みたいな人間にしてみればかなりの苦行だった。これをあと数日繰くり返さなきゃいけないなんて……明らかに割に合っていない。一体、あの先輩は何円のランチを食べる気なんだ。


　片かたや昔から対人態たい度どが極きわめてよいアヤはといえば、まだまだ顔が活いき活きしていた。まあ、僕のような人間と友好関係を築きずけている時点で、彼女の度ど量りようの大きさは推おし量はかれるだろう。僕みたいなのにまで苦もなく合わせられるぐらいだから、どうやら彼女にとってこういう仕事は合っているみたいだ。喩たとえるなら、海に対して彼女がマーメイドで僕が淡たん水すい魚ぎよだったような状態。まだまだ元気な彼女と、居るだけでどんどんＨＰの減へる僕。……よくもまあこんな二人が友好関係を築けているものだ。


　そそくさと店内に戻もどり、ようやく屈くつ辱じよく的バイト衣い装しようを更こう衣い室しつ代わりの事じ務む室で脱ぬぐ。このファミレスは前ぜん述じゆつした通り「可愛かわいい女の子」が売りの店なので、当然店員は女性ばかり。よってまともな男性更衣室はないため、僕は事務室で服を着き替がえている。……実際、男なんていうのは別にどこでも服を着替えられる生物だ。だから、特に不満はなかった。


　バイト衣装一式をロッカーにしまい、一息吐つく。……今回は制服で直ちよく接せつ拉ら致ちられて来てしまったが、次回からはちゃんと私服に着替えてから来ないと、いくら緩ゆるい現あら守かみ高校といえど問題になりそうだ。僕はその面めん倒どうさに更に溜ため息いきを吐いてから、休きゆう憩けいをすることもなく足を踏ふみ出した。とりあえず誰も今は事務室にいなかったものの、そもそも店内のバイトではないのと、初日なのもあってどうも場の居心地は悪かったので、僕は制服を整えて鞄かばんを持つと、さっさとそこを出た。恥はずかしい衣装から大人しい制服への外見変化が異い様ように激しかったせいか、事務室に入る際さいと出る際の違ちがいで、まるでマジックショーを目もく撃げきしたかのような店員の反はん応のうを見られたのだけが、唯ゆい一いつ少し楽しかったが。ユウの言う通り、僕は変装の名人になれそうだ。精神面からして、今のどデよーフんオモールドトは、作られたキャラも相まったバイトモードとは天と地の差なのだろう。


　店を出て、すっかり薄うす暗ぐらくなってしまった街まち並なみと、どうにかうっすら雲の認にん識しきできる空を見上げて、一つ嘆息。先輩が迎むかえに来てくれているかとも少し思ったが、勿もち論ろんあの先輩にそういった思いやりはあるはずもなく、僕を待ってくれている人間は居なかった。さあ帰ろうと足を踏み出しかけ……ふと、やはり留とどまる。そのまま、店の入り口脇わきでお客さんの迷惑にならない位置に立ち、しばし時間を潰つぶした。少しして、アヤがタタっと出てくる。彼女は僕を見つけると、驚いたように目を真ん丸くさせた。


「あれぇ、式見君？　どうしたの？」


「待ってた」


　簡かん潔けつにそれだけ答えた。すると、余計にアヤの表情が困こん惑わくに彩いろどられる。


「え、式見君が？　私を？　うわぁ……なんか」


「それ以上言わない。自分でもすっげぇ似合わないの分かってるから」


　ぷいっとそっぽを向いて頰ほおを搔かく。……自分でも変な行動だと思うから、返す言葉がなかった。アヤはいつもの「あははー」という笑えみを浮かべると、僕の前にぴょんと出てきて、顔を覗のぞきこんできた。
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「ううん、ありがとね、式見君。うん、最上級に嬉うれしいよ」


「……そりゃ、どういたしまして」


「うーん、式見君はやっぱり面おも白しろいなぁ。クールっぽいのにクールになりきれないあたりが、式見君の式見君たる所以ゆえんだよねぇ」


「……誉ほめられているよりかは、けなされているように聴きこえるな」


「うん、けなしてるもん」


「…………」


　……アヤは案外悪女に育っていました。ショック。


「うそうそ、誉めてるよぅ、式見君！　大絶ぜつ賛さん！　超ちよう極ごく上じよう級大絶賛！」


「おかしいな。大絶賛の言葉を聞いた覚えがないぞ」


「それは式見君の耳か記き憶おく領りよう域いきの異常だよ、確実に」


「…………」


　やっぱりアヤは悪女に育ってました。……ああ、僕に絡からんでくる女の子の時点で、まあ普通でないことは確定していたのだが。それでも、最近の身近な女子メンバー（巫み女こ・幽ゆう霊れい・帰き宅たく部ぶ部長）よりかなり一いつ般ぱん的部類なことは確かだ。それで良しとしておこう。


「アヤも駅までは一緒だよな？」


「うん」


「じゃ、そこまでは一緒に帰ろう」


「あれー、家までは送ってくれないの？　女の子の夜の一人歩きは物ぶつ騒そうだよーってキザに決められたら、私、今、式見君を家にあげちゃわない自信ないなぁ」


　誘さそうようにウィンクするアヤ。僕は嘆息して、仏ぶつ頂ちよう面づらで呟つぶやいた。


「女の子の夜の一人歩きは物騒だよ。だから、道中気をつけてね。……交通費とお小こ遣づかいくれるなら、送るけど」


「……式見君は、やっぱり式見君だね」


「誉め言葉として受け取っておこう」


「私確実にけなしたんですけどぉ、今」


　そんな、どこか昔の関係を思い出すやりとりを交かわした後、僕らは二人で駅まで歩きだした。──と、その途中、アヤは制せい服ふくのポケットをごそごそとやり始めた。そうして、何かを見つけたのか、急にニパっと幼おさない頃ころそのままの笑顔を浮かべる。


「式見君、式見君」


「ど、どうしたの？」


　その様子がなんかあまりに幸せそうだったので、何事かと首を傾かしげる。アヤはこの世の幸せを全て手に入れたような満面の笑みを浮かべると、ポケットから「てやっ」と僕の前にその中身を掲かかげた！


「じゃーん！　レモン飴あめぇー！　きゃー、やったね！　ラッキーだね！　二個こだけあまってたよぉ、式見君！　もう全部食べちゃったと思ってたのにー。しかも二個、二個だよ、式見君。丁ちよう度ど二個だよっ。神様に感かん謝しやだよー」


　アヤはそう言うと、僕にその黄色い包み紙のうちの一個を手て渡わたしてくる。……そういえば、アヤは小学生の頃もレモン飴好きだったな。まさか、こんなとこまで変わっていないとは。いや、嗜し好こうの話じゃなくて、高校生にもなって、飴数個でここまで心底笑顔を浮かべられるその精せい神しんは、本当に、なんか奇き跡せき的な気がした。そして、そんなアヤの笑顔は、今もやっぱり周囲の人まで……僕まで幸せな気分にさせる。僕は折角なので貰もらったレモン飴を口に含ふくんだ。アヤが「美お味いしい？　美味しい？」と、自分の分も食べずに訊いて来る。


「美う味まい。少なくとも冷れい凍とうイクラよりは確実に美味い」


「あははー。相変わらず式見君は意味わかんなーい」


　アヤは僕の答えに、やっぱり凄く幸せそうに微ほほ笑えむ。彼女はそうして、それから自分のレモン飴を食べようと包み紙に手をかけた。──と、しかし、そこでなぜかふと止まって……ちょっと考え込む。そうして、なぜかまた笑顔になると、僕に向かって「ごめんっ」と言って来た。


「ちょっと待っててね。すぐ戻もどるから！」


「へ？」


　僕の疑ぎ問もん虚むなしく、アヤはなぜか来た道を戻っていく。……無意味に視し力りよくだけいい僕は、タターっと駆かけて行くアヤをしばし見守り……彼女が遥はるか後方の広場で、母親の迎むかえか何かを待っている風の子こ供どもの前まで行ったところで、「ああ、なるほど」と、思わず久ひさ々びさに頰ほおを本ほん格かく的に緩ゆるめて呟つぶやいてしまった。……まったく。変わらないにもほどがあるな。


　アヤはタターっとまたこちらに帰ってくると、「ごめんねー」と、物凄い笑顔で言ってくる。僕は分かっていながら「どうしたの？」と訊いてみる。アヤは当たり前のように噓うそをついた。


「忘わすれ物ー」


「そか」


「うん」


　僕はそれ以上は特に何も訊かず、彼女と共に再び駅に向かって歩き始めた。彼女の手から大好物のはずの飴玉がなくなっているのは、勿もち論ろん分かっていたのだけれど。


　アヤはやっぱり終始笑顔の楽しいヤツで、その本質は今でも全く変わっていなかった。誰にでも、どんな時も、優やさしく、明るい女の子。あ、まあ、小学生ぐらいの頃は内うち弁べん慶けいというか、ある程てい度ど親しくならないと引っ込み思案で外見上は凄く大人しい子でもあったのだけれど。だからしばらくは僕が一番仲良かったわけだし。でも成長するにつれてそういう壁かべもとっぱらわれ……なんていうか「真まっ直すぐいい方向に成長した人」の典型例だった。作ったキャラクターじゃなくて、それが……その優しさがそもそもちゃんと本質である子。作さく為い的な好意とかそういうものが嫌きらいな僕でも友人になれた存そん在ざい。


　勿論外見や精神はちゃんと変化しているのだけれど、根っこの部分が全然ぶれていなくて……それが、僕はなぜか凄く嬉うれしかった。……自分が子供の心のままなのに、周囲の人間がどんどん変わっていってしまうのを、見ていたからかもしれない。成長するにつれ、友達が少しずつ黒くなっていくのを、何度もこの目で見ていたからかもしれない。アヤの変わらない輝かがやきが、僕にはたまらなく嬉しく、そして、眩まぶしかった。


　思えば、アヤは昔から人に慕したわれ、そして「モテる」女の子だった。親交が少なくなってからも、そういったことはよく耳に入ってきた。他の学校の生徒や、学年の違う生徒からも告白を受けるぐらいだから、そのレベルは相当なものなのだろう。ただ、彼女の魅み力りよくはその外見も勿論だけど、多分、そういう理由だけで彼女を好きになる人間は少なかったと思う。外見なんか些さ末まつなことに思えてしまうほど、彼女は人間性自体が魅力的な人だった。外見なんかより中身が全すべて、とまで僕は達観出来る人間ではないけど、それでも彼女に関してはやっぱりその内面にこそ魅力の本質があるとは、なんの偽いつわりもなく素す直なおにそう思う。


　そういえば、中学に入っても何度もアヤが告白されたという噂うわさは耳に入ってきた。そう、何度も、だ。それは、でも逆に、よく考えるとアヤが特定の相手を持たなかったということでもある。僕は歩きながら、「そういえば」と彼女に声をかけた。アヤは「ん？」と顔だけこちらに向ける。


「アヤは、今誰かと付き合ったりしてないの？」


「うわ、意外に式見君、直球だね。赤面、赤面」


　アヤはどうもそんなジョークっぽいノリで呟つぶやきながらも実じつ際さい本気で照れているらしく、顔をかなり赤くしていた。僕は慌あわててフォローする。


「あ、いや、ごめん、変な意味じゃないんだ。ほら、昔からアヤ、モテただろう？　それは、やっぱりこっちに来たところで変わらないんだろうなって、ふと思ったりしたもんだから。こういう愛あい想そと外見が超ちよう重要なバイトにも大抜ばつ擢てきされるぐらいだしね」


　ちなみに、よりによってこのバイトに僕という人選は、あの先輩の差し金なので、イヤガラセ八割、友人との再さい会かいで動どう揺ようさせてやろうというイタズラ心二割なのだろう。


「ん～。……まあ、謙けん遜そんはしないけど。告白は確かに昔なぜか一いつ杯ぱいされたしね。でも……まあ、こっちに引っ越してからはリセットされたし、それほどでもないかなぁ。うん、まあ……何回か告白は、やっぱりされたけどねー」


「アヤは受けないのか、それ。昔から断ことわりまくってたよな、告白。恋こい心ごころキラー」


「人聞き悪いなぁ。……まあ、ね。う～ん……いや、別に特にポリシィがあるわけじゃないんだよ？　でもねぇ……うん、なんか、私にはまだ早いかなって」


「早いって……。高校二年って、まさに青春真っ盛さかりの時期に、まだ早いって？」


「うん。他人は関係ないんだよ。これは、自分の問題。……なんでかな。多分、私、子供の頃から全然成長してないんだろうねー、心が。だから、なんていうかその……異い性せいと深い関係になるっていうのがイマイチ、ピンとこない感があって。恋こい……っていうのが、根本的に分かってないんだよ、私。勿論、友達として人を好きになることはあるよ？　でも、未いまだに『異性として』他ひ人とを好きになるっていうのが、ちょっと分かんないんだよね……」


「ふーん……」


　それは実際僕の中にも少しある感覚だから、彼女の言葉はよく分かった。僕も……恋というのが、未だにどういうものなのかをきちんと知らない。だから、異性を好きになるっていうことが、なんとなく実感できない。ホントの恋をしたら……僕の「死にたがり」も、自然と解かい消しようされるのだろうか。生きたいと思えるのだろうか。僕がぼんやりとそんなことを考えていると、彼女は、ぽつりと何か小さく呟いた。


「……最初の不思議な気持ちを、結局ハッキリさせないまま今まで生きて来ちゃったからかな……」


「ん？」


「ん、別に。なんでもないよー。恋って難むずかしいねって」


「そうだな。同感。分からない人には本当に分からないからな……こればっかりは。いくら他人に説明されても、実感しないと意味ないこと、だよな」


「だね」


　僕らはその後なぜか少し無言になり……しかし居い心ごこ地ちの悪い沈ちん黙もくではない時間を過すごし、駅で「また明日」と別れた。アヤは意外にも近きん隣りんの都つ麦むぎ学園に通う生徒で、訊けば家も案外近かった。バイトでの交流がなくなっても、会おうと思えば結けつ構こういつでも会えるということだ。逆方向の路線のため、僕らは駅の入り口で別れて、僕は少し構内の本屋をぶらついてから、改めて今夜の夕食の献こん立だてを考えつつ帰き宅たくした。ガラにもなく、気付くとなぜか口笛を吹ふいていた。


　


「ただいまー……と、おわっ！」


　すっかり暗くなった自分の部屋に入ると、暗くら闇やみの中に白しろ装しよう束ぞくの女の幽ゆう霊れいがどよ～と佇たたずんでいる映えい像ぞうが視界に入った。流石さすがにビビッて背せ中なかを閉しまりきってないドアにぶつけ、危あやうく廊ろう下かに倒たおれ込みそうになるのを踏ふみとどまるも、ドアノブに背中が当たりむしろ余よ計けいに痛いたかったりで──つまり、混こん乱らん。パニック。アヤとの邂かい逅こうの余よ韻いん、一いつ瞬しゆんで消失。


「おかえりなさい……」


「うわぁー！　すいません！　なんか知りませんが、とりあえず成じよう仏ぶつして下さい！」


「おかえり……ケイ」


「名前までわれてるっ！　……て、あれ、ユウ？」


　コクンと頷うなずく白装束の女幽霊。改めて玄関に戻って電気を点つけてみると、そこには確かに白装束の幽霊は居たが、しかし見知った顔でもあった。というか同居人だ。


「ユウ……な、なにしてんの？」


「……死んでる」


「うわ、シュールな答え。……えと。なんか、ユウらしくないぞ、色々」


「……はふぅ」


　幽霊、溜ため息いきを吐つくの図。帰宅早々凄くシュールな展てん開かいだった。これならいっそ「ケイー！　おっかえりぃ！」で抱だきつかれる例の定例展開の方がまだ良かった。ジャブ、フック、アッパーの連続の日にち常じようから、唐突に《破は壊かい光線》出された印象。想定の範はん囲い外がい。





[image: ]


　僕は部屋の中央でなぜか座ざ布ぶ団とんの上に肩かた落として座すわる白装しよう束ぞくユウから距きよ離りをとりつつ、鞄かばんを置いて、そしてどうにも退たい室しつしてくれる気配がないので、仕方なく部屋着への着替えをユニットバスで済すませてから、改めて部屋に戻もどる。


「…………」


　な、なんでこの家の家主である僕が気を遣つかっているのだろうか。テーブルを挟はさんで彼女の対面に座ってみるものの、雰ふん囲い気き的になぜか正座。しかもテレビもつけ辛づらい空気なため、完全な静せい寂じやくが空間を満たす。うぅ……なに、この、浮気がバレた同どう棲せいカップルみたいな空気。こちらとしては理由が全く分からないから、余計にやり辛い。


　そもそもなんでユウは今いま更さらこんな「いかにも」な幽霊服装なんだ。それほどまでに気分が下か降こうしていることの顕あらわれということか？　髪かみもバサーと下に流れていて、本気で普通の幽霊だ。いつものユウはユウで迷めい惑わくだが、こうなったらこうなったで余計に迷惑だ。


　……鈴音にお祓はらいでも依い頼らいしようかな。


「ケイ……」


「は、はい！」


　お祓いを考えている時に声をかけられたので、驚いて背せ筋すじをピンと伸のばす。ユウは元気ないままで、僕に声をかけてきた。


「ケイってさ……意外と恋れん愛あい経けい験けん豊ほう富ふだったんだね」


「はい！　……はい？」


　とりあえずいい返事をしてみたものの、しかし内ない容ようがよく考えると全く意味分からなかったので、首を傾かしげる。ユウは唐とう突とつに顔をあげて、キッとこちらを睨にらみ付けた。……うん、これはこれで、怖こわい。


「とぼけないで！　ネタは上がってんだよ！」


　実体化しているのをいいことに、ダン、とテーブルの上に、装束の裾すそをたくしあげて足をのっける。なぜに刑けい事じ口調。そして、フツーに行ぎよう儀ぎが悪い。女の子としてどころか人として致ち命めい的にマナーが悪い。


「いや、とぼけてるもなにも……」


「しゃらくせぇ！」


　しゃらくさいらしい。最近の女の子は、相手のターンを無視するのが主流ですか？


「おうおうおう！　ケイさんよぉ！　うぶな顔してすけこまし三ざん昧まいたぁ、いい度ど胸きようだ！　ユウさまを謀たばかったその所業、タダで済すむとは思うておるめぇ！」


「……そろそろ夕飯の支し度たくしていいですか、お奉ぶ行ぎよう様」


　なんだかいつものアホらしい展開になってきたっぽいので、僕は嘆息して立ち上がり、エプロンを身につけ始める。ユウは物質化範囲から離れないように慌あわてて僕にてけてけとついてきて、更に続けた。


「無視？　無視たぁいただけねぇなぁ、ケイさんよぉ！　ああん？」


「キャラが刑事なんだかお奉行様なんだかチンピラなんだかよく分からんぞ、ユウ」


「べらぼうめい！　こちとら江え戸どっ子でい！」


「江戸っ子の名めい誉よまで傷きずつけるのはやめてくれ」


「おおっとぉ！　いつの間にか話が逸それてらぁ！　こいつぁ一本とられたぜい！」


「……主に話が逸れた原げん因いんはそちらにあると思うのだが……」


「というわけで」


「急に素すに戻もどるのもやめてくれ」


「ネタは上がってんだよぉ！　ケイさんよぉ！」


「無む限げんループの予感はもっとやめてくれ」


　僕は嘆息しながら、もう彼女をテキトーにあしらいつつ調理を開始することにした。とはいえ、時間も遅おそいので出来合いのものを炒いためたりするだけなのだが。


　ユウは僕の背はい後ごで一いつ瞬しゆん料理のいい匂においにしばし酔よいしれていたが、ハッと気付くと、再度背後でぎゃあぎゃあと騒ぎ始めた。当然無視のスタイルで、本日のおかず「ダッカルビセット（半はん額がく購こう入にゆう）」を炒める。


「ねえ、どういうことなの、ケイ！」


「お前の精せい神しん構こう造ぞうこそどういうことになっているんだ、一体」


　ジャー、ジャー、ジュー。フライパンゆすって、ジャー。


「ケイ、幼おさな馴な染じみの子との恋れん愛あい関係のことで、何か私に言い忘わすれていることがあるんじゃないの！」


「…………」


　炒め作業は続けつつ、少し沈ちん黙もくしてしまった。その沈黙はただ単に記き憶おくに検けん索さくかけている間のタイムラグだったのだが、ユウはどうも深い意味でとってしまったのか、「やっぱりぃ！」と両手で頭を押さえてなぜか唸うなっていた。


　僕は「幼馴染」「恋愛」のワード検索の結果、確かに一件すっごい記憶を見つけてしまったので、「あー」とこちらはこちらで少々唸る。


「……いや、まあ、その、なんだ……。確かに、ちょっとアレなことはあったけど……。なんだって、それをわざわざお前に報ほう告こくせにゃならんのだ」


「なんでって！　そんなの！」


「そんなの？」


「そんなの！　ええと……あれ？　えっと、その……。そう、同どう居きよしているんだから、隠かくし事はなしだよ！」


「同居と隠し事に関係はないだろう。同居してるからこそプライバシーは守られるべきとも言える。っていうか、別に同居人の過か去こなんて……特に殺人とか犯おかしてたりしない限かぎり、別にいいじゃないか。今回はしかも恋愛事……僕にとっては実際すげぇデリケートな件けんだぞ？　お前に言う義ぎ務むがあったとも思えないけど」


「……もういい！　ケイのバーカ！　味み噌そ汁しるかぶって焼け爛ただれて死んじゃえ！　そして悪あく霊りようになって永えい遠えんに現世を苦しみながら彷徨さまよっちゃえ！」


　何気にやたら残ざん酷こくな捨すてゼリフを吐いて、ユウは台所から居間の方へと戻って行ってしまった。なんだってんだ、一体。僕の過去のことで、どうしてアイツがあんなにピリピリしなきゃいけないんだ。しかも、幼馴染と恋愛の件と言えば……「アレ」しか確実に思い当たる出来事はないが、それだって特にユウに関係するようなこととは思えない。まあ、アイツがワケ分からないのはいつものことだけど……。


　僕はいつものことだと気にしないことにして、ダッカルビの調理を終え、湯を沸わかしてインスタント味噌汁を作った後は、朝炊たいた余あまりの御ご飯はんをチンして、冷れい蔵ぞう庫こから漬つけ物ものとお茶を取り出し、それらをテーブルに並ならべた。そうすると流石さすがにユウもダッカルビの香かおりの誘ゆう惑わくに負けたようで、自分にも御飯を要求してきた。仕方ないので、もう一膳ぜん分冷凍御飯をチンして茶ちや碗わんに盛もり、ユウの前に並べる。インスタント味噌汁ももう一つ作る。……ユウは元々別に食べなくてもいい性た質ちだったはずだが、先日の事件で大怪け我が（？）して以い降こう、なぜか食しよく欲よくがあるので、これに関しては僕ももう妥だ協きようして食事を提てい供きようしている。あの大怪我に関しては、僕は彼女に頭が上がらないから、これはもうホントに仕方ない。


「いただきます」


　僕はテーブル前に座すわると、きちんと一礼して食事を開始した。ユウも「……いただきます」と不ふ貞て腐くされながらも小さく言い、いつもより小さい一口でぱくぱくと御飯を食べ始めた。……生きるということの代だい名めい詞しみたいな「食事」を幽霊がするというのも、よく考えると凄い事態だ。まあ、生者の食事とは少し意味合いが違うのだけれど。ユウの食事は、物質化中こそ体内に蓄ちく積せきするのかもしれないが、解とけば同時に霊力に還かん元げんされるから……。まあ、「存続エネルギィへの変へん換かん」という意味では、やっぱり本質的に同じなのかな。そう考えると、生きていることと死んでいることの境きよう界かいって、僕の能のう力りよくで凄すごく曖あい昧まいになっている気もする。これでユウが他ほかの人間に見えたりした日には、幽ゆう霊れいと生物に何の違ちがいがあるのかさえ分からない。死にたがりの僕と、触さわれる幽霊に、一体どれほどの違いがあるというのか。


　食事していると流石にユウはユウなりに思うところあったのか、なにか、歩み寄よりでもするかのように、雑ざつ談だんをもちかけてくる。


「そういえばこの前ねー。産さん婦ふ人じん科か行った」


「…………」


　ゴメン、もう……、いや、ホント、ごめん。ツッコミ放ほう棄きしていいですか、今回。味噌汁吐き出さなかったとこだけ、評ひよう価かしてやって下さい。僕の内心の混こん乱らんおかまいなしに、ユウが続けてくる。


「折せつ角かく幽霊なんだし、普ふ段だんいけない場所の社会科見学してるんだー、最近」


「あ、そう」


　昼ドラびっくりのハードな展てん開かいにならずに良かった。本気で。


「でもねー、丁ちよう度どいい時期の妊にん婦ぷさんいなくて、出産シーン見れなかったのが残念」


「見るなよ。プライバシー侵しん害がいの中でも最上級じゃないか、それ」


「最近は立会い出産とかあるじゃん」


「他人に立ち会われてたまるか」


「いいのいいの。死んだ人には生命誕たん生じようを見る権利あるの」


「…………」


　なんかたまにユウって、本人分かっていないところで妙みように深いこと言うから怖こわい。


「でもでも、近日産まれそうなカップルはいたんだよ。産まれる時に見に行く予定」


「……ああ、僕以外に遂ついにこのプライバシー侵害幽霊の被ひ害がい者しやが……」


「楽しみだなー。命が誕生する瞬間」


「…………」


　……なんとなく、なんだけど。


「そりゃ楽しみだな」


「うん」


　いいんじゃないかって、思った。コイツは、今はこんな風に言っているけど……本当は、ふざけてなんていないんだって、思った。命の誕生を見る権利は……なかったとしても、でも、それなら、僕が与あたえてやってもいい。ありえないけど、もしそのカップルさんに怒おこられるなら、僕も一いつ緒しよに怒られてやろうと、ふと、思った。


　僕は何かしんみりしてしまった食事空気を打開しようと、珍めずらしく自分から話題を提てい供きようしてみることにする。


「そういえば、今日、バイトでさ」


「…………」


　心ここにあらずなユウ。しかし、それでも御飯をぱくぱくやっていることから、ちゃんと意い識しきはあるようだ。僕は続けた。


「偶ぐう然ぜんにも、その、幼おさな馴な染じみっていうのかな。昔からの知り合いの子に再さい会かいしたよ」


「！」


　ユウは一瞬なぜか味噌汁を吐き出しそうになったが、なんとか「美少女」の面めん目ぼくに懸かけてか、それは踏ふみとどまったようだ。しかしその衝しよう撃げきはやはり大きいようで、口の中のものをゴクリと飲み込んだ後、「今、なんて！」と物もの凄すごい勢いきおいでつっかかってくる。……あぁ、またなんか面倒なとこ突ついた予感。わかんねぇよ、最近の女の子。


「や、だから。単たん純じゆんに、偶然昔からの知り合いに再会したってだけの話で……」


「それ、女の子？　女の子なの？」


「うん、そうだけど？」


「！」


　今度は激しく立ち上がり「わー！」と叫さけぶユウ。遂ついには……


「マズイよ！　波は乱らんだよ！　波乱の予感だよ！　ラブ☆タイフーンだよ！　鈴音さんもまた溜ため息いき増ふえるよ！　っていうかなんかそれ以前に私のもやもやも凄いことになってきてるよ！　なにこれ！　あぅー！」


　……独ひとり言を大声で叫ぶ、超ちよう迷めい惑わく幽霊が降こう臨りんなさっていた。本格的にお祓はらい要よう請せいの時期にさしかかっている気がする。ポルターガイストよりタチが悪い。あー……死にてぇ。


「もう、一体なんなんだよ……」


「うぁー！　今日は眠ねむれそうにないよぉ！」


「…………」


　コイツが眠らないということは、イコールで自分の睡すい眠みん時間が無くなることも示し唆さしていたので、僕はバイトで疲つかれた体と精神を想おもいながら……大きく、溜め息を吐いた。その溜め息さえも、しかしユウの喧けん騒そうに虚むなしく搔かき消され夜の闇やみに消えていくのであった。





　　　【interlude ─ワイドショー報ほう告こく[image: ]─】










　件名：確たしかにホラー映えい画がっぽい


　from：カズミ


　


　やほ～。今回はメールにしてみたよ。ふふん、まいったか、ショーコ。これでぶつ切りはできまい。うふふ……私を怒おこらせたら怖いんだからね。そんなわけで、超ちよう長文メール送ってやるんだから！


　本題ね。多分ショーコはまた水み戸と黄こう門もん見ていただろうから知らないと思うけど、この前話したあの事件。《連続美女顔剝はぎ殺人事件》のこと。お、今ショーコが「それは解決したんでしょ」と言っているのが目に浮うかんだよ。凄すごい。エスパーデビューだよ、私。


　確かにこの前犯はん人にんは捕つかまったんだよ。本人否ひ定ていしているみたいだけど、実際、物ぶつ的てき証しよう拠こやら目もく撃げき証言やら全部きっちり揃そろっていて、その人が真犯人なのは絶対の事実らしいんだ。でもね……なんと、それなのに、また事件起きたんだよ！　しかも今度は結構この近所！　その地理的にも、まんま連続殺人の続きという感じだよ。


　あ、でも安心して。なんか、未み遂すいだったらしいんだ。今回も美人の人が襲おそわれて、気き絶ぜつさせられちゃったらしいんだけど……それで、その被ひ害がい者しやの人がふっと気付いたら、丁ちよう度ど刃は物ものを顔にあてがわれていたんだって！　今回はそこで被害者の人が、咄とつ嗟さに反撃して走って逃にげきって、大だい丈じよう夫ぶだったみたいだね。案外犯人も弱かったみたいだよ。この前捕まった人は体格いい男の人だったのにね……。


　なんなんだろうね、一体。最初は模も倣ほう犯はんだってワイドショーでも言っていたんだけど……どうも、犯行手口が酷こく似じしすぎているらしいんだよ。報ほう道どうされていない、細かな部位まで。だから、ただの模倣犯とも言えないらしいんだ。……怖いよね、なんか。なにがって、殺人犯もそうだけど、その、意味のわからなさっていうのかな。不可思議な悪意って……この前の《中に居いる》じゃないけど、なんか、対処のしようとかないし、怖いよね。


　よし、今回は言いたいこと全部書いてやったぞ！　まいったか！　うぅ、でも、親指痛いたいよ……。このメール書くのにも一時間以上かけちゃったよ……テスト近いのに。……って、あれ、こんなに長文のメールって、ショーコの携けい帯たい受信できたっけ……。





　　　第四章　厄やく日びの翌よく日じつもまた厄日










　翌日登校すると、そこではなぜか今度は鈴りん音ねにギロリと睨にらみ付けられた。……最近、鈴音が朝に機き嫌げん良かったためしがない。


「おはよう」


　一いち応おう声をかけてみる。鈴音は無機質にこちらに仏ぶつ頂ちよう面づらを向けた。


「……おはよ」


「…………」


　挨あい拶さつは返してくれたものの、反はん応のうは極きわめてドライ。……オーケー。こういう鈴音は最近慣なれてきている。大分パターンがあることが僕ぼくの研究によれば判はん明めいしてきているのだ。ふふ、僕もかなり「女の子の気持ち」という人類生せい誕たん以来の永えい遠えんのミステリを解とけるようになってきているあたり、オトナの階かい段だんを着実に上のぼっている気がする。成長って、素す晴ばらしい。目指せ英国紳しん士し。なるぜナイスミドル。


　さて、僕の統とう計けいによれば、鈴音の機嫌悪いパターンは大別して三つ。一つめにして最有力候こう補ほは「幽ゆう霊れいといえど女の子と同どう居きよなんて……やっぱり不ふ潔けつ」という、例のアレだ。これに関してはもう日にち常じよう茶さ飯はん事じと言っていい。二つめは、僕に全く関係ない要よう因いんのパターン。例えば神かん無な家関連で何かあった時だ。「はぁ……思うように修しゆう練れんが捗はかどらなくて」みたいな。そういえば以前、お姉さんがこっちに出てくるということで、やたらげんなりしていた事もあった。三つめのパターンは、単たん純じゆんに体調の問題。これがある意味一番厄やつ介かいだ。だって、こちらとしては対たい処しよ法がまるでない。触さわらぬ神……いや、触らぬ巫み女こに祟たたりなし（なんかセクハラ＆痴ち漢かん臭しゆうするワードだ）の精せい神しんで一日耐たえ忍しのぶしかないわけだ。


　さて、今日はどれだ。ここ最近の傾けい向こうとしては一番がベターだ。しかし……今いま更さら？　今更またそれで怒おこってここまでギスギスするとは思えない。不ふ快かいには思っているかもしれないが、しかしここまで如によ実じつな反応は一日目だけで充じゆう分ぶんなはずだ。じゃあ二番か三番か？　しかしそうなると、僕としては割とどうしようもない。僕が悪いことじゃないのなら、謝あやまったりしたところで何の解かい決けつにもならないからだ。ううむ……ここはとりあえず、探さぐりを入れてみるか。


「鈴音」


「……なによ」


　声かけただけで睨まれた。うん、確かく定てい。なんか、コイツ、《僕》に対して怒ど気き、或あるいは殺気に近いものを如実に送っている。……う、ううむ。な、なんだ？　なんか僕、鈴音にしたっけ？　昨日の帰き宅たく時は……割と友好的な会話をしていたはずだけど。会ったのもあれが最後だし、アレ以い降こうなにかあったということもないのに……。


　昨日のユウといい、今の鈴音といい……僕に直ちよく接せつ関係ないところで、しかし僕に関する何かがあったという推すい理りが成り立つんじゃなかろうか。でも……別に、彼女らに明かして、怒気を向けられるような過去はないと思うんだけどな。それに、そんな情報が一体どこからもたらされたというのか。地元から遠く離れたこの地には、先せん輩ぱいぐらいしか……いや、それと、昨日会ったアヤぐらいしか知り合いなんて居ないはずだ。アヤと彼女らに面めん識しきなんてないはずだから、情報が漏もれるとしたら先輩だが……。うん、あの人なら僕の過去捏ねつ造ぞうとかぐらい平気でやりそうではあるが、しかし、それをわざわざ昨日やるかというと微び妙みようだ。昨日は「僕をバイトに放ほうり込こむ」というイジメだけであの人は充分満足していると思うのだが。もし捏造やるにしても、他の日に分けて、じわじわと僕をいたぶり、そしてその成果を自分の目で直接見てニヤニヤする類たぐいの人だ、先輩は。それなら修しゆ羅ら場ばである今現げん在ざい、確実にここに居なければならない。陰いん湿しつだけど、正々堂々と陰湿な人なのだ、あの人は。自分がイヤガラセしていることを公言しながらイヤガラセする人なのだ。……ああ、よく考えるとなんかサイテーだなぁ、あの先輩。


　まあ、とにかく。こうなると、僕の思考も完全に手て詰づまりだ。これは……なにか、僕の知らないピースがあると見ていい。鈴音とユウにアドバンテージがある情報。ううむ……一体なんなんだ。これはいくら考えたところで分かるはずないので……よし、一か八か鈴音本人に直接訊たずねてみるか。


　僕は自分の席につくと、隣となりでなぜかこれみよがしな溜ため息を吐ついている鈴音を見つめ直す。……うぅ、なんかやっぱりいつもより殺気立っている。《清せい浄じよう》の代だい名めい詞しみたいな巫女が殺気を発していると、その邪じや悪あくな霊れい気きはいっそ堕だ天てん使しならぬ堕巫女と名づけたいほど禍まが々まがしい。そういえば昨日の夜、あれからユウがひとっ飛びして鈴音になにか報告に行ってたし……くそ、確実にユウのやつ、余よ計けいなこと鈴音に吹き込んだに違いない。アイツ、最近鈴音の式神みたいになってないか？　なんてイヤなタッグなんだ。


　汗あせをダラダラとかきつつ、恐おそる恐る堕巫女に声をかける。


「あの～。か、神無さん」


　なぜか知り合った頃のように名字で呼んでしまった。鈴音は凍こごえるような視線をこちらにユラリと向ける。……そこらの幽霊より怖こわい。


「なに、式しき見み君」


　名字で呼び返された。が、その関係たるや、今や出会った頃よりマイナスと言っていい。ああ、僕の平へい凡ぼんだけど充足した人間関係と日常さえ、最近壊こわれ気味だよ……。


「えと……。な、なんか、僕、迷惑とかかけたっけ、昨日今日あたりで」


「……別に」


　フッと息を吐き、僕を見下すように見る鈴音。……キャラが変わってます。


「あ、あの……も、もしよろしければ、その怒りの要因などをご教きよう授じゆいただきたく……。こ、今後の参考にさせて貰もらいますので」


「…………」


　僕の言葉に、鈴音はただただ冷たい視線を数秒僕に送った。……なに、この、《中に居る》戦以来の緊きん張ちよう感かん。下へ手たするとヤツ以上のドス黒い空気出しているぞ、堕だ巫女。


　彼女は《絶ぜつ対たい時間牢ろう獄ごく》とでも能力名付けたくなる数秒間で僕を苦しめた後、ゆっくりと、唇くちびるを動かした。


「蛍けい。経けい歴れき詐さ称しようは、犯はん罪ざいよ」


「……は？」


　経歴詐称？　僕が？　……いや、そんな覚えは記き憶おく検けん索さくを今いま更さらするまでもなく、ない。そもそもまだ就しゆう職しよく活かつ動どうしているわけでもなく、しかもそういうのに無む頓とん着ちやくな僕が、学歴とかを偽いつわることなんてあるはずがない。僕が首を傾かしげていると、鈴音はずいっと僕に顔を近付けてきた。


「……蛍。確か恋れん愛あい経験はないって、彼女居ない歴＝年ねん齢れいだって、公言してたわよね」


「え？　ま、まあ。別に公言とまではいかないけど……事実だよ、それは。現在も記録は更新中──」


「しゃらくさいわよ！」


「！」


　また「しゃらくさい」らしい。なんですか。これは今年の流行語か何かなんですか。僕が知らないだけなんですか。日本はそこまで末期だったんですか。


　僕が色んな意味で呆ぼう然ぜんとしていると、彼女は堕巫女から顔を《鬼おに巫女》に変化させて近付いてくる。……ラスボス、第二形けい態たい。第一形態より物理攻こう撃げき力りよくが高そうだ。こ、ここは穏おん便びんに済すまさないと。


「い、いや、だから。本当に、彼女なんて僕には出来たためしが──」


「幼おさな馴な染じみとのことで、言うことあるんじゃないの！　恋愛関係のことで！」


　鈴音が僕の言葉を聞かずに詰め寄ってくる。僕は瞬間、軽く目を逸そらした。……いや、その、それは少し図星だったから……。すると鈴音は一瞬でその反応の意味を解かい釈しやくしたらしく、鬼巫女表情を更に強めてくる。


「で、でも、それは──」


「幼馴染なんでしょう！　幼馴染の子との恋こいなんでしょう！」


「そ、そうなんだけど、でも、だから──」


「しかもその子と今は二人でバイトなんかしてイチャイチャしてるんでしょう！　あーいやらし！　再さい会かいによって盛もり上がる恋の炎ほのお……不ふ潔けつ！」


「だから、人の話を──」


　なんか勘かん違ちがいしているみたいなので僕が説得を試みようとするも……どうも「鬼」には人語が分からないのか、僕の言葉は少しも届とどかない。僕は嘆たん息そくして、もう諦あきらめることにした。勘違いされたままだけど……いいや。実じつ際さい真実は真実で、やっぱり言いたくないことには変わりない。これはこれでいいとも言えた。しかし……再会によって恋の炎燃もえ上がるのって、別に「不潔」ではない気がするが……。鈴音、そんなに潔けつ癖ぺき症しようだったのだろうか。ユウの件けんといい、こんなに怒るなんて。


「なあ、鈴音」


「ぐるるる……」


　堕巫女→鬼巫女→獣けもの巫女まで来ていた。もう倒たおせる気がしません。次の形態では羽とか生えるんじゃなかろうか。神巫女になるのじゃないだろうか。神巫女って……よく考えると凄すごい言葉だ。もうわけわからん。神に仕えているんだか、なんなんだか。


「鈴音……というか、鈴音であったモノよ。今までも何回か訊きいた気がするが……その、僕の恋愛事情とかで、なぜにお前はいつもそう過か剰じような反応を返す？」


「う……」


　獣巫女→モジモジ巫女という、意外な形態変化が起こった。おお、なんか分からないけど、多分ラスボスに対して有ゆう効こうなアイテムでも無む意い識しきに使用したのだろう。モジモジ巫女は、その名の通り凄くモジモジ……周囲の空間に「モジモジ」と描えがいてやりたいぐらいモジモジしながら、小さく、かすれるような声で呟つぶやいた。


「だ、だって……。それは、その……す、好き、好きな、」


「うん？　すきな？　スキナー？　誰？　スキナーさんの教え？」


「……うぅ。蛍の馬ば鹿か！　もう、ええと、ええと……ソロバンで体中ガラガラローリングされる悪あく夢むでも見ればいいのよ！」


　鈴音は妙みような捨すてゼリフを残すと、「もう話は受け付けません」という態度でぷいっと反対方向を向いて着席してしまった。……ユウとは違い、流石さすがに「死ね」系けいの捨てゼリフじゃないあたりが腐くさってもお人よしの鈴音だが、しかし、下手するとユウより精神構こう造ぞうを疑うたがう発想でもあった。最近、なんか鈴音も壊れてきたな……。コイツ、どちらかと言えばツッコミ担たん当とうだった気がするが。


　仕方ないので、あとはユウに訊いてみるしかないのだが……。アイツは今いつもの学校内巡じゆん回かいに行っている上、会っても昨日と同様で結局話してくれないだろう。となると──


「式見蛍、高校二年にして、人生で初めて《迷めい宮きゆう入いり》という言葉に遭そう遇ぐうするの巻まき」


　僕は一人外を見ながらぽつりと呟いた後、いつものように……しかしちょっと情感を込めて「死にてぇ」を呟いてみて、この件に見切りをつけることにした。……そして、ちょっと拗すねることにもした。……なんかさ。仲の良い友達二人が、その二人だけで秘ひ密みつ持っているのって……なんか、面おも白しろくない。嫉しつ妬とというやつだろうか。とにかく、なんか、不ふ快かい。なので、そっちがそういう気なら、僕は僕でユウと鈴音を放って、本気でバイトに集中してやろう。


　僕は気合を入れなおすと、そういうわけで、本日の授じゆ業ぎようは全部寝ねてやることにした。母さん。最近、真ま面じ目めだった式見君は、女性を囲ったりナイフを振り回したり授業に出なかったりとなかなかに不良気味でごめんなさい。そしておやすみ。


　


　休み時間に起き、鈴音とユウと視線のバトルを十分間続け、また寝て、またバトるというサイクルを繰くり返すこと数回。周囲のクラスメイトに何事かと思われつつも、僕と彼女らの仲は修しゆう復ふくせずじまいで、本日が終わった。……昔からだが、僕と鈴音は、ケンカすると結構ひきずる。お互たがい変にプライドある人間だから、中々相手に譲ゆずらないし、謝あやまるなんてホント滅めつ多たに無いことだ。僕も鈴音も、自分が間違っていると感じたら即そく謝るタイプではあるけれど、逆に自分に非ひがないと思うと、「とりあえず謝る」みたいなことが出来ない人間でもあり。いや、あの先輩みたいな特殊相手の場合は別としてだ。今回の場合、だって、僕が謝るなんて選せん択たく肢しはありえないじゃないか。僕は、そりゃ「死にたがり」に関しては迷めい惑わくかけているかもしれないけど、この件けんに関しては、絶対に謝ったりなんかしてやんない。明らかに非がないじゃないか。勝手に怒った末、その理由もちゃんと語らないなんて……僕だって怒る時は怒る。ムカツク時はムカツク。


　だから、結局今日の僕らの溝みぞは深まるばかりだった。当然、一緒に帰ろうなんていう発想が出てくるはずもない。ユウは僕についてこようか少し迷まよったようだが、結局鈴音に付き合ってかツーンとしていたので、僕は僕でムッとして、「ああそうですか」と、放ほうっておくことにした。実体化できないでそっちがいいんなら、別に僕はそれでいいさ。今日は久ひさ々びさに一人分の食事だけ作って、一人でメシくって、一人でテレビ見てやる。ああ、なんて素す晴ばらしいんだろう、本来の一人暮ぐらし。


「…………」


　……ん。あれ、なんだろう。楽しい映えい像ぞうのはずなのに……なんか、あんまり気分が高こう揚ようしないな？　むぅ……。ああ、もう、なんなんだよ！　僕が何したってんだよ！　理り不ふ尽じんだ……。……はぁ。最も早はや、死にたいという言葉さえ出てこない。


　僕達がそうして放課後教室で硬こう直ちよく状じよう態たいで居ると、不意に……というかいつものように、教室後方のドアから先せん輩ぱいが、まるで自分のクラスかのように堂々と、スタスタと、実に自然に、僕に向かって歩いてきた。僕は内心なぜかホッとして、先輩を出迎える。


「ほら、さっさと行くぞ後輩。今日もバイトだろう？　のんびりしている暇ひまはないぞ。私のためにきりきり働け」


「はいはい。分かりましたよ、女王様」


「はいは一回でいいぞ、下げ僕ぼく」


　……先輩と呼よんだら後輩と僕を呼ぶ彼女のこと、女王様と呼んだら王子とでも呼んでくれるのかと思ったが、結果は惨さん憺たんたるものだった。僕は溜ため息を一度吐つき……でも今回に限かぎっては助かったと思いながら、鞄かばんを持って席を立つ。鈴音とユウの、チラリという視し線せんを感じて、僕はそちらを向かないまま、先輩にだけ笑え顔がおを向ける。


「さあ、さっさといきましょう、先輩。『美人の先輩と一いつ緒しよに帰れて、器量のいい幼おさな馴な染じみとバイトできるなんて、楽しみでなりませんから』」


「お、おう？」


　鈴音とユウを意い識しきして、そんなことを言う。先輩はいつもと違ちがう僕の様子に首を傾かしげていた。対して巫み女こと幽ゆう霊れいは──


「…………」


　チラリと覗うかがっただけだが、どこか、悔くやしそうな顔をしていた。ふん、いい気味だ。そうだよ。こんなワケわかんないことで怒おこるヤツらなんて知ったことか。さっさとバイト行ってアヤと……うん、そうだ、アヤだ。アヤと楽しく話せばいいじゃないか。別に、ユウや鈴音とケンカしたからって、こんなに、寂せき寥りよう感に苛さいなまれなくたって、いいじゃないか。別に彼女らだけが友達じゃないだろ、式見蛍。そもそも僕は、一人で居ることが好きな人間だったはずだ。なにを……なにをこんなにも、モヤモヤとしてしまっているのだろう。


　僕は振ふり切るように頭かぶりを振ると、逆に先輩の手を引っ張って歩き出した。先輩は「え、え、え」と珍めずらしく戸と惑まどいまくりだったが、僕は、その様子も見ずに、ただ俯うつむいて、早足で歩いた。……早くアヤと楽しく話したかった。そうしないと、なにか、最近はなぜか少なくなっていた……口くち癖ぐせじゃない、本気での「死にてぇ」を口に出してしまいそうで……それが、なにか、今は怖こわかったんだ。


　


「後輩、どうした？　ケンカでもしたのか？」


　学校を出て駅への道を歩いていると、先輩が、疑ぎ問もん符ふの割わりには既すでに真相を完かん璧ぺきに見み抜ぬきながら尋たずねてきた。いつもながら、この人には隠かくし事をできる気がしない。僕は嘆息しつつ、先輩を見る。長い髪かみを風に揺ゆらし、相変わらず容よう姿しだけ見ればこれほど「可か憐れん」という言葉が似に合あう人を僕は知らないのに、しかしその表情からは「妖よう艶えん」とか「魅み惑わく的」とかじゃなくて「不ふ敵てき」とか「悪わる巧だくみ感満載」といった空気しか流れてこないのは……どうなんだ。将しよう来らいこの人がなにになるのかなんて、想像もできない。というか一秒先のこの人の行動さえ僕には予よ測そく不ふ能のうだから、まあ、ある意味「男をいつもドキドキさせる女性」と言えなくもない。そんなこと言い出したら、僕は常つねにドキドキしっぱなしだ。多分先輩に恋こいしているそんじょそこらの男性より、遥はるかにドキドキ度合だけは強く、長いだろう。主にマイナスの意味のドキドキだが。


　でも……そうだな。うん、先輩との関係も、これはこれで鈴音との関係とは別で、不思議なものがある。先輩が理不尽なこと言っても……確かに迷惑は迷惑なんだけど、それほど怒る気にはなれないんだよな。鈴音やユウが理不尽なこと言ったら途と端たんに僕はこんなに怒っているのに……不思議だ。僕にとって先輩って、一体どういう存そん在ざいなんだろう。自分でもよく分からない。分からないけど……でも、なんだかんだで、居てくれて、いつも僕は助かっている気もする。偶ぐう然ぜん、意図的、全部含ふくめて、先輩の存在は総そう合ごう的にはありがたいものと言えた。そういえば、バイトだって当初は凄く迷惑だったのに、今は楽しみにしているフシがあるし……。ホント、なんなんだか。


　僕は思わずそんなことをふと考え、ボンヤリと先輩を見つめてしまった。すると、先輩は「こ、後輩？」と、なぜか少し、また珍しくなにか動どう揺ようした様子で訊たずねてきた。僕が「はい？」と返すと、先輩はなぜか視線を逸そらして、いつもの自信満々雰ふん囲い気きを崩くずす。……なんだ、本気で珍しいな。どうしたんだろ。


「え～と……その、後輩」


「はい」


「いや……えと、な。べ、別にいいんだがな」


「はい？」


「いや、私は別に、その、気にもしていないというか……そう、全然、気にしてないんだ。それは、本当だ。本当だからな」


「先輩？」


「ええと……その、なんだ。……手、ずっと繫つないで帰るのか？」


「あ」


　気付くと、まだ先輩の手をがっちりと握にぎったままだった。先輩が気まずそうに再さい度ど視線を逸らす。僕は慌あわてて手を放した。


「あ、すいません」


　ペコッと一礼する。


「いや……。別にいいんだがな」


　僕がフツーに謝あやまると、先輩はなぜかいつもの先輩に戻って、サッと僕の前に出て歩き出してしまった。……なんだ？　別に、今いま更さら手をちょっと繫いでいたぐらいで……なんだってあんな動揺してたんだろ、先輩。


　しばし不可思議な気持ちを抱かかえながらも、先輩の少し後ろを歩く。……なんか、結局いつもこの位置取りだよな、先輩と歩くと。なんかこういうのって、如によ実じつに人間の関係性を表している気がする。ちなみに鈴音と歩く時は大体真横で、ユウは……うん、基き本ほんは少し背はい後ごだろうか。まあ、ユウの場合は後ろから抱だきついてきたりなんだりとあるので、パターンには当て嵌はめにくい。


「そういえば、先輩」


　僕は先輩が珍しく話題を振ってこないので、こちらから話しかけた。先輩は振り返らないで、「なんだ？」とだけ訊き返してくる。


「あれ絶ぜつ対たい狙ねらってたでしょ。バイト。偶然幼馴染に会うって、漫まん画がじゃないんだから」


「ああ、アレか。なんだ、バレてたのか。折角運命の再会っていうのを演えん出しゆつしてやったのに。素す直なおに月げつ九くよろしくの展てん開かいになっておけば良かったものを」


　先輩はそこまで言って、顔だけ振り返らせ、ニヤリと笑う。いつもの先輩だった。なぜかホッとして、僕もいつもの応おう対たいに戻もどる。


「もし気付かなくても、そんな展開にはなりませんよ。僕ですよ？　女の子と急速接せつ近きんなんて、あるもんじゃない」


「まあ、後輩がナンパ的なセンスを絶望的に持っていないのは知っているが」


　ほっとけ。


「しかし、彼女の方……アヤだったか。彼女の方が、あの性せい格かく良よさだろう？　ありえない話じゃなかったと思うがな。『自殺志し願がんの少年の冷え切った心を、天使のような幼馴染少女が、徐じよ々じよに変えていく……』。うん、いいシナリオだ」


「そんな展開狙ってたんですか？　っていうか、別に僕は、死にたがりですけど、冷え切ったつもりはないですよ」


「まあまあ。でも、仲良くはやっているみたいじゃないか。概おおむね私の策さく略りやくは成功していると言えなくもないんじゃないか？」


「……まぁ」


　僕はそっぽを向きながらも……否ひ定ていはしなかった。確たしかに、アヤと話すのは、正直楽しい。同どう郷きようの友人が出来たというそれだけで、充じゆう分ぶんにバイトの価か値ちは、たとえバイト代が入らなくても、僕にはあったとも言えた。


「それより、先輩、一体どうやってアヤのこと知ったんです？」


「ああ、いや、なに。意外だろうが、実は、私から声かけたわけじゃないんだ。たまたま、あの子に道を訊かれてな。で、案内がてらちょっと話していると、どうも同じ出身だったということで盛もり上がって……で、あとはまあ、成り行きでお前とあの子の交流も知ったわけだな」


「なるほど……と、じゃあ、アヤと先輩は知り合いだったわけではないんですか？」


　すっかり元からある程てい度ど顔見知りだったんだと思っていたが。アヤは顔広いし、先輩も妙みように顔広いしで、同じあの中学出身なら、お互たがい知っていておかしくないだろうに……。先輩は「ふむ」と顎あごに手を当てる。


「まあ、交友が広いとは言っても、他学年で、更にはあの子のタイプと私のタイプじゃ、つるむ系けい統とうが全く違いそうだからなぁ」


「ああ、なるほど」


　なんか凄すごい納なつ得とくできた。アヤが太陽のような吸きゆう引いん力をもつ人だとしたら、先輩はアンダーグラウンドな吸引力の人間だ。引き寄よせる人種は全く違うだろう。先輩に引き寄せられてしまっているあたり、僕もアンダーグラウンドだということに少し[image: ]へこむけど。


「後輩。お前、なにか今、とても失礼な思考をしていなかったか」


「滅めつ相そうも御ご座ざいません」


　僕が否定しても、先輩はしばしジッと睨にらんでいた。……完全に心の中覗のぞかれているなぁ、こりゃ。


　先輩はしばしそうしたあと、ふと、空を見上げて嘆たん息そくする。


「しかし、後輩にラブな展開がなかったのだけは、心残りだなぁ」


　先輩は本当に悔くやしそうにそんなことを言う。僕は嘆息した。


「確かに、それはなかなかの難なん題だいだと思いますよ、流石さすがの先輩でも」


「そうかもな」


　そう言った先輩の顔は、しかしなにかニヤリと笑えんでいる。……相変わらずわけが分からない。


「後輩とは、なんだか十年後も、結局こんな風に二人で歩いてしまっている気がする」


「……学生終わっても帰き宅たく部なんですね、僕……」


　げんなりした。


「光栄に思え、後輩」


「はいはい」


「美女先輩に付き従したがう人生も、なかなかにスリリングだと思うぞ」


「僕の人生にあまりスリルを持ち込まないで下さい」


「じゃ、私が甘あま～い待たい遇ぐうをしてやろうか？　ラブラブ新しん婚こんカップル真っ青のキャラで今後行こうか？　『ケイくぅん。あ～ん。おいしい？　いや～ん！』みたいな」


「…………」


　ちょっと考えて……もっとげんなりした。


「すいませんでした。スリルの方が良さそうです」


「……その反はん応のうは少し癪しやくだが……まあ、賢けん明めいな判はん断だんだな」


「ええ。先輩がエプロンして僕に手料理を披ひ露ろうしている姿すがたとか想そう像ぞうしたら、死にたがりが物凄い勢いきおいでぶり返しました。かなり危あぶなかったです。少々の苦く痛つうなら我が慢まんしてみようかとさえ少し思ってしまいました」


「…………」


　なぜか先輩に無言で首をしばし絞しめられた。なぜに？


　そんないつものやりとりを交かわしつつ、僕らは駅まで歩いた。駅につくと先輩はいつものように「じゃ」とだけ言って、実に鮮あざやかに、名残なごり惜おしそうな素そ振ぶりなんて一つも、お世辞にも見せず、淀よどみなく別路線のホームに向かって行ってしまった。はぁ。ココらへん鈴音とだと──


「──と」


　なんで僕はまた、鈴音のことを持ち出しているんだ。あんなやつ、知ったことか。


　僕は鈴音を思い出してなぜか少しモヤッとした気持ちをぶり返すと、いつも以上の仏ぶつ頂ちよう面づらで、バイト先駅への切きつ符ぷを購こう入にゆう（僕の定期区間と逆ぎやく方向のため）して、改札へと向かった。ふと、先輩が珍しくこちらを振り返っている気がしてそちらを見たが、そこにあったのはやっぱり先輩の後ろ姿だけだった。ふぅ……僕、なんか疲つかれているのかな。


　


「式見君、おはよー。っていうか、こんにちはー。むしろそろそろこんばんはー」


「どうも」


「あははー。『どうも』最強だねー」


　やはりアヤは初しよっ端ぱなから面おも白しろかった。会った途と端たんにもやもや気分を吹ふき飛ばしてくれるあたり、この女の子は本気でなんか凄いんじゃないかと、改めて感心する。そういう、なんて呼べばいいのか分からないけど、でも確実に貴き重ちような才さい能のうが、彼女にはあるのだろう。あれだ。アヤはやりそうにないけど、でも、ホステスとかそういうのやったら凄い売れっ子になりそうな気はする。接客業の才能はありまくりだ。この笑顔を見るため店に来る人が、大量にでるだろう。先輩と違って、アヤの将しよう来らいは、明るいビジョンとともにありありと想像できた。そんな「幸せ」のカタマリみたいな彼女を見ていると、でも、うらやんだりという気持ちじゃなくて、なんだか、こっちまで顔が緩ゆるんでしまう。単たん純じゆんに幸せのカタマリというだけなら……テレビに出ているどこか下品なセレブとか見ていても、感じられる。でも、その幸せが、見せ付けられているのではなくて、こちらにまで漏もれ出して来てくれているような……そんな、良りよう質しつな幸せの集合。それが、アヤという女の子だった。


　事実彼女は大富ふ豪ごうでもなんでもないが、でも、テレビに出ているどの大富豪よりも、僕には幸せに見える。トランプで「大富豪」をやらせたら、なんの策さく略りやくもなくても、「あははー」と世界でトップをとれるビジョンさえ浮うかぶ。「ナポレオン」のユウと勝負すると、面白いことに──って、また僕はなんでユウのことなんか引き合いに出しているんだ！　アイツらのことなんて、考えるな！　アヤと楽しく話していればいいじゃないか、式見蛍！　まったく……なんで自分に呆あきれなきゃいけないんだ。死に──、とと、アヤの前では、心の中でもこれは控ひかえよう。うん。……な、なんか、ゲップを飲み込んでしまったみたいな気持ち悪さがあるけど。


「式見君、大だい丈じよう夫ぶ？　なんか、元気ないよー？」


　用具を受け取り、店を出て広場に向かう途と中ちゆう、アヤが僕の顔を覗のぞき込みながらそんなことを言ってきた。僕としては本気でいつも通りに応対していたつもりだったのだけれど……


「そんなことないと思うけど？」


「ううん。絶対元気ないよぉ」


「体調は万ばん全ぜんだよ。別に風か邪ぜとかひいてないし」


「違うよ。そんなことより、もっと大変な元気の無さだよー。なんか、心に元気、ないよ？」


「っ」


　まさかそんなことを言われると思ってなくて、思わず足を止めてしまう。アヤは別にそれを特別なこととも思っていないのだろう。キョトンとしたまま、しかしやはり心配気な空気で、言葉をかけてくる。


「ただ休んでも治るものじゃないから、バイトするなとは言わないけど……。でもでも、私にできることあったら、ちゃんと言ってね。心の元気は、やっぱり、人からわけてもらうのが一番だよ」


「あ、う、うん」


　僕はなぜか頰ほおを熱くして、コクリと頷うなずいた。ふぅ……相変わらずサラリと偉い大だいなこと言う人だな。


「じゃ、今日も笑顔でいこっ。式見君知ってる？　顔が笑顔だと、心もつられて笑顔になる確かく率りつ一〇二パーセントなんだよっ」


「端は数すうが気になるんだけど……。なんか、副作用ありそうだよ、それ」


「いいのいいの。私の経けい験けん統とう計けいに基もとづく、立りつ派ぱなデータなんだから」


「凄い人生歩んでそうだね、アヤ」


「あははー。それはもう、ドラマにしたら二クール分ぐらい軽くいっちゃうよー」


「……そ、そうですか」


　確かに、アヤなら色んな事じ件けんとかに自分から首突つっ込こみまくっててもおかしくない気がする。僕は「でも、アヤが関かかわったんなら大たい概がいの事はハッピーエンドで終わっているんだろうな」なんて妄もう想そうして、一人で少し笑いつつ、バイトを開始した。ふと気付くと、顔がニヤけていて、それにつられて、確かにモヤモヤが消え去っていた。


「一〇二パーセントの確率は伊だ達てじゃないな……」


　それは、最近学んだことの中で、もしかしたら一番ためになったことなんじゃないかと、ふと、思った。


　僕がボンヤリしていると、アヤは、「最近もねー」と話を続けてくる。


「凄いんだよー。あれ、関わったよ、あれ。《美女連続顔剝はぎ殺人事件》」


「え？」


　そのあまりに非ひ常じよう識しきな話題に、一いつ瞬しゆん僕の表ひよう情じようが凍こおりついた。少なくとも、こんな軽いノリで出てくるワードではない。流石さすがにここまで来ると僕はすっかりジョークなのだと思ってしまい、「あはは……」と、乾かわいた笑いを返した。


「それは凄い凄い」


「あ、信じてない～？　ホントなんだよ？」


　アヤの目が存外真しん剣けんだったので……どうも、これはマジらしいと判はん断だんする。僕は戸と惑まどいに視線を揺ゆらした。


「え、そんな、え、どうして？　あ、ちょ、大丈夫だったのか！　怪け我がはない？」


　僕は今いま更さらながら慌あわててしまって、アヤの肩かたやら手にぺたぺたと触ふれた。途端、アヤは少し頰を赤くして「だ、大丈夫だよー」と慌てて離はなれる。僕も自分がとんでもなく恥はずかしい行こう為いをしたことに気付いて、「ごめんっ」と顔を赤くして少し離れる。


　少々の沈ちん黙もくの後、この空気を打開しようと、アヤが口を開く。


「あ、あのね。別に被ひ害がい者しやじゃないんだよー。あのね、通つう報ほうしたんだよ、通報。テレビで報道されてた写真に似にた人見かけて、で、折角だから尾び行こうしつつ警けい察さつに連れん絡らくとって、捕つかまえたの」


「…………」


　なんか、下へ手たすると余よ計けいに凄い関わり方だった。


「……め、めっちゃ核かく心しんに関わってるんだね……」


「そだねー」


　アヤは実に軽いノリで「あははー」とまた笑っていた。……ま、まさか、これがアヤにとって日にち常じよう茶さ飯はん事じなのだろうか。一体なんの主人公なんだ、この娘むすめは。それを「いつものこと」みたいなノリで済すませられる人間なんて、某ぼう祖そ父ふの名にかける探たん偵てい少年とかぐらいしか居いないだろう。確たしかに、ドラマ二クールは軽くいっちゃいそうだ。というか、下手するとそれじゃ間に合わない人生歩んでいるのではなかろうか。


　僕は少々笑顔をひきつらせつつ、どうにか唇くちびるを動かした。


「と、とにかく、何事もなくてなによりだよ……」


「あ、式見君、心配してくれてるー。さっきの行動といい、式見君、相変わらずだよねー」


「う……」


「優やさしすぎー、というか、お人よしー」


「…………」


　なんか、軽くけなされませんでした？　今。僕が嘆たん息そくしていると、アヤは、「式見君はなんかあったー？」と訊ねてきた。


「僕？　僕は、実に平へい凡ぼんな人生送っているよ。一冊さつの文庫本にさえ出来そうにないね」


「えー？　式見君なら、なんか壮そう絶ぜつなことになってそうな気がしたんだけどなー」


　どんな予感だ。


「そんな壮絶なことは経験してな──って、ああ。まあ、その。一件、一いち応おう人知れず事件解かい決けつはしたかな」


「え？　なにそれ」


「《連続自殺誘ゆう発はつ事件》の解決。もしくは、都市伝説の一つ削さく除じよ」


「ふぇ？」


　アヤはキョトンとしていた。当然だ。世間的には全くもって認にん知ちされていない事件解決したって、ピンとくるはずがない。……よく考えると、自殺志し願がん者しやが《連続自殺誘発事件》を解決したっていうのも、凄い皮肉じゃないか。僕が「なんでもないよ……」と呟つぶやき、色々な意味で溜め息を吐いていると、アヤはいつもの調子で「あははー」と笑いかけてきた。


「凄いねぇ、式見君は」


　アンタに言われたくないです。


「今後も、正せい義ぎのためにお勤つとめ頑がん張ばって下さい」


「…………」


　ビシッと敬けい礼れいされる。……なんか、僕、正義の味方に任にん命めいされてしまった。……除じよ霊れい戦隊《祓はらうんジャー》でも、鈴音と結成するか？　それとも、《仮か面めんライダー　ホタル》でもやろうか？　……はぁ。死に──く、我が慢まん。


　僕とアヤはその後も、そんな嚙かみあっているんだかいないんだかよく分からない世間話をしながら、むしろバイトを片かた手て間まにこなしていった。


　……しかし。神様は僕にそうそう幸福な時間を与あたえまくってくれるはずもなく。


「キミ達、二人でいたら全然バイトはかどってないみたいだね。特にキミ！　だから今日は二人、分かれて活動するように」


　油ゆ断だんしてアヤと広場で談だん笑しようしてしまっていると、店からわざわざ様子を見に来たらしい中年フリーター先せん輩ぱい氏に怒おこられてしまった。僕がポカンとしていると、しかしアヤはいつものように、


「あははー。怒られちゃったね。じゃ、式見君、かいさーん」


　と、なぜか怒られたというのに笑え顔がおで解散を宣せん告こくし……そそくさと解散。アイツ、世よ渡わたりうめぇなぁ……。そんなわけで、僕らは本日遂ついに、別々に店のＰＲ活動をするハメになった。淋さびしい。


　元々僕は殆ほとんどこの仕事のメインをアヤに任まかせっぱなしだったから……一人での、この仏ぶつ頂ちよう面づら野や郎ろうの活動はかなりしんどかった。まさに天国から地じ獄ごく。世の中、そうそうおいしいことばかりじゃないらしい。はぁ……。


「死にてぇ……」


　良かったことといえば、アヤと離れたおかげでこの呟きが存分に出来るという、喜んでいいのか微び妙みようなことだけだった。僕は気持ちをどうにか切り替かえて、作り笑いを文字通り「作る」と、裏うら声ごえで、そして人格さえ切り替える気持ちで、バイトをこなすことにした。


「新しん規きオープンしましたぁ～！　是ぜ非ひお立ち寄より下さ～い！」


　…………。


　……最初にお立ち寄り下さったのは、結果的に、長々となぜかしつこく絡からんできたチャラ男数人という、これまた惨みじめすぎる結果だった。ったく、男っていうのはどうしてこう……我われながら情なさけなくなってくる。


　次に声をかけられたのは……お水なお姉さま方。なぜか散々店に誘われた挙句、最終的には「妹になれ」やらなんやらとっても怪あやしい誘いをうけまくった。ま、まったく、女は女で……。


　更に次に声かけてきたのは、四、五歳さいの男の子。携けい帯たいゲームをしながら、一言、こちらも見ずに「迷まよった」とだけ言ってきた。……どうやら僕を迷まい子ごセンターの人員かなんかと勘かん違ちがいしているらしい。ちょっと無む視ししようかと思ったが、しかし「迷った」としつこいので、仕方なくバイトを中ちゆう断だん。一いつ緒しよに親をさがすハメに。結果としてこれには数十分かかり、親を見つけたのだが、親は親で子供を叱しかりまくってそのままのノリで去っていってしまい……子供は子供で最後まで携帯ゲームから目を離さず、「迷った」以外の言葉も言わず……そう、お礼の一言さえなく、帰っていく。親からの一礼もなく、帰っていく。…………。で、とぼとぼバイト場所に戻もどると、鬼おにの形相で待ち伏ぶせていた先輩から「持ち場を離れるな！」と大説教。…………。


「……なにこの、アヤ居いなくなった途と端たん襲おそい掛かかりまくる理り不ふ尽じん」


　改めてアヤが滅め茶ちや苦く茶ちや恋こいしくなってきた。世の中、確たしかに、通常はこんなもんだった。いいことをしても、なんのメリットもないことはザラだ。善ぜん行こうは巡めぐり巡って自分に返ってくると言うけれど……それも非常に怪しい。巡り巡らないで、直接的に返ってきてほしいし、そもそも、一体どれほどの期間巡り巡っているのか疑ぎ問もんだ。返ってくる頃ころには、僕はもうこの世に居ない可か能のう性せいだって大じゃないか。


　僕がげんなりしていると……また「どうしたの、キミー」と、なんの目的なんだか、新しいチャラ男に声をかけられる始末。僕、そんなに絡まれやすい顔してますか……。


　…………。


　アヤを思い出し、無理して、笑顔にしてみる僕だった。





　　　【鈴りん音ね[image: ]─彼に対する私の気持ち、彼の気持ち─】










「む～！」


　ユウさんが、顔を真っ赤にして怒おこっていた。ホント、真っ赤。生きている人間ではありえないぐらいに……そう、まるでアニメのように真っ赤にだ。幽ゆう霊れいというのは形けい態たい変化が容よう易いな存そん在ざいだから、場合によっては生きている人間よりもずっと表情の変化が顕けん著ちよだったりする。今のユウさんはと言えば……まあ、そういった考察するまでもなく、憤いきどおっているのは一目瞭りよう然ぜんだった。さっきからず～っと、むーむー唸うなっている。


「むぅ～！」


「…………」


　声にこそ出さないものの、私は私で、不ふ機き嫌げんなのはユウさんと一いつ緒しよだった。帰路を歩きながら、たまに手持ち鞄かばんの取っ手を強く握にぎり込む。反はん応のうは違ちがえど、私達の苛いら立だちの原げん因いんは、確実に同じだった。


「ケイのバカ～」


　先さき程ほどから何度言っているか分からない呪のろいのセリフを、またもユウさんが我慢できないように呟つぶやく。本当はそういうこと言うべきでないと分かっていても、感情を吐はき出したいという欲よつ求きゆうは、時に抑よく制せいしようがないのだろう。蛍ケイの「死にてぇ」にも言えることだと思う。逆ぎやくに変に我が慢まんすると、余よ計けいに鬱うつ積せきする気もするし。蛍はそういう意味で、適てき度どに口くち癖ぐせとして「死にてぇ」を吐き出して、精せい神しんバランスを保たもっているようにも思える。あの口癖を我慢してしまっていたら、もしかしたら彼はもうこの世にいなかったかもしれない。いや、まあ、肯こう定ていも勿もち論ろんできないけどね。


　私はと言えば……今まさに、気持ちを、鬱うつ積せきさせていた。ユウさんの手前、苛立ちを表に出す事も出来ないし。まあ、ユウさんが一いつ杯ぱい文もん句くを代だい弁べんしてくれているから、それでなんとか気持ちを抑おさえていられたけれど。……本当は、下へ手たすると、そのユウさん以上に、私の心の中はモヤモヤドロドロしていた。


　……だって。


　なによっ、恋れん愛あい経けい験けん皆かい無むとかいつも言っていたくせに！　過か去こに略りやく奪だつ愛あいしているんじゃないのよ！　まったく、もう！　更さらに今は幼おさな馴な染じみの女の子と一緒にバイト中だなんて……蛍がそんなに女たらしだったなんて！　そ、そりゃ、特定の彼女いないんだから、別に女の子と一緒に居てやましいことなんて何も無いけどさ……。で、でもでもっ！　な、なんか最低！　ダメ！　蛍は、なんか、その、ダメなの、そういうことしちゃ！


　私とユウさんは、凄すごいオーラを発散しながら街を歩く。ユウさんを視し認にんできない一いつ般ぱんの人々さえも、なぜか「うっ」とこちらを見て一歩引くぐらいだった。


「ケイ、一緒に生活していたのに、なんであの話してくれなかったのさ～！」


　ユウさんが激はげしく呻うめく。それには、私も同意して、コクリと頷うなずく。というか、そのショックは私の方が大きかった。高校入ってからずっと親しくしていると私は思っていたのに……よく考えると、蛍の過去って、私もユウさんも、殆ほとんど知らなかったことを……この前……星川さんに会って、思い知らされたから。そう、全ては、あの人の話が発はつ端たんだった──


　


「アイツも、昔は『死にたい』とか言うヤツじゃなかったんだよ」


　蛍の自宅へ案内する最中、星川さんは、恋愛関係の例の《本題》に入る前に、まるで出来るだけ外そと堀ぼりから埋うめて行こうとするように、額ひたいに汗あせをかきながらそんなことを話し始めた。……私とユウさんの空気が尋じん常じようじゃなかったからかもしれない。もしかしたら自身と、蛍の身になにか危き険けんを感じ始めていたのかもしれない。私とユウさんが相あい槌づちも返さずジッと彼を見つめていると、星川さんは「うぅ……」と少し呻うめいたのち、視線を逸そらして話を続けた。


「いや、正直オレは、今でもアイツの『死にたい』が奇き妙みように感じてならないね。高校入ってからのアイツがどういうカンジか知らないけど……。でも、神かん無なさんやユウさんも分からないか？　アイツ、基き本ほん、そんじょそこらの偽ぎ善ぜん野や郎ろうより遥はるかに優やさしくて『イイヤツ』だろう？　割わりとポジティブだし、自分で自分を恵めぐまれていると思っているみたいだし。……だから、どうにも、おかしいっていうか、違い和わ感あるんだよ。『死にたい』っていうの。その思想とか口癖だけが、なんか浮ういているんだ。昔っからそうなんだよ。たまに世の中理不尽なことだらけだから……的な理由も言うけど、でも、なんかそれも、どうも後付けの理由っぽい感、あるだろ？」


　星川さんは私達の望んだ話題とは裏うら腹はらに、そんなことを言ってきた。まあ、私達だってその意見には確かに同意できたため、私とユウさんは顔を見合わした後、コクリと頷く。星川さんは満足そうにニッコリと笑った。ユウさんは、そんな彼に、おずおずと口を開く。


「あの、ケイは、私には『生理的に死にたいっていう願望が湧わいてくる』って言ってた……よ？」


「うん？　ああ、そうだな。うん、多分だけど、それが真相ではあると思うよ、オレも。周囲に対する不満の類たぐいは、誰でも感じるものの延えん長ちようだろう？　それは、後付け理由の類だと思う。だから、蛍が死にたいっていうのは、本当に、多分蛍自身もどうしようもないところから湧いてきている動機が根こん源げんではあるんだろう。


　アイツさ……普ふ段だん、他ひ人とに心配かけたりするの、好よしとするヤツじゃないだろう？　それなのに『死にたい』という欲求だけは口に出してしまう……。それって、実は、物凄く苦しいことなんじゃないか。オレたちでも、『腹はら減へった』とか『眠ねむたい』とかわざわざ他人の前で口に出すときは、結けつ構こう我慢できない域いきっていう感じだろ？」


「……そうかも」


　ユウさんがコクリと頷く。それに対し、星川さんも頷いた。……そういえばこの人、ユウさんが幽霊だってさっき説明したのに、結局一つも態度変わってないな……。なんか、蛍の友達である理由が少し理解できた。


「アイツの場合、それが、生きている限かぎり常に満たされないで纏まとわりつづけるんだぜ？　生理的、って説明するあたり、本当にオレたちでいう空くう腹ふくとか、そういうレベルの欲求なんだろう、アイツにとって。その、自分でどうしようもない欲求を常に抱かかえて生きるって……実は、オレたちの想像を絶する苦行なんじゃないか。それを『死にたい』って口に出すことで、どうにかこうにか解かい消しようして生きてますって……オレには、そんな風に見えて仕方ない。……オレにはそれが気の毒で仕方なかった。


　そこには、なにか……オレが……いや、蛍自身さえも知らない、厄やつ介かいな要因が、なにかあるハズなんだ。……だからオレは、余計に、悔くやしい。アイツ、それさえなければ、絶対にもっとちゃんと幸せになれるヤツだって……ハズレクジばっかり引かなくて済すむヤツだって、思うのに──って、ああ、ゴメン、話逸れまくったな。いや、そんなこと言いつつ、アイツが目の前で『死にたい』とか言うと、オレは頭を小こ突づいたりして思わず怒っちゃうんだけど。ああ、だから連れん絡らくくれなかったのかな、アイツ」


　星川さんは苦く笑しようしてそんなことを言う。


「いえ……」


　私は答えて、少し俯うつむいた。……なんとなく、だけど。この人は、私なんかより、ずっと蛍のことを考えているように思えたから……。だから、私の蛍に対する気持ちが、凄すごくうすっぺらく感じられてしまって……なんだか、少し、落ち込んだ。私は……蛍の死にたがりのちゃんとした動機なんて、改めて、こんな風に考えていなかったように思う。単たん純じゆんに「そういうこと言っちゃダメでしょ！」って……要因とかに微み塵じんも目を向けないで、自殺志し願がんはいけないことだっていう価か値ち観かんだけで、彼に接せつしていた気がする。あやふやな要因だから、彼が苦しんでいるなんて考えもしないで、ただただ、否ひ定てい。いや、蛍自身がそう仕向けているフシもあるんだけど。他人に説明することをもう既すでに放ほう棄きしている人だから……。でも……。


　ユウさんも私と似にた心しん境きようだったのだろう。少ししょぼんとしてしまっていた。星川さんはその空気を察したように、「あー」と声をあげる。


「そう、まあ、オレと蛍の関係っていうと、友達っていうのが妥だ当とうだろうな。学年違うけど、先せん輩ぱい後輩というよりは、友達、だな」


「真ま儀ぎ瑠る先輩とは、星川さんは友達だったんですか？」


「紗さ鳥とり？　う～ん……微び妙みようだな。いや、クラスメイトではあったよ。蛍との交流という意味でも、確かに微妙に接点はあった。けど……オレ、紗鳥はどうも苦手で。ほら、アイツ、人を選ぶだろう、めっちゃ。別に冷たくあしらわれる、ということもなかったけど……。その、『あんた全く眼がん中ちゆうに無いですよ』というのはイヤでも分かるからな、話していると。で、最終的に中学時代、アイツの眼中にあるのって《式しき見み蛍》のみだったと言っていいし……。当然、紗鳥とオレが二人で話す事は勿もち論ろん殆どなかったし、オレは中学時代はそれほど頻ひん繁ぱんに蛍とつるんでいたわけじゃなかったから……。そう、どちらかというと、中学時代は紗鳥と蛍の繫がりの方がずっと強かったな。ある意味で、オレは、そこにちょっと遠えん慮りよしたフシもあるぐらいだから──って、どうした、二人とも？」


『いえ、別に』


　話題の途中で星川さんがギョッしたように目を見張って訊たずねてきた。対して私とユウさんはハモッて、無表情で返す。……正直なところ、真儀瑠先輩と蛍の繫がりが強かったというところに、私とユウさんはひっかかってしまったのだ。うぅ……やっぱり、蛍はあの先輩を追いかけてこの学校に来た説がどんどん強くなってきているよ……。ああ、そういえば、今日は先輩さんと二人きりで帰き宅たくだな……。……はぁ。


「え、ええと。話、続けていいかい？」


　星川さんが、私とユウさんのただならぬテンションダウンに慌あわてつつ、言葉をかけてくる。私とユウさんは当初の勢いきおいはどこにいったのやら、「どうぞ……」と元気の無い返答をした。星川さんが「う、うん」と戸と惑まどいつつ、一度咳せき払ばらいして、話題を再さい開かいする。


「まあ、蛍との関係というのは……そういう意味では、小学校時代に特に親しかった友人、というところかな。ああ、これも少し注ちゆう釈しやくあって、オレと蛍は同じ学校じゃなかったんだ。でも、近所ではあった。学区の境さかいっていうのか？　で、たまたま近所の公園で知り合ったわけだな。だから、あんまオレ達の間で学年とか、関係なかった」


　そこで一息ついて、星川さんは続ける。


「別に中学時代仲が悪かったわけではないけどな。オレは野球部で、アイツは帰宅部だったし、学年違ったしで、結果としてあんまり中学では接点もてなかったから……。勿論、変わらず友達ではあったけどな」


「そうですか……でも、それじゃあ、どうして今の今まで蛍がこっち来ていること知らなかったんですか？」


「ああ……。それは、言われると痛いたいな。オレがこっちに居いる事、蛍には事前に伝えていたんだ。だから……連絡くれなかったのは、アイツの方。こっちに来ているなんて、一言だって言ってこなかったからな、アイツ。まったく……まあ、蛍らしくはあるけど。単純に面めん倒どうだったからか……それとも、なにか気を遣つかったか。ま、そんなとこだろ。で、オレにはこっちにもう一人知り合い……篠しの倉くら綾あやっていう知り合いが居たんだけど、そいつが紗鳥と偶ぐう然ぜん会ったらしくて、その関係で、オレにも連絡が来たってわけ」


「篠倉綾さん……。あの、その人って……」


「ああ、オレと蛍の幼馴染だよ。ちなみに、付き合いはオレより当然蛍と篠倉の方が長い。オレが篠倉と知り合ったのは、蛍を介かいしてだからな」


「…………」


　幼馴染という関係性は……なんか、凄く、親しん密みつなカンジがする。テレビドラマや漫まん画がの影えい響きようだろうか。なんか、《幼馴染＝友達以上恋人未満》のイメージが強くて……。私とユウさんは、またムッと押おし黙だまった。星川さんは「またか」というカンジで、もうなんか既すでに諦あきらめきっている。この人も、なんとなくだけど、蛍と同等以上の苦労人な気質な気がする。蛍と友達であるというのが、なんか納なつ得とくできてきた。


　蛍の自宅周辺まで来ると、彼は「おっと」と話題を転てん換かんさせる。


「ごめん、本題全然入ってねえや。いや、ちょっと入ってはいたんだけど。ええと……オレが蛍を恨うらんでいる理由、というか、その、フラれた初はつ恋こいのことだったよな。悪い悪い」


　彼の発言に、私とユウさんはピシャッと姿し勢せいを正す。その私達の態たい度どに、星川さんはやっぱり「うっ……」とひきつっていた。


「ええと、この話は小学生の頃ころの話なんだ。ええと……その……ごめん。オレにとってもかなり恥はずかしい話だから、ちょっとぼかして話させてもらっていいか？」


『どうぞどうぞ』


　私とユウさんはユニゾンして、話を勧すすめる。星川さんはまた表情をひきつらせていた。


「その、な。ええと……オレは、その、なんていうか、まあ、恋をしたわけだ。幼おさない頃出会った、《とある子》に……な。ええと、その、名前は勘かん弁べんしてくれ。……ＯＫ。今までの話題にちゃんと出てきているヤツだ。それで、分かってくれ。つまり、まあ、なんだ。オレも若わかくて、間ま違ちがいをおかしやすい年頃だったということだ」


　篠倉綾さんだ。私とユウさんはすぐに直感して、頷うなずきあった。星川さんは続ける。


「で、オレは、そいつに告白したんだが……って、もう、あとは想そう像ぞうつくだろう？　っつうか、失しつ恋れん話なんて正直自分の口から言いたくないって。笑うなら笑ってくれ」


「？」


　どうして星川さんがそこまで卑ひ屈くつになるのか、私とユウさんにはよく分からなかったけど……でも、まあ、確かに真相は、語られなくても、それだけで充じゆう分ぶんに推すい測そくできた。


　つまり、彼は蛍の幼馴染でもある篠倉綾さんに告白、見事に振られたということだろう。それも、多分……理由は、蛍なんだ。つまり、篠倉綾は──。


　と、そこまで考えたところで、蛍のアパートに到とう着ちやくした。私が「あ、ここです」と伝えると、彼はそのアパートを「ふーん」と眺ながめる。


「今は、バイト中でしばらく帰ってこないんだったっけ？」


「あ、はい。ですから、さっきも言ったように、無む駄だ足あしになっちゃいますけど……」


「いや、いいよ。場所さえ分かれば、いつでも会いにくることは出来るからね」


「あ、それなら、住所だけ書いて渡せば良かったでしょうか？　ごめんなさい、私達、なんか、連れ回したみたいで……」


「そんなことないよ。オレも蛍の話できて楽しかったし。それに、正直なところ、おれ、あんま地図読むのとか得意じゃないんだ。だから、実際一度来られてよかった。住所だけ渡されても、絶ぜつ対たい迷ってただろうから」


「そうですか。あ、じゃあ、蛍と私のケータイだけ、一いち応おう教えておきますね」


「ん、サンキュ」


　私はそこで星川さんに私と蛍の連れん絡らく先さきを教えると、「さて……」と、ユウさんと星川さんの二人に切り出した。


「これから、どうします？」


　私の問い掛かけに、最初に返したのは星川さんだった。


「オレはもう帰るよ。下宿のメシの時間があるんだよ。すぐ帰らないとちょっと時間的にまずいから……」


「あ、そうですか。じゃあ、今日はこれで……。何かあれば、連絡下さい」


「ああ。色々ありがとな。……なんていうか、アンタらみたいな友達居いるっていうの知って、ちょっと安心した。ああ、あと、蛍のこと恨んでいるって最初言ったけど、まあ、アレはあんま気にしないでくれ。初恋の件けんもあるんだけど……こっち来ていること連絡くれてなかったことに対する憤いきどおりが、あの時あってさ。勢いっていうの？　そういうのだから。あんま深く受け取んないでくれな」


「はい、それは、大だい丈じよう夫ぶですよ」


　そんなことは言われなくても、私とユウさんは充分分かっていた。この人は……恨んでいるどころか、誰だれよりも蛍のこと考えている人だって。まあ、それが昂こうじての、最初の恨んでいる発言だったのだろう。そりゃ、そんな友達が近くに居るのに一年全く連絡くれていなかったのなら、勢いでヒートアップしてしまうだろう。


　しばらく星川さんの背中を見送ると、私は次にユウさんの方に顔を向けた。彼女は、なにか、すっかり元気をなくしてしまっていた。私は私で……多分、彼女と同じような表情。幼おさな馴な染じみとの恋愛……そんなこと、蛍は、一言だって話してはくれなかった。確かに、わざわざ自分から話すようなことでもない。だけど……それでも……。


「ケイが帰ってくるまで、私、家で待つね……」


　ユウさんはそう私に告げると、ふよふよと、蛍のアパートの階まで上じよう昇しようしていってしまった。……珍めずらしい。テレビ見るために、ウチに来るかと思ったんだけど……。


　私は溜ため息を吐つくと、自分も帰宅を開始した。……なんとなく、自分の足取りも、ユウさんと同じような状じよう態たいなのじゃないかと、感じていた。


　


「はぁ……」


　先日のことを回想し嘆たん息そくして、いつもの駅前までユウさんと帰路を歩いて行く。今思い返しても、どこを切っても気が滅め入いる話だった。


　そう……この、星川さんの話が、全すべての始まりだった。そして、その日のうちに、ユウさんからの「ケイがバイトで幼馴染と会っているんだって！」という報ほう告こく。……蛍に辛つらく当たってしまうのは、最も早はやちょっとした自じ制せい心しんではどうにもならないことだった。そりゃ、私も少しは反省しているけどさ……。でも、どうしようもないよ、こういうのは。


「あー、もう、モヤモヤする～！」


　ユウさんが、もう数える気にもならない呻うめき声を上げる。彼女、なんだか私以上にあれからずーっとこんな感じだった。本人的には、自分がなんでモヤモヤしているのかよく分からず、それで余よ計けいにモヤモヤする悪あく循じゆん環かんらしい。まったく、この子も案外蛍と同じで鈍どん感かんだ。マイペースな人間って、良くも悪くもあんまり他人の気持ちや自分の気持ちが推おし量はかれないのだろう。ある意味ではこの二人の同どう居きよが成り立っているのは、こういう鈍感二人だからの奇き跡せき的状況かもしれなかった。だって、普ふ通つうなら恋人でもない若わかい男女がなんのしがらみもなく同居なんて、絶対できないだろう。もし私が蛍と同居するなんてことになっても──


「…………」


　…………。


「？　わ、わわっ　鈴音さん、どうしたの！　顔、なんか末期的に赤いけどっ！」


　ユウさんが私を覗のぞき込み、本気で狼ろう狽ばいして訊たずねてくる。私は俯うつむいたまま、ぶるんぶるんと首を横に振ふった。


「な、なんでもないっ」


「なんでもなくないよー！　絶対おかしいよ！　病院行った方がいいって！」


「だ、大丈夫だから。そ、それより、け、蛍、ハラタツヨネー」


「あ……。そうだ！　そうだよね！　腹はら立たつよね！　ムキー！」


　ああ、蛍……これは流石さすがにごめんなさい。思いっきり生いけ贄にえに使わせてもらっちゃったよ……。だ、だって、こうでもしないと話題、逸それないんだもん。


　ユウさんは私のことなんてすっかり忘わすれ、またぷんぷんと怒おこりだした。っていうか、周囲の空間にホントに「ぷんぷん」と出ていた。形態変化の応用らしい。……案外余よ裕ゆうあるんじゃないかしら、この子。怒っている割には、ファッションもいつもの懲こり様だし。……相変わらずよく分からない人だ。


　しかし話逸らしは功を奏そうしたようで、ユウさんの頭の中はすっかり蛍のことに切り替かえられてしまっているようだった。両りよう腕うでに力を入れるようにして、ユウさんがぷるぷるわなわなと震ふるえている。ああ……確かにこの子との同居って、ピンクな展てん開かいとか微み塵じんもありそうにない気がするよ……蛍。ちょっと理り解かい。


「あー、腹立つー！　なにに腹立っているのか分からないのが余計に腹立つー！　ケイめ！」


　非ひ常じように理り不ふ尽じんな苛いら立だちだった。私が蛍だったら、今、確かく実じつにこの場面で「死にてぇ」って言っている。というか、今回ばかりはそれも許きよ可かする。理不尽だ。ユウさん、それ、凄すごく理不尽だよ。


「ケイのアホー！」


　なんか叫さけんでいた。周囲の人には聴きこえないのだけど、私も、ちょっとオロオロとしてしまう。……蛍の苦労が身にしみてきたよ……。


「同居者には、生い立ちからなにから全すべて洗あらいざらい話すのが筋すじってもんだよぅ！」


　そんな筋はいつどこで出来たのだろう。とりあえず、無む理り矢や理り押しかけた幽ゆう霊れいが主しゆ張ちようしていい権けん利りじゃない気はした。


「死んじゃえー！」


　遂ついには色んな物事を一気に覆くつがえす発言をしなすった。ユウさん……いいの、それ。


「宇宙空間に放ほうり出された状態で、お腹なかから引きずり出された小腸で首絞しめられて窒ちつ息そく、最終的には太陽の熱で内側から焼かれて死んじゃえばいいんだ！」


　しかもありえないぐらい惨ざん殺さつだった。……怖こわい。ユウさん、怖いよ。そんじょそこらの悪あく霊りようよりワンランク上だよ、ユウさん。


「もう、家に入れてやらない！」


　家主が勝手に交代した。


「お金もあげない！」


　既すでに強ごう盗とうの域いきだ。


「溢あふれる愛情もあげない！」


　元々ないんじゃ……。


「睡すい眠みん時間もゼロ！」


　むごい。


「その上で、殺します」


　なんと殺人予告だった！


「さっきの方法で！」


　ああ……なんか、自分のことじゃないのに、溢れる涙なみだが止まらないよ。な、泣いちゃだめよ、鈴音！


「あれ？　鈴音さん……今度はなんか泣いてる？　どうしたの？」


　ユウさんが実に無む邪じや気きに問い掛けてくる。私は袖そでで涙を拭ぬぐって、強く前を見た。


「こんなにも、蛍がホントに自殺で楽に死ねたらいいなって思ったのは初めてだよ……」


「？」


「ああ、その無邪気な顔が今は余計に怖い……」


「へ？　ああ、大丈夫だよ、鈴音さん。今の話、四十九パーセント冗じよう談だんだから」


　五割以上本気だった。


「鈴音さん……なんか、震ふるえている？」


「テレビの中だけじゃないんだね……猟りよう奇き殺さつ人じん犯はん予よ備び軍ぐん居るのって……」


「え、誰のこと？」


「…………」


「あー、分かった！　あれでしょ！　最近有名な《美女連続顔剝はぎ殺人事件》！　怖いよねー。あんなの人間じゃないよねー」


「……そうね」


　嘆息して、もう、合わせることにした。なんとなく、「イジメって、やっている本人はイジメと思ってない」という言葉を思い出した。なぜかは分からない。うん、分からないよ、ホントに。


「私、危あぶないよねー、アレ。《美女》連続顔剝ぎ殺人事件」


　ユウさんが体を両腕で抱かかえて震える。……はぁ。


「……大丈夫だと思うよ」


「むっ。どういう意味？」


「色んな意味」


「ど・う・い・う意味ですかーっ」


「……既すでに死んでいるし、むしろこっちも猟奇だし……」


「え？」


「……なんでもないよ」


「あー、やっぱり、私危ないよねー。怖いなー。美女連続殺人なら、絶対狙ねらわれるよー。むしろ狙わなきゃ《美女》連続殺人の称しよう号ごうは撤てつ回かいだよー」


　とんでもない自信だった。よくもまあ……。ここまで来ると、逆になんか清すが々すがしい。私はユウさんのキャラに段々辟へき易えきしつつ、とりあえずマトモな展開になりそうな方の会話を選せん択たく。


「でも、あの犯人ってもう捕つかまったんじゃ？」


「ちっちっち。甘あまいなぁ、鈴音さん。……ここだけの話、最近またこの辺で事件起こったんだよ！　まあ、未み遂すいだったんだけどね……。だから、まだ直接的に関連付ける表現でニュースとか出てないけど。模も倣ほう犯はんっぽいけど。でも、あったんだよ、事件！」


「え、そうなの？」


　私はそれを聞いて、少しひっかかった。う～ん……事件終息の地で再び模倣犯ね。なんか、以前これに似にたケースを実家に居た頃ころに聞いた気が──


「それより蛍だよ蛍！　連続殺人より重要なのは蛍の恋れん愛あいだよ！」


　ユウさんが話題をぶり返した。……凄すごい重要度ね、蛍の恋愛。


「あー、もう……モヤモヤするぅ！」


「ちょっとユウさん……。そんな文もん句く言ってたって、どうにもならないんだから。いい加か減げん──」


「そう、そうだよね！　鈴音さん、今いいこと言った！」


「え？」


　あ、何か地じ雷らい踏ふんだ？


「そうだよね。文句ばっかり言ってても何も変わらないよね！　つまりは行動しなきゃね！　悶もん々もんとしているぐらいだったら行動してこその、遊ぶ兎うさぎと書いてのユウだよね！」


　その名前由来は先日蛍に全否ひ定ていされていた気がするけど……彼女の記き憶おくは実に都合のいいシステムらしい。


「よし、じゃあ行ってくる！」


　唐とう突とつにそう告げ、上空に舞まい上がるユウさん。私は慌あわてて声をかけた。


「ど、何ど処こへ？」


「星川さんのところだよ！　蛍の詳くわしい話、もっと根掘ほり葉掘り訊きいてくる！」


「え、でも、星川さんの居るところなんて……」


「既に彼の学校とそのクラス、そして下宿先まではリサーチ済ずみだよ！」


　相変わらず変なところで抜ぬけ目ない、油ゆ断だんならない子だった。


「いや、でも、絶対迷めい惑わく──」


「じゃあねー！」


「人の話を聞いてぇー！」


　私の叫さけびも虚むなしく、ユウさんはびゅーんと飛んでいってしまった。すっかり幽霊移い動どうにも慣なれたご様子で……。はぁ……。
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　……気付くと、なんか周囲から物凄い視し線せんを浴びせられていた。うっ……しまった。ここ数分、ユウさんのあまりのキャラに、すっかり周囲に彼女が見えないこととか忘わすれて接せつしていた……。


　私は急に恥はずかしくなり、駅に駆かけ込むと、とにかく視線から逃のがれたくて、一目散に来ていた電車に乗る。乗る。そう、乗ったはいいものの……。


「あ……」


　気付いたら思いっきり逆ぎやくのホームから、乗り込んでいた。つまり……逆方向行き。


「ああ……もう、死にたい」


　真っ赤になってしゃがみこみ、蛍みたいなことを言う。


「……ん。蛍……そういえば……」


　蛍のことを考えて、ふと気付く。そういえば……このまま一駅行ったら、確か、蛍のバイトの場所じゃなかったかしら。そう、幼おさな馴な染じみとのバイトの……。


「…………」


　ば、バイトを覗のぞきに行くなんて、そんなの、友達としてダメだよ！　うん。人が来て欲ほしくないって言っている職しよく場ばに無む理り矢や理り押しかけるなんて、最低だよ。私だって、巫女の仕事している時に家にこられたら絶対怒るし。だから、バイト先行くなんて絶対ダメ！


　…………。


　……そう。だ、だから、この駅で降おりちゃったのはたまたまなのよ、たまたま。そう思いつつ、彼のバイト先の最も寄より駅で降りる。


「そして、私が今日その広場に行っちゃうのも、たまたまなのよ、たまたま。うん。仕方ないわよね。偶ぐう然ぜん、偶然、散歩コースだったんだから！」


　…………。


　そういうわけで、私は自分もユウさんのことをとやかく言えないなと思いつつ、しかし足取りは早歩きで、彼のバイト先の広場に向かってみるのだった。





　　　【鈴りん音ね[image: ]─彼を知ろうとし、災さい厄やくを被こうむる─】










　目的の人物は、意外にも特にそれほど苦労して捜さがすまでもなく、すぐに見つかった。


「新しん規きオープンしましたー！　ぜひお立ち寄り下さ～い！」


　広場の中央で、真っ赤なフリフリしたドレスを着用して、広告をしている可愛かわいらしい子。……そう。目的の人物ではあったけど、それは、少し意外な相手でもあった。少なくとも第一目的とはちょっと違ちがう展てん開かい。それは……そう、それは多分だけど──


「篠しの倉くら……綾あや？」


　星川さんから聞いた彼女の特とく徴ちようと、そしてこのバイトは蛍けいと彼女の二人で行っていることを考えると、あそこで活動している可愛い子は、消去法で彼女でしかありえなかった。空は曇くもり、更さらには陽が沈しずみかけた夕方のため、遠くからこっそり覗うかがっている今視界は悪かったが、それでもその輪りん郭かくなどから、その子が充じゆう分ぶんに可愛らしい容よう姿しなのが想像できる。ロングヘアーで、華きや奢しやで、可か憐れんな子。


「はぁ……」


　と、なぜか溜ため息を吐ついてしまっている自分にすぐに気付いて、首を横に振る。な、なに落ち込んでるの、私。変な気分を追い払はらうように、思考の方向性を変える。


　真ま儀ぎ瑠る先輩や蛍のやりとりを聞く限かぎりでは、二人は一いつ緒しよにバイトしているはずだったのだけど……。今はどう周囲を見み渡わたしてみても、バイトは一人だった。なにかあったのかしら？　今日から別行動だったのかな……。


「…………」


　……はっ！　な、なんか私、今、ニヤけてなかった？　慌あわててパンパンと顔を叩たたく。広場の人達の注目は、なぜかバイトの広告より、むしろ私に注がれていた。……確かに、物もの陰かげに隠かくれつつ溜め息吐いたり首を振ったり顔を叩いたりしている女子高生は、奇き妙みようすぎる。……私、なんか最近自分で自分が分からないよ……。絶対、周囲の環かん境きようのせいだ。変な人（もしくは死者）との交流ばかりだから、常じよう識しきの感覚が致ち命めい的にズレてきている気がする。


　ふと気付くと、広場の通行人どころか、バイトのあの子もこちらに体と顔を向けて、止まっていた。……うっ。しかし今いま更さら体を物陰に隠すのも余よ計けいに変なので、私は私でしばし硬こう直ちよくして、そちらを見つめ続ける。


　しばしの沈ちん黙もく。……根負けしたのは私だった。いい加か減げんこの空気には流石さすがに耐たえられなくなって……しかしこのまま立ち去るのも相手に失礼な気がして、仕方なく私は、赤いふりふりドレスに向かっていく。一いつ瞬しゆんびくっと身を引く動作をするバイト。確かに、今の私はあんまり関かかわりたくない人かも……。


　私は出来るだけニコニコしながら近付いていき……そうして、まさに目の前まで迫せまる。そうして、呆ぼう然ぜんとする相手に、とりあえず親しみを出来るだけ込めて声をかけた。


「ええと……篠倉、綾さん？」


「…………」


　目をぱちくりとして、少しの間。そして……なにかに気付いたかのような、反はん応のう。


「あ、ええと、はい、そうです。篠倉です、けど……」


　やっぱりそうだった。篠倉さんは少し高めのアニメ声でそう答え、しかし未いまだに警けい戒かいはしているらしく、挙動不ふ審しんに顔を逸らす。私もここまで変な行動をとっている手前自信満々に相手に接することも出来るはずもなく、そしてそもそも彼女に接せつ触しよくした意味も全く無いため、こちらはこちらであんまり正面から相手を見つめることも出来ない。しかし、私はそれでもなんとか、気まずいながらにも話を進めた。


「あ、ごめんなさい。私、神かん無な鈴音といいます。《神様のバカヤロー》の《神》に、《無料だと思って店から出たら、店員に手を摑つかまれちゃいました。てへ☆》の《無》です」


　なんか私、ちょっと混こん乱らんしている。篠倉さんは笑え顔がおをひきつらせた。


「はぁ……。は、初めまして」


「その、ええと、そう、蛍の友達なんです、私。蛍。式しき見み蛍、知ってますよね！」


「は、はい。沢たく山さん知っています」


　私の言葉に、ようやく篠倉さんは返してくれたものの、反応はやっぱりぎこちなかった。ま、まあ仕方ないか。しかしそれにしても、「沢山知っている」という表ひよう現げんには、少しドキリとするものがあるなぁ……。


「え、ええと、神無さん？」


「あ、はい。ああ、ええと、その、私友達なんです、蛍の」


「それはさっき聞きましたよ」


「あぅ……」


　しまった。話しかけたはいいものの……そういえば、彼女と話す事なんて、特に用意もしていない。というか、何話せというの。うぅん……で、でも、話しかけちゃったんだから、今更後こう悔かいばかりしていても仕方ないよね……。こうなったら、ちゃんとこの機会を活いかさないと。このまま帰ったら、ホントに恥はじかいただけになっちゃう。そう、彼女に訊ききたいことは……よく考えれば、一杯ある。これは直接彼女と話せるまたとない機会じゃない！　よし、鈴音、頑がん張ばるのよ！　引っ込み思案だけど、頑張って話すのよ、鈴音！


「篠倉さん！」


「は、はい」


　私の唐とう突とつな勢いに、篠倉さんはまたビクっと反応、俯うつむいてしまった。ああ、なんか威い圧あつしてしまっているよ……私。


「あ、ええと、篠倉さん。あの、よければ、蛍のこととか話したいんだけど……その、ダメかな？」


「は、はい？　ええと……式見君の話、ですか？」


「ええ」


　私の言葉に、しかし篠倉さんはやはり自信なさげに俯く。ううん……人見知りする人なのかな。


「あの……今は、その、バイト中ですので……」


　やんわりと断ことわられてしまった。……でも、私はもう少し食い下がってみる。なにが私をそこまでして動かしているのか、自分でもよく分からなかった。


「じゃあ、待ってるから。もうすぐ終わるんだよね、バイト。そうしたら、帰りながら話そ？」


「い、いや、でも、帰き宅たく方向違ちがうと思うし……」


「いいのいいの。私、付き合うから。ね？」


「ええと……」


　篠倉さんはしばし逡しゆん巡じゆんする素そ振ぶりを見せていたけど……なにか諦あきらめるように一度、嘆息した。……その仕草がどこか蛍に類るい似じしていて、なんとなく胸むねがズキッとする。


　篠倉さんはニッコリと笑えみを浮うかべる。


「はい。じゃあ、バイト終わったら……」


「決まりね。じゃあ、私、その辺でテキトーに時間潰つぶしているから、バイト終わったら声かけて下さい。あ、その、それでこのこと、蛍にはナイショにしてくれるとありがたいんだけど……」


「あ、はい、分かりました。配はい慮りよしておきます」


「ありがとう」


　私はホッと胸むねを撫なで下ろし、それから篠倉さんに手を振ってその場を離はなれた。近くにベンチがあったのだけれど、あんまり近くでジッとバイト姿すがたを見ていてもやり辛づらいだろうと感じ、ちょっと離れたところで待つことにした。……なにか自分が凄い大だい胆たんなことをしているようで、心しん臓ぞうがバクバクなっていた。


　


「お、お待たせしました」


　二十分ほど待っていると、トテトテと篠倉さんが走ってやってきた。私は手を軽く振りつつ……しかし、首を傾かしげてそれを出で迎むかえる。


「あれ？　篠倉さん、その、赤い服……バイト衣い装しようだよね？　着き替がえて来なかったの？」


「あ、はい。その……急いでましたし」


「そんな、そんなに気を遣つかわなくていいのに……」


「いいんです。ほら、制せい服ふくに着替えても、結局家に帰ったらまたラフなのに着替えるんで、二度手間ですし。このまま帰ります」


　彼女は店のものと思われる大きな紙かみ袋ぶくろ（鞄かばんや制服やら入っているのだろう）を抱かかえながら、ニッコリそんなことを言う。……なんて優やさしい人なのだろう。まったく、蛍に見習わせたいものだよ。どうしてこんないい人が、蛍と仲良いのだろう。真ま儀ぎ瑠る先せん輩ぱいが蛍とつるむのは似に合あいすぎているぐらいだけど、こんないい子が蛍と知り合いなのは、どうにもなにか納なつ得とくいかないものがある。世の中、確かに蛍の言うように不公平で理り不ふ尽じんかも。


「じゃあ、行きましょうか」


　私がそう告げると、篠倉さんは「はい」と返す。…………。……しかし篠倉さん、動かない。ゲート開いたのに馬がなぜか走らなかった競馬場の空気。


「あ、あの、篠倉さん？　ええと、その、帰るんですよね、篠倉さんの家に」


「はい。……あ、ああ、そ、そうですね、はい。私が先に行かないとダメですよね。あ、あははー。失敗失敗」


　コツンと自分の頭を小こ突づく。……篠倉さん、非ひ常じように面おも白しろい人だった。ある意味では確かに蛍の知り合いチックだ。ちょっと一いつ般ぱん的じゃない。って、なんか私、今、自分で自分のことも一般外に括くくっちゃってない？　あう……。


「じゃ、じゃあ行きましょうかー。レッツラゴー」


「れっつら……」


　面白いというか、なんか、ズレている子だった。う～ん……篠倉綾、奥おく深ぶかし。いや、浅いのかな。


　周囲にはすっかり夜の帳とばりが下りていた。曇くもり空の、月さえない夜。そのため闇やみは余計に深い。今の今までその事実に目がいかなかったのは、広場には街灯が数多く配置され、夜の本当の暗さなんて気にもならなかったからだろう。篠倉綾さんに続いて住宅街の方へと歩き出すと、途と端たんに周囲の闇はその本質を表し始めた。まだまだそれほど深い時間帯でこそなかったけど、しかし閑かん静せいな住宅街に入ると、そんなことは関係なく、妙な孤こ独どく感が心に芽生え始める。


　私は今こういう状じよう況きようでほぼ初対面に近い子と二人きりで歩いているという事実に、自分の行動のいつもとの違いをハッキリと感じて嘆たん息そくした。あぁ……なにやってるんだろ、私。こんなことして……蛍が最も怒おこるようなこと、している。明らかに友達、クラスメイトとしての一線を超こえていた。人のプライベートを詮せん索さくするような真ま似ねして……蛍が腹はらを立てるのも当然だ。私だって、もし自分の家族……特にあの姉とかに、友達に勝手に会いに行かれたりしたら、凄すごく苛いら立だつと思う。今私は、そういう、凄く他人のプライベートに土足で踏ふみ込む行こう為いをしているんじゃないだろうか……。今更ながらにそんな後悔が心を満たし始めてしまい、私は篠倉さんに何を訊たずねるでもなく、結局しばらくしょぼんと俯いたまま歩いてしまっていた。


　だから、最初に気を遣つかって話を振ってくれたのは、逆に同どう伴はん者しやの方だった。


「あ、あの、神無さん。その……一体、どういう用件で、わ……私に？」


「う、うん。その……」


　蛍のことを切り出していいものか心に迷いが生じたものの、もうここまで来て引き返すことも出来ないと、諦あきらめにも似た感覚で感情に見切りをつけて、話を切り出す。


「あの、篠倉さんは、蛍と、その……」


「？」


　覚かく悟ごはしたのだけれど。いざ話すとなると、しかし、途と端たんにどう言っていいものか分からない。自分が何を訊きたいのか……それが、そもそもハッキリしていない。私は、ここに来て、彼女に話しかけて、そして結局どうしたかったのだろう？　何を、確かく認にんしたかったのだろう。


「あの……蛍は……その……。そ、そう、蛍は、篠倉さんの目から見てどう？」


「ど、どう？　どうって訊かれても……。え？」


「あ、ごめんなさい」


　戸惑ってしまっている篠倉さんに、咄とつ嗟さに謝あやまる。確かに、唐とう突とつに知り合いに関して「どう？」と訊かれたって、返答に困こまるに決まっている。私だって、今の質問を逆にされたら答えようがない。……どうしよう……。


　私がもうどうしようもなくなっていると、篠倉さんはそんな私を見かねたのか、自分から話題を提てい供きようしてきた。


「神無さんは、その、式見君とクラスメイト……なんですよね？」


「あ、うん。そう」


「神無さんから見て、式見君は、どうですか？　やっぱり……ちょっと変わってて、とっつき辛づらいかな？　好きに、なれないかな？」


　どこか心配気な表情で、彼女はそんなことを訊いてくる。私は……私はでも、この質しつ問もんにはハッキリと答えを返す事が出来た。臆おくせず、何の迷いもなく、答えることが出来た。


「そんなことない。蛍のことは、本当に好きだよ、私。あ、す、好きって変な意味じゃなくてねっ」


「そう……」


　なぜかホッとしたように篠倉さんが呟つぶやく。その表情に、またなにか私の胸むねはズキッと痛いたんだ。私は痛みを紛まぎらわすように、言葉を続ける。


「蛍は、確かに変わっている部類の人だと、思うよ。でも、《完かん璧ぺきに一般的な人》なんてそもそもいないんだから……。変わっているとはいっても、それは、個こ性せいだよ。うん。少なくとも、私は、大好き」


「え？」


　篠倉さんが足を止めて目を見張る。私は一瞬それに戸惑い……そして、ようやく自分の発言に気付いて、慌あわてて取り繕つくろった。


「だ、だから、も、勿もち論ろん、人間としてっていうか、友達としてって意味だよ？」


「あ、ああ、そうですよね。ビックリしました。あ、あははー」


「あ、あは」


　二人、とてもぎこちなく微ほほ笑えむ。……うぅ、なにこの空気。篠倉さんはぎこちない足取りで、再ふたたび住じゆう宅たく街がいを歩き始めた。もう、無言で彼女について歩くしかなかった。


　


　少し妙みように思い始めたのは、歩き始めて二十分程ほど経けい過かした頃ころだった。最初ちょっと思ったのは……意外と遠いなという、感想。いや、普ふ通つうに徒歩で歩いて帰るものだから、篠倉さんの家は広場から割わりと近いのだろうと踏んでいたのだ。この推すい測そくは多分的を射いていると思う。これ以上遠いなら……電車で一駅ぐらい乗るか、もしくはバスとか、それか自転車とか……徒歩ではない交通手段を利用するのが一般的に思えたから。徒歩にしては長めの移い動どう時間だった。まあ、それでもまだ、「ありえない」というほどではなかったのだけれど……。


「あの、篠倉さん。家、まだ遠いんですか？」


　私が思わずそれを訊たずねると、篠倉さんは、なにか挙動不ふ審しんな態たい度どを示しめし、顔をこちらに向けぬまま答える。


「ええ、まだ少し。……神無さん、もしなんでしたら、ここで別れましょうか」


「え？　いえ、送っていきますよ。ここまで来たんですし、言い出したのは私ですから」


「そうですか」


　篠倉さんは、なにか今までとは違う、心ここにあらずな返事をする。……段々と、なにか様子が違う気がしてきていた。


　私が変に思ったのは、なにも歩いた距きよ離りだけではない。そう、この、彼女の態度の不審さも一つの要因だった。最初は初対面の人間に対するぎこちなさだと理り解かいしていたけど……それにしても彼女は、どうも終始、あまりにも打ち解とけがなさすぎて……。常つねに正面から私を捉とらえようとはしないし、顔は俯うつむき加減、そしてなによりキョロキョロと、なにか人目を気にするような態度……。明らかに、少しおかしかった。


　そして、一番妙なのが、今居るこの位置、この環かん境きようだった。闇やみの濃のう度どが濃こい空間。……時間の経けい過かだけではない。同じ住宅街は住宅街でも、明らかに外れ……どんどんと家もまばらな地ち域いきに向かっているのだ。付ふ随ずいして街灯や家の灯あかりはどんどん減げん少しようしていき、周囲は夜本来の闇に蝕むしばまれ始めていた。こんなに遠く、外れの家まで、女の子一人でいつも徒歩で帰っているというのは……少し、一般的ではない。私個人の主観的感想を言わせて貰もらえば、彼女のキョロキョロという動作と、妙な場所での方向転てん換かん、そういうのを合わせて見ると……なにか、自宅ではない場所に向かっているような気さえ、妄もう想そうだとは思うけど、感じては、いた。


　私は夜の闇に心を徐じよ々じよに不安にしつつ、彼女の隣となりを、歩く。……なぜか、俯いている彼女の方を見るのさえ、緊きん張ちようして出来なくなっている自分が居いた。……空気が重い。なにか、妙な焦しよう燥そう感が私の中に湧わいてきている。


「ねえ、神無さん」


　私がそんなことを考えていると、篠倉さんは唐突に話しかけてきた。内心ドキリとしたのは出来るだけ表面に出さず、「はい？」と訊ね返す。篠倉さんは、こちらを全く見ないまま、言葉を紡つむいでいく。


「《美女連続顔剝はぎ殺人事件》って、知ってる？」


　そのあまりに物ぶつ騒そうで、そして場ば違ちがいなワードに、私の動どう悸きがどんどんと激はげしくなっていく。なんでこの人……今、こんな話題を……。


「し、知っているけど、それが何か？」


「あれ、私……いえ、私の友達が、実は関かかわったんですよ」


「……それは、どういう……」


「犯はん人にん。捕つかまえたんです。凄すごいですよね……」


「は、はぁ……」


　心しん臓ぞうがバクバクいっている。自分が何に緊張しているのか分からない。自分の不安がどういうものなのか不確定。その不確定のモヤモヤが、更さらに恐きよう怖ふを助長する。なに……これ……。


　そうこうしている間にも、私達はどんどんと人気のない地域に入り込む。最も早はや街灯さえなくなっていた。時折存そん在ざいする民家の窓まどからこぼれる光だけが頼たよりの、月さえない闇の空間。私はなにかこの場から逃にげ出したい気分に駆かられ、思わず足を立ち止まらせかける──と、その瞬しゆん間かん──


〈ブルルルルルッ！〉


「っ！」


　唐突に制せい服ふくのポケットの中で、ケータイが振しん動どうを始めた。そのタイミングに、心臓を跳はね上がらせる。周囲に響ひびく振動音の中、篠倉さんは俯いたままでこちらに頭を向けた。


「電話、鳴ってますよ」


「……そうですね」


　私は心をどうにか落ち着け、ポケットからケータイを取り出し……そして、相手を確かく認にん。そして、そこでも少し驚きよう愕がく。


（……姉さん？）


　姉のケータイからの電話だった。……普通の家庭なら、姉から電話がかかってきてもおかしくはないだろう。でも……うちの場合は、ちょっと違った。私と姉の仲は、少なくとも良好とは言い難がたい。私が一方的に劣れつ等とう感を感じているだけではあるのだけれど……。そうして、実家に居る姉とこちらに出てきている私と距離が離はなれてからは、まず殆ほとんど連れん絡らくなんて……それも姉自身から直ちよく接せつの連絡なんて、あるものじゃなかった。私はその意味でも、今のこの状じよう況きようのおかしさに緊張感を募つのらせる。


　しばし呆ぼう然ぜんと画面の姉の名を見つめた後……しかし、いい加か減げん気持ちを切り替かえ、通話ボタンを押おし、耳にケータイを持っていく。


「もしもし」


『鈴音。私』


　姉の言葉はいつも簡かん潔けつだ。


「姉さん。どうしたの？」


　隣を歩く篠倉綾を少し気にしながら、通話を続ける。姉の声はいつものように無む抑よく揚よう・無感情だった。……私の苦手な声。


『緊急連絡。その地域で少し厄やつ介かいな事があって。既すでに本家も動いているけど、一いつ刻こくを争うから、貴女あなたも協力して』


「緊急？　また、珍しい……」


『緊急よ。少し遅おくれれば、それだけ人が死ぬわ。緊急と定てい義ぎしていいと思うけど』


「…………」


　物騒な発言をする時さえ、彼女の声には一つの感情も宿らなかった。……私は昔から、この姉が怖かった。単たん純じゆんに怖いというよりは……その才さい能のうも相まって、むしろ畏い怖ふの対象だった。


『顔剝ぎ連続殺人』


「っ」


　その姉の口から出た、この言葉。私の息を詰つまらせるには、充じゆう分ぶんなものだった。……額ひたいに汗あせをかき、思わず隣を覗うかがう。篠倉綾は、やはり俯いて、そしてキョロキョロと周囲を見ていた。……おかしい。明らかに……おかしい。
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『鈴音、聞いているの？』


「あ、うん」


『分かるわね、顔剝ぎ連続殺人』


「分かるけど……それが、どうしたの？　もう解かい決けつしているでしょう」


『いいえ。微み塵じんも』


　姉の簡潔で、そして無む慈じ悲ひな返答。


「それ、どういう……」


『貴女気付かなかったの？　……鈴音。それだから、貴女はいつまでたっても独どく立りつした仕事が回されないのよ。決して才能だけの問題じゃない』


「…………」


　唇くちびるを強く嚙かむ。出来のいい姉へのコンプレックスは……私の中に元から根を張り続ける、一番の負の感情だった。こんな遠く離れた学校に来たのも、姉から離れたいという、ただそれだけだったと言ってもいい。……悔くやしかった。なにより、言い返すことも出来そうにない自分が、一番悔しかった。


　姉は一息つくこともなく、話題を戻もどす。


『あの事じ件けん。あれは、霊れいが一枚まい嚙んでいるわよ。今日ようやく正式に国から神無家の介かい入にゆうが認められたわ』


「……え？　霊って……まさか」


『そう。ここ数年無かった、久ひさ々びさに厄介なの。完全憑ひよう依い型』


　完全憑依型。その言葉の示しめす恐おそろしさは、私なんかでもよく知っていた。……霊には元々人の心に作用する力がある。でもそれは通常の場合、どんなに行っても人の「気分レベルの変化」ぐらいが関の山だ。やりたくもないことをやらせる……というのは、それこそこの前関わった《中に居る》ぐらいの域の存そん在ざい、霊として一ひと握にぎりの破は格かくの存在ぐらいなもの。それだって、でも、《中に居る》がそうであったように、いくら頑がん張ばっても出来る事は、複ふく雑ざつな身体操そう作さを必要としない自殺の誘ゆう発はつぐらいのもの。


　その事実からして《完全憑依型》……つまり、完全にとり憑ついた人間の精せい神しんと体を支し配はいし、意のままに操あやつる存在は、もう、稀まれ、としか言いようがなかった。稀であるだけにその力は強大で、これが出現した際さいには、神無家も一時総そう動員してことに当たるぐらいの存在。そしてそういうのは得てして、人の体を好き勝手操れるという能力から、世間的にとんでもない事件を起こして回る確かく率りつも非常に高かった。だから……そういう意味では、例の歴史的猟りよう奇き事件《美女連続顔剝ぎ殺人》がソレの仕し業わざだというのは、不思議なことではなかった。むしろ納なつ得とくいくぐらいだろう。しかし……それでも、驚きよう愕がくは隠かくせない。


　私がボンヤリとしていると、電話口に一つ溜め息、そしてまたも無抑揚の言葉。


『確かに第一の犯人……最初の《体》は捕つかまったわ。でも、当の《中身》は既すでに他ほかに移うつっている。それが、確認された。つまり、そう、今はまだ、貴女の居るその地域の周辺に居る可か能のう性せいが高い。逮たい捕ほの瞬間に、他に移った可能性がね』


　ドクンと、心臓が動く。なぜか、隣の人間を……篠倉さんを見ることが、出来なくなっていた。なぜだかは、自分でも、分からない。……分かりたく、ない。頭の中を先さき程ほどの篠倉さんとの会話が満たし始める。この人……さっき、友達が関わったとかどうとかって……。でも、その前に、私、という言葉を呑のみ込んでいた。


『神無家の人員も近々到とう着ちやくするけど、貴女も、事前に調べておいて。どうせ役に立たないのだから、サポートぐらいはしなさい』


　姉の、普ふ段だんなら悔しくて仕方なくなる言葉にも、今の私は反応出来なかった。額どころか、背中にもジットリとイヤな汗をかき始める。……私……どうして今、こんな人気の無いところに居るの？　篠倉さんは、一体、どこに向かっているの？　帰き宅たくじゃないの？　ここは……もう、どうしようもなく人の気配なんかないじゃない……。


『聞いているの、鈴音。とにかく、怪あやしい人間の目星はついているから。一件、そっちであの後模も倣ほう犯はん的な未み遂すい事件があったみたいだけど、その時の目もく撃げき証しよう言げんによる犯人の特とく徴ちようと、そして最初の事件の逮捕時に関わった人間を照らし合わせたら、該がい当とうするのが一名いたから。彼女についてちょっと探さぐってみて』


　彼女、という言葉に、私の喉のどが「ぃぅ」と奇妙な音を鳴らす。篠倉さんは……どうしてさっきからこんなに、《人目を気にしているの？》。どうして、ずっと、キョロキョロしていたの？　私は……私は自分で自分を美人なんて思ってはいないけど……でも……でも。この状況は……なに？


『鈴音。いい？　神無家の合流前に出来るだけ調べておきなさい。勿もち論ろん、分かっているとは思うが、直接の手出しなんてしなくていい。貴女あなた一人じゃ、どう逆さか立だちしたって、惨ざん殺さつされるのがオチ。いい？　彼女に必要以上に近付くのはやめておきなさい』


　姉の電話の声が、どこか遠く聴きこえる。私が足取りをフラフラとさせていると、篠倉さんは、ゆっくりと、未いまだに俯うつむいたままで、こちらに頭を向けた。そうして、ゆっくりと……頭を、上げる。同時に、電話からは、姉の……もう、本当は聞くまでも無かった……しかし絶ぜつ望ぼう的な一言が、発せられていた。


　


『彼女の名前は篠倉綾。第一の事件の終わりに関わり、尚なお且かつ未遂事件での目撃証言に一いつ致ちする……極きわめてグレーな存そん在ざいよ』


　


　グレー？　ハッ……。私は生まれて初めて、姉より先に悟さとっていた。違う。グレーなんてカラーじゃ、ない。違う。彼女は……。


「神無さん……」


　篠倉さんが、ゆっくりと顔をあげて、そして、私を初めて正面から見つめる。しかしその顔は、既すでに周囲が闇やみに包まれすぎていて、ボンヤリとしか見えなかった。そんな中でも分かる程に……篠倉綾は本当に困こまったように微ほほ笑えんで……ぎこちなく、微笑んで、口を、開いてきた。


「ごめんね。迷まよっちゃった。あははー」


「…………」


　灰はい色いろ？　冗じよう談だんじゃない。


　


　篠倉綾は、紛まぎれもなく《漆しつ黒こく》だ。





　　　【鈴りん音ね[image: ]─彼への気持ちを知り、彼女の正体まで知る─】










『鈴音──』


〈ピッ〉


　私は姉との通話を切った。最も早はや、他ほかの人間と会話している場合ではなかった。そんな隙すきを晒さらし続けていられる段だん階かいは、とうに過すぎていた。


　制せい服ふくの下、その体中にジットリと気持ちの悪い汗あせの感覚。確かに暑い日ではあった。でも、既すでに日は沈しずみ、更さらにはそもそも暑さには強かったはずの私にしては、明らかに異い常じような発はつ汗かん。今度は私の方が挙動不ふ審しんになる番だった。キョロキョロと周囲を見み渡わたす。そこは、確たしかに住宅街ではあった。住宅街ではあったが《家》と定義できるものは、殆ほとんどなかった。中ちゆう途と半はん端ぱな建けん造ぞう物ぶつと、灯あかりの灯ともらない家。……つまりは、今まさに開発途上の区く域いき。新しん築ちくの、誰だれも入っていない家と、そして、造りかけの骨ほね組ぐみ。そういったものしかなく……つまりは、どこの家からも光などない。闇やみ。周囲に在あるのは、普ふ段だん街で生活している私にとって睡すい眠みん時にしか出会えないような、そんな、闇。


「神無さん、どうかしましたか？」


　私のその様子の変化に気付いたのだろう。目の前の子──私の発汗の原げん因いんである人間──篠倉綾は、心配するように訊たずねかけてきた。……その表情に少し戸と惑まどう。そうか……完全憑ひよう依い型。そうだ。霊は宿主の精せい神しんを完全にコントロールできるけど、しかしいつでも常つねに支し配はいしっぱなしかというと、それも違ちがう。勿もち論ろん、完全に主しゆ導どう権けんを握にぎることも容よう易いにできる。しかしいくら強大な霊れいとはいえ力を消費するのは同じ。ならば、普段は相手の精神を《ベース》に行動させ、しかし重要なポイントでのみ心に干かん渉しようしている可か能のう性せいが高い。それこそ、本ほん格かく的に出てくるのは、事件を起こす、その瞬しゆん間かんだけなのだろう。


　今は……今は、《どっち》なの……。呼こ吸きゆうを荒あらくして、篠倉綾の様子を探さぐる。無む邪じや気きな、本当に私を心配する表ひよう情じよう。……本体が出てきては、いない？　道に迷ったというのは……霊が内側から、誘ゆう導どうしたから？　じゃあ、いつ……いつ、仕し掛かけてくる？


「神無さん。体調悪いなら、ちょっと休みましょうか？」


「……いえ」


　その言葉が、もう、ホントに善ぜん意いなのだとしても、その全すべて、彼女の一挙一動が、恐きよう怖ふに感じられる。休むって……なに？　こんな場所で？　ここで立ち止まらせて……どうする気なの？


　頭ず脳のうがきちんと働かない。心の中を満たすのは混こん乱らんと恐怖のみ。


　そもそもどうして私なの？　なんで蛍の友達がこんな？　分からない……。いや、分からないんじゃない。信じたくない。この絶望的状況を、信じたくない。この絶望的な……事じ故このような犯はん人にんとの接せつ触しよくを、否ひ定ていしたい。おかしいよ、こんなの。おかしいよ。偶ぐう然ぜんと呼ぶには、あまりに悲ひ惨さんじゃない。なんで私なの？　私じゃなくても──


「…………」


　そこまで考えて、慌あわてて頭かぶりを振ふる。私──今、何考えようとした？　最低な……最低なことを考えようとしていたんじゃない？　私じゃなくてもいいじゃない。どうして私が被ひ害がい者しやなの。他の誰かで……いいじゃない。そんなことを……考えた。最低だ。蛍の死にたがりを批ひ判はんする権利なんて、ありはしない。自分のことしか考えてないのは私の方だ。でも……。


　篠倉綾をチラリと覗うかがって、緊きん張ちようを募つのらせる。……でも、仕方ないじゃない。こんな……こんな環かん境きようなら、誰だって、逃にげ出したくなる。逃げたい。逃げたい。でも……逃げてその先にあるのは、なんだろう。新しく、私じゃない、私の代だい替たいの被害者が出るだけなんじゃないだろうか。そうなったら……私は、自分を許ゆるせるだろうか。


「…………」


　答えは、悩なやむまでもなく、ＮＯだった。正せい義ぎの味方なんかじゃないけれど。でも、自分のせいで誰かが死ぬなんて、どう考えたって、少なくとも気持ちのいいことではない。それを今後一生ひきずるのだとしたら……蛍じゃないけど、それこそ、死んだ方がマシなのかもしれない。蛍ももしかしたら──


「……ふふ」


「？」


　思わず、笑ってしまった。篠倉綾が首を傾かしげる。


　私、こんな時でもまだ、蛍のこと考えている。死にたい死にたいといつも口にしている彼なのに、でも、なぜか彼のことを思い出すと心が落ち着く。恋こいだの友情だの言っている場合ではないのに。生きるか死ぬか、顔を剝はがれるか剝がれまいか、という状じよう況きようなのに。それなのに、彼のことを思い出すと心が救われた。なぜだろう。こんな場所なのに、彼が、とても近くに感じられた。


　篠倉綾が完全に足を止め、なにか考える中、もう切せつ迫ぱくした状況なのに……私の心は、全く別のことを考え始める。それは、蛍のこと。恐怖に満たされるより、彼のことを考えた方が楽しいのは明白だったから。


　私の蛍に対する気持ちは……正直、今まで、自分でもよく分かっていなかった。彼と、結局どうしたいのか、分からなかった。でも、ただ……ただ、一いつ緒しよに居いるだけで、楽しかったから……これ以上ないくらいに楽しかったから。友達だからとか、恋人だからとか、そんなの問題じゃなくて。単たん純じゆんに、一緒に居ることが全すべてだったから。なんでもよかった。友達でもなんでも、明めい確かくな関かん係けい性せいがなくても、一緒に居て楽しいという、それが全てだった。いや、もっと近くに居たいといつも思っていたから……それは、いっそ恋よりも深い感情でさえあったのかもしれない。


　霊れい能のう力りよくのせいで……とまでこの仕事、能力を批判はしないけど、でもそれが要よう因いんで周囲からはやはり浮ういていた私。そんな私に、本当になんの先入観もなく接せつしてくれた彼。それが、私にとってどれだけありがたい存そん在ざいだったか。ドラマや漫まん画がじゃよくあることかもしれない……偏へん見けんのない人に惹ひかれる、ということ。でも現実問題、この世界においては、本当にそうやって接してくれる人なんて、驚おどろくほど希き少しようだった。いい人は沢たく山さん居る。荒すさんだ世の中ではない。でも、本当に「そんなこと微み塵じんも気にしていない」という価か値ち観かんの人は、少なくとも私は、蛍しか知らない。気を遣つかってくれる人は何人も居る。でも、それって、なんか本当の友達じゃなかった。同情みたいなのが入る関係性は……少なくとも、私にとっては対等じゃなかった。だから、それに当てはまらない彼……式見蛍は、私にとって本当に唯ゆい一いつ無む二にで、友達とか恋人とか、そういう定型の表現に当てはめることは出来ない。他人に定義された感情なんかじゃない。私だけの大切な気持ち。ただただ彼はそう……「大切な人」だった。だからこそ、彼が「死にたい」と口にするのが、酷ひどく悲しくもあった。


　篠倉さんがなにかを紙かみ袋ぶくろからごそごそと出そうとしている。……来る、と思った。もう人通りは完全にない。事件を起こすなら、完全に今だった。でも……私の心は驚くほど落ち着いている。自分でも呆あきれるほどだった。まったく……私はいつの間に、こんなにも蛍が全てになってしまったのだろう。恋人でもなんでもないのに。あ、そういえば……彼とは、ケンカしたままだった。ああ……もうこの状況より、そっちの方が気がかりだよ。ここで死んだりしちゃったら、とっても気まずいなぁ。蛍、凄すごく気にしそうだし。死にてぇ、って、絶ぜつ対たい言うだろうなぁ。凄い苦く痛つうの中で殺されたりしたら、私、今の神無鈴音としての人格保たもって幽霊になれる自信もないし。ああ……殺すにしても、ちょっとだけ待ってほしいと思った。それならそれでいいから、蛍に謝あやまってからにしてほしいと、そんな自分でも本気で呆れる思考をしている自分がいた。


「神無さん……ちょっといい？」


　なにか決意したような声が、篠倉さんからかけられる。そうして、今までは俯うつむき加か減げんだった顔を、遂ついに、きちんとこちらに向けた。しかし闇やみでその顔はボンヤリとしか見えない。ただ、なんだか奇き妙みような笑いを浮かべているのは、認にん識しきできた。……背せ筋すじがゾッとする。霊に対する恐きよう怖ふは、昔から接している私にとっては、今や殆どない。でもこれは……こういうのは、別問題だった。こんな、猟りよう奇き的な感かん触しよくは、専せん門もん外だった。怖い。怖い。


　しかし、硬こう直ちよくしそうな体を、叫さけびそうになる喉のどを、折れそうになる心を、防ぼう衛えい本能で矯きよう正せいする。一歩ザッと離はなれて、構かまえる。生あい憎にく体たい術じゆつの経けい験けんなんてないし、勿もち論ろん体を張ったケンカなんてしたこともなく、それどころか運動が得意でさえない私。相手が完全憑ひよう依い型である以上、まずは体から出さないと何もできないけど、でも、そこに至いたるまでに必要なアプローチは絶対的に物理的な戦せん闘とう。つまり、相手を拘こう束そくしなければならない。


　更に、私には相手の体から一いつ瞬しゆんで霊を引き剝はがすなんて芸当、とてもじゃないけど無理。それこそ、姉なら難なんなくやってのけるのだろうけど……。引き剝がしたら引き剝がしたで、出現するのは完全憑依するような強大な霊。それはそれで、結局私にはどうしようもなかった。つまり……どう逆さか立だちしたって、絶望的な状況。構えたってなんにもなりはしない。でも……でも。なにもせずに殺されてしまう気なんて、当然なかった。みっともなくてもなんでも……生きたかった。蛍に会いたかった。


「来るなら来なさい！」


　本当は今にも泣き出してしまいそうな自分に喝かつを入れる意味で、大きく声をあげる。瞬間──状況が、動いた。


　篠倉が動いたのではない。


　状況が、動いた。


　目の前でこちらを向いていた篠倉綾に、唐とう突とつに、横から何かがぶつかった！


「っ！」「？」


　場が一気に混こん乱らんに包まれる。なにがどうしたのか分からない。灯りがないせいで、余よ計けいに認にん識しきが遅おくれる。しかしどうにか心を現実に追いつかせると……ようやく、まず、認識。気付いた時には篠倉綾はアスファルトの上に倒たおれていた。いや、倒れていた、というより、倒されて、いた。そしてもがいていた。そう、上にのしかかる物をのけようと、もがいていた。足と手をバタバタと動かし、しかしそれらが効こう果か的に作用していない状況。空回り。


「なっ！」


　ようやく口から声が漏もれる。ただでさえ異常な状況だったのに、そこにこの全くの予想外の事態で、どう動いたらいいのか判はん断だんがつかない。私の判断を鈍にぶらせた要因はもう一つあった。篠倉綾にのしかかっている「モノ」……それは明らかに、一人の、人間だった。制服を……少なくともうちの高校とは違う制服を着た人間。女子。そこまでは認識できる。でも、誰なのかは、分からない。顔が見えないのではない、微かすかに見えてはいるのだが、しかし、私の記き憶おく内にその顔に該がい当とうする人物がいない。いや……それどころか、こんな……こんな鬼き気き迫せまる表情をした人間を見たことが、かつて、ない。


「ああああああああ！」


　叫びともいえない、ただただ単純な「声」をあげる少女。彼女は、一瞬服ふく装そうを見なければ「少女」とさえ認識できないほどに、顔を歪ゆがめていた。対して、篠倉綾の方も苦しそうに身をよじっている。よく見れば、篠倉の首には少女の手がかかっていた。首を絞しめられている。篠倉綾の下半身はのしかかる少女を跳はね除のけようとジタバタ暴あばれ、両の手は首元の相手の手をどかそうと必死に動いている。


　……あまりにも色々なことが思考の範はん囲い外。私の今とるべき行動は、なに。なんなの。なにをすればいいの。とにかく……いや、犯人……篠倉綾を拘束するのが最優ゆう先せんだ！　少女が何者かは分からない。でも、これは篠倉綾を確かく保ほする格かつ好こうのチャンス！　加か勢せいするなら、謎なぞの少女の方！


　私はようやく判断をつけると、二人にダッと駆かけ寄よった。そうして、篠倉綾の足でも押さえておこうか──と、考え、様子を覗うかがい、いや、待てと次の迷まよいが生じる。


「ああああああああああ！」


　狂くるったように首を絞め続ける少女と、そして、苦く悶もんの表情を浮かべる篠倉綾を見る。な、いや、このままじゃ、いくらなんでも篠倉綾が死んで──。


「ちょ、流石さすがにそれはやりすぎ──」


「ああ！」


「！」


　少女の肩かたに手をかけると、途端に強い力で……華きや奢しやな体たい軀くに似合わない常じよう軌きを逸いつした力で振ふり払はらわれ、尻しり餅もちをつく。


「あああああああああああああああ！」


　更に篠倉綾の首を絞め続ける少女。なに、これ。一体どうなっているの。私は一体どうしたらいいの。もう、状況が一瞬のうちに二転三転して、思考する気にもならない。


　と、とにかく、どちらにしても死人が出るのは、まずいのではないか。いや、でも、だからといって篠倉綾を助ける行動をするの？　そんなこと、するの？　そうしたら──ああ、もう、どうすればいいの！


　私がもう完全に混乱のみに心を支し配はいされていると……目の前で、またも、状況が、一転。……いや、世界が、反転した。篠倉がなぜか、首元の抵てい抗こうを諦あきらめたように、片かた手てを宙ちゆうに掲かかげる。


「──っ」


　篠倉綾が苦悶以外の何かの声をあげ……そして瞬間、彼女の手元に、《鉄パイプ》が出現する。そう、出現、した。


「な、」


　篠倉綾はその鉄パイプを、手だけで勢いをつけて、のしかかる少女のわき腹ばらにヒットさせる！　それほどの威い力りよくではなかったけれど、しかし意外な攻こう撃げきに不意をつかれた少女は「ぐっ」と呻うめいてその体を横転させた。途と端たんに篠倉綾は立ち上がり、数歩よろよろと距きよ離りをとり、手に鉄パイプを構えたまま、ごほごほと唾だ液えきを伴ともなった咳せき払ばらいをする。


　私の頭の中はもうぐちゃぐちゃだった。今のは……なに？　いや、この不思議に該当する事象を、私は既すでに知っていた。でも、それこそが、だからこそ、余計に、不ふ可か解かい。今のは……今のは、蛍の、霊体物質化能力だ。あの鉄パイプ、よく見れば、ホンモノの鉄パイプではない。霊力で構成されている。それに、今までは鉄パイプに見えていたが、しかし改めて見ると、それはパイプでもなんでもなく、ただの、丸い鉄の棒ぼうだった。その事実は余計に、《イメージ》で《咄とつ嗟さに作られた》という印象を醸かもし出している。それも刃は物ものではなく、しかも丸い形状にしているあたり、相手に対する気き遣づかいみたいなのさえ感じられ……それは、まさに、蛍だった。物質化能力を持っている人間なんて、彼以外に居るはずがないし、それよりもなによりも、その咄嗟の配はい慮りよした行動こそが、私にとっては蛍でしかありえなかった。でも……そこに居るのは、篠倉綾。髪かみの長い、女性の──


「……え？」


　そこで、気がついた。篠倉綾の、髪の毛が、短くなっている。短い。それこそ……蛍と同じくらいに。いや、短くなったのではない。ある予感を伴って確かく認にんしてみると、やはり、先さき程ほどまでもみ合っていた場所に、髪の毛の束が……否いな、カツラが、落ちていた。女性の長髪のカツラ。再び篠倉綾を見る。


「……あ、ああ？」


　もう、頭の中がぐちゃぐちゃどころの話ではなくて……意い識しきしていないのに声が漏れる。そこで鉄パイプを持っていた人物は……紛まぎれもなく……。


「け、蛍？」


　蛍だった。式見蛍だった。篠倉綾ではない……式見蛍。赤い女性の衣服を纏まとった、式見蛍。彼女……い、いや、彼は、腹部を押さえて呻いている少女に向かって、大きく声をあげる。


「アヤ！　なんで！」


　…………。


　もう、事じ態たいは私の理解できる域いきを遥はるかに超こえていた。





　　　第五章　厄やく日びの最後の大災さい厄やく










　──数すう刻こく前、式しき見み蛍けい──


　


「マジかよ……」


　僕ぼくはバイトを続けながらも、小さく舌した打うちをして毒づいていた。遠くの物もの陰かげからこちらを「隠かくれているつもりで」覗うかがっているらしい、女子高生。神かん無な鈴りん音ね。彼女の姿すがたを確かく認にんしてから、僕のテンションは著いちじるしく下か降こうを辿たどっていた。……もう、死にたい。このバイトを知り合いに……特に鈴音に見られるぐらいだったら、もう、ホントに、本気の本気の意味で、死にたかった。


　端たん的てきに言って、つまり僕は、今、女じよ装そうしていた。そもそもがそういうバイトだった。……自分の名めい誉よのために言っておくが、趣しゆ味み嗜し好こうでは断だんじてない。そ、そりゃ、まあ、ちょっとは「お、案外いけるもんだなぁ」なんて鏡見て感心してしまったりはしたけどさ……。こほん。


　始まりにして第一の不幸は先せん輩ぱいの最低のイジメだった。いや、あの人にイジメの意い志しは実じつ際さいこれっぽっちもないのかもしれないが。ただ単たん純じゆんに、「時給が破は格かくに良い」という理由だけで、この仕事を……本来女性オンリーの仕事を僕にとってきたのだから。


　第二の不幸は、なんの因いん果がかこのバイト、僕の採さい用ようが通ってしまったことだ。初めからある程てい度ど先輩の圧あつ力りよくもあったみたいだが、それよりなにより、自分でも引くぐらいに女装が嵌はまってしまったのが一番の不幸。自分で言うのもなんだが、体形もスリムだから、控ひかえめに言っても一いつ般ぱん的な女子レベルには全然なれていた。そこに当然胸むねを演えん出しゆつしたりするわけで、それをちょっと過か剰じようにすると断だん然ぜんスタイルも良くなって、なんていうか、結果的に、「元が男で過剰演出したからこそ、普ふ通つうの女性より美人」みたいな感じになってしまい……。オーナーさんに「オッケェ！」とグッと親指を立ててお墨すみ付つきを貰もらってしまったのだ。しかもどうも女性ばかりの職しよく場ばのため男手は欲ほしかったらしく、女性の形なりだけど実は男という存そん在ざいは、結けつ構こう渡わたりに船だったらしい。


　そういった色々な不幸が重なった結果が、この、信じられないバイト状じよう況きようだった。


　ただ、女装、とはいえ、しかし実際それが周囲にバレなければそれほどどうということはないわけで、まあ、最初一時間ぐらいは戸と惑まどったものの、やることとしては結局男だろうが女だろうがバイト内ない容ように大きな違ちがいはないので、予想していたよりは結果的に色々とスムーズだった。着ている当人視点からすれば、自分が女性の外見なのは見えないから尚なお更さら。男性なのがバレるのを防ふせぐため、上半身が半はん袖そでである以外は、肌はだの露ろ出しゆつとかも少ないファッションだったので、余計に女装している感覚がなかった。露出している腕うでに関しても、元々ぷにぷにほっそりだから特に何もしてないし。まあ、長髪カツラだけは違い和わ感あったけど……。


　だから実際、アヤとの再さい会かいはこの服装でだったわけで、当然、アヤに気付いたのは僕からだった。……話が盛もり上がって急速接せつ近きんできたのも当然だ。これほど笑える再会はあるまい。最初からとんでもない話題があったのだ。


　ただ、そんな中で一番の恐怖は……この状況を知り合いに見られるという、その一点だけだった。短期のバイトだし、それほど友達も多くないしと高たかを括くくっていたのだが……。甘あまかった。


　遠くでチラチラとこちらを窺っている鈴音を見る。……なんなんだ、アイツは。目的が明らかに僕なのが明白だった。絶対にこちらに気付いている。なんですぐに寄ってこないのかはよく分からないが……はぁ。死にてぇ。


　僕が落らく胆たんしていると、鈴音は、一人でなんか注目を集める奇行を行った後、あろうことか決意したようにこちらに近寄ってきた。……もう、腹はらを括るしかない。僕も彼女を待つ。


　鈴音が目の前まで来て、足を止める。……死し刑けい宣せん告こくを待つような空気。僕がすっかり諦あきらめていると、鈴音は、一言……意外な出だしで言葉をかけてきた。


「ええと……篠しの倉くら、綾あやさん？」


「…………」


　……一瞬にしてこの事態の意味を深く思考、思考、思考。即そく座ざに答えを出し、そして僕は……この最後の希望にすがりつくことにした。


「あ、ええと、はい、そうです。篠倉です、けど……」


　僕はバイトで既に慣なれ切っていた特とく技ぎの裏うら声ごえを使い、アヤのキャラクターを出来るだけトレースしようと脳のうをフル回転させつつ、そう返していた。……余よ計けいなドツボにはまった感覚は、最初からあったけど。


　


　──再度現在　式見蛍──


　


「アヤ、どうして！」


　僕は目の前で倒たおれ伏ふす少女を信じられない思いで見ながら、それでも先さき程ほどのアヤとは思えない表情に警けい戒かいして、鉄の棒ぼうを構かまえたまま声をあげた。


　僕らから少し離はなれた場所で尻しり餅もちをついている鈴音をチラリと覗うかがう。そして心の中で舌した打うち。クソッ、こっちはこっちで、僕の変な噓うそのせいで完全に混こん乱らんしていて、今しばらくは頼たよりになりそうにない。アヤのこの異い常じようすぎる行動はどうも霊れいが一いち枚まい嚙かんでいる気がしてならないが、しかし今の鈴音に説明しろと訴うつたえたところで、「逆にそっちこそ説明して！」と返されてしまいそうだ。そりゃそうだ。今、彼女の中は、綾が蛍で蛍が綾で、でも襲しゆう撃げき者しやを蛍がアヤと呼んで、蛍は女装していて……みたいな、もう、多分どうしようもない混乱状態なのは目に見えている。ああ、もう、ちょっと噓ついたからって、ここまで天てん罰ばつ下さなくたっていいだろうがよ、神様！


　それに、僕は僕で、冷静とはとても言い難がたかった。この状じよう況きようになる前から、だ。……鈴音があろうことか帰き宅たくについてくるとか言い出して、なんか凄すごいしつこいから結局押し負けてしまい、だからと言ってまさか式見宅に帰るわけにもいかず、更には着き替がえたら結局バレるからバイト衣い装しようのままで帰宅したりでどんどんドツボにはまり始め、電車にテキトーにのるのもありえないのでふらふらと住宅街方面に歩き始めたのはいいものの、鈴音は家まで送るとか言い出し、しかもなんか話題も要よう領りよう得ないしで、もしかしたら気付いていてからかわれているのではないかという疑ぎ心しん暗あん鬼きに捉とらわれ始めるしで……。まあ、どうも気付かれてはいないっぽいと途中で悟さとりはしたけれど、しかし毎日顔をあわせている人間だけにマトモに顔あわせたら絶対バレると思い、顔を伏ふせて伏せて逸そらして逸らして対応。


　そうこうしているうちにいつの間にか場所はとんでもないところまで来ちゃって迷まよっちゃっているし、かといって歩みを止めるのもおかしいからズンズン進んでいくも、なんか新しん築ちく区く域いきに来ちゃったりで、もう、心に汗あせをダラダラかき始めていたら……なんか鈴音は鈴音でケータイで電話してから様子がおかしく、体調が明らかに悪い感じで脂あぶら汗あせかきはじめているしで……そもそもからして僕だって心乱みだれまくりだった。


　そこに、そのタイミングでこの、アヤの……ホンモノの篠倉綾の襲撃。僕が一番その状況を信じられなかった。鈴音が「来るなら来なさい！」と声をあげた途と端たんに来たことから、すっかり鈴音はなんか全部知っているものだと思っていたのだが……なんか彼女は彼女で戸惑いまくりだし。アヤはアヤで、僕に唐とう突とつにのしかかってきて、なぜこんなとこに居るかも分からなかったし、それどころか凄すごい形相だし、力は女の子のものとは思えない勢いきおいだしで……僕の方がもう、泣きたかった。なにがなんだか分からなかった。いや、多分、アヤ、僕、鈴音、全員当事者なのに、全員が全員、状況をちゃんと把は握あくしていない。皆みな多分情報の断だん片ぺんを握にぎっているだけだ。中でも一番混乱しているのは、多分鈴音だろう。まずは彼女に僕の女装と勘かん違ちがいを説明するのが先決だとは思われた。


　しかし、僕がそうして次の行動を考えているうちに……アヤは、よろよろとだが立ち上がってしまった。元々それほど力を入れて攻こう撃げきはしていない……というか、出来るはずもなかった。だから、その不意の驚おどろきさえなくなれば、ダメージは殆ほとんど無いと言っていい。アヤはゆらりと立ち上がると……あの、なにか獣けものじみた鬼き気き迫せまる表情を、再ふたたび僕に向けた。


「おい、どうしたってんだよ、アヤ！」


「あああああああああああ！」


「っ！」


　僕の声も虚むなしく、再度アヤが迫り来る！　その速度は、《中に居る》とまではいかないが、しかし一いつ般ぱん的な人間の……少なくとも普通の女の子であるアヤが出すには明らかに異常な速度だった。肉体が暴ぼう走そうしているような、そんなイメージ。当然、ケンカ経けい験けんなんて殆どない僕がそうそううまく捌さばききれるわけもない。


「うぁ！」


　再び押し倒されかける。しかしその前に僕は、どうにか手に持った鉄てつ棒ぼうを振ふり、軽く体に当てて、牽けん制せいする。勿論致ち命めい的なダメージを与あたえる気はなかったが、しかしそれでもアヤは、武ぶ器き持ちと丸まる腰ごしの差に警けい戒かいしてか、攻勢を一いつ旦たん止めた。そのやりとりの後に……ようやく、尻餅をついていた鈴音が立ち上がり、声をあげる。


「け……蛍？」


「ああ、そうだ！」


　ようやく事態を察し始めたらしい彼女に、力強く答える。しかしそれでもまだ、鈴音の目は戸と惑まどいに揺ゆれていた。くそ、戦せん闘とうしながら説明なんてしてる余よ裕ゆうは無いぞ……。


「し、篠倉綾が……け、蛍？」


「アヤはあっちだ！　あっちがホンモノのアヤ！　篠倉綾！」


「え、でも、綾さんは……」


「だから、お前が今まで《篠倉綾》だと思っていたのは僕だ！　僕、式見蛍！　お前、実際に篠倉綾を見たことなく、前情報だけで判はん断だんしたんだろう？　僕が、そこにつけこんだんだ！」


「え……と。え、その、なんで？」


「だから──」


　と説明しようと振り返ったたところで、背せ筋すじに殺気を感じて、思わず考えもなしにその場を跳とぶ。瞬間、元居いた場所にアヤが爪つめでひっかこうとしたような一いつ閃せんが通り抜けた。……普通ならひっかき傷で済すむような攻撃なのに、その速度が、避よけた際さいに感じた風ふう圧あつが異い常じようで、喰くらっていたらかなりマズイ事態になっていたんじゃないかと、僕の体が本能的に感じて冷や汗をかく。


　僕は説明を一旦放ほう棄き、とにかく大事なその一言だけを、鈴音を見ずに叫さけんだ。


「とにかく、今はこれをなんとかしないと！　鈴音、加勢して！」


「あ……う、うん！」


　納なつ得とくはいっていないが、決心はついたのだろう。鈴音は再びザッと構えて、僕のすぐ隣となりまで来る。よし……これで鈴音の方の心配はとりあえずいらない。


　しかし、状況はどうにも芳かんばしくはなかった。今のアヤの身体能力は……正直、男の僕でも敵かなう気がしない。今まではどうにか不意をうつような攻撃で凌しのいできてはいるが、相手が慣なれてきたら、もうどうしようもない。とりあえず、なんとか体勢を整えるだけの余裕が欲ほしかった。なにか、状況を打破する一因が、欲しかった。


「憎にくい……」


「？」


　アヤが、ここにきて初めて、奇声以外の声をあげる。


「憎い……」


「アヤ？」


「……憎い……。美しいモノが……憎い」


　しわがれた、普段のアヤとはかけ離れた声。禍まが々まがしい……醜しゆう悪あくな、声。


「ど、どうしたんだよ……アヤ……」


「憎い……憎い……。美び貌ぼうが、憎い。貴き様さまが……男でありながらその美貌を持つ貴様が、なにより、憎い！」


「っ！」


　途と端たんに、アヤが全身に力を入れるのが分かった。来る──その尋常じゃない殺気に、僕と鈴音の体がひきつる。しかし、その瞬間──


　


「ただの妬ねたみを堂々と正当化してんじゃねえよっ！」


　


　男だん性せいの声。と共に、脇わき道みちから人が飛び出してきたかと思うと、彼──そう、彼は、アヤの腹ふく部ぶに掌しよう底ていを入れ、うっと呻うめいた彼女の腕うでを間かん髪はついれず背せ負おい、そして──


「せやぁぁぁぁ！」


　驚おどろく程ほどの鮮あざやかさで、一本背負いをかました。アヤが仰あお向むけに倒れ、一瞬動かなくなる。その事態にも充じゆう分ぶんに驚いていたが……僕の視し線せんは、どちらかというと、その男性の方に主に向けられていた。その……よく知った顔。


「陽よう慈じ？」


「よぉ、蛍。随ずい分ぶんとドラマティックな再さい会かいしたもんだな、おい」


　そこに居たのは、陽慈……僕の、中学時代の先せん輩ぱいであり、小学生の頃ころからの友人の、星ほし川かわ陽慈だった。……もう、わけのわからなさが加速度的で、もうなんか、一種の諦あきらめの感覚さえ心の中を満たす。


　僕と鈴音がその状じよう況きように呆ぼう然ぜんとしていると……今度は唐とう突とつに、二人の手首が誰だれかにガッとつかまれた。「っ」と声にならない驚きの声をあげてそちらの方向を咄とつ嗟さに見ると……。


「……ユウ？」


　そこに居たのは、似に合あわない真しん剣けんな表情をした、僕の同どう居きよ人にんだった。


「今の内に逃にげよっ！」


「え、え？」


　僕も鈴音も、とにかく戸惑う。それはそうだろう。しかし……ぐいっと引っ張るユウの行動に、僕と鈴音はすぐに動どう揺ようしている場合ではないことを悟さとっていた。この頃になるともう、納得いかないことがいくらあっても、その時するべき行動には関係ないということを、僕も彼女もとっくに悟っていたのだ。今は……とりあえずアヤが動けないうちに、一いつ旦たん状況を離り脱だつする必要性がある。それは明白。だから……。


「おい、こっちだ！」


　遠くの新しん築ちく建築物から、明らかに不法侵しん入にゆうとしか思えないのだが、先輩が……真ま儀ぎ瑠る紗さ鳥とりその人が手を振ってこちらに合図を送っているのを見ても、僕と鈴音は一つ嘆たん息そくするだけで、もう何も言うことはなく、黙だまって、ユウと陽慈と一緒にそこに向かって走り出したのであった。はぁ……もう、死にてぇとか言っている余裕さえない。


　


　その家の中の詳くわしい間取りは、生あい憎にく今の僕らにはよく認にん識しきできなかった。それなりに広く、二階建て、庭付き、というぐらいの認識。なぜかといえば、現在まがりなりにも「隠れて」いる状況から、電気をつけるわけにはいかなかったし、そもそもつけようとしたところで、まだ電気が通っていなかった。なぜか先輩が準じゆん備び良く持ってきていた小型ランプ型懐かい中ちゆう電でん灯とうでボンヤリとお互たがいの顔、そして一階のリビングとなるのであろう空間は認識できたが、それ以上のことはよく分からなかったし、いや、わざわざ探たん索さくしようとさえ思わなかった。不法侵入、更さらには時間も無いであろうこの状況で、余計な情報には誰も興きよう味みなかった。


　そして、その全員が、居い間まで床ゆかにペタンと一旦座すわった瞬しゆん間かん……全員が全員、一いつ斉せいに、同じ意味の言葉を発した。


『一体、何がどうなっているんだ（の）！』


　……誰一人として、どうやら、正しく状況を認識しているヤツがいないようだった。皆が皆、断だん片ぺん的な情報しか持っていない状況で、現在のこの状況に至いたっている。もしこの状況がちゃんと分かっているヤツが居るとすれば、それはここまでの流れを一つ上の次元から見ているような存そん在ざいだけだろう。


　とりあえず、僕はまず、僕にとっては現在一番不ふ可か解かいな人物……陽慈に顔を向けた。


「そもそも、まず、なんで陽慈がココに居るんだよ」


　僕の言葉に、なぜか陽慈はムッと顔をしかめる。


「おいおい、颯さつ爽そうとピンチを救った友人に対しての第一声が、それなのかよ。悪い意味で相変わらずだな、蛍。っていうか、何だその服」


　その陽慈の態度に、僕の方もまたムッとする。


「なにが颯爽と、だよ。なに？　僕のストーカーなんじゃないの、陽慈。こんなところまで来ちゃって」


「な、てめ、ふざけんな！　お前は『ありがとう』の一言もいえないのか！」


　立ち上がる陽慈。僕はふっと溜ため息いきを吐ついて、横を向き、テキトーに声をあげる。


「『ありがとう』」


「くぅぅ～！　相変わらずムカツク～」


「陽慈も、相変わらず無む駄だに力入っているよね」


「お前が脱力しすぎなんだ！　死にてぇ死にてぇ言うヤツより遥はるかにマシな自覚はあるぞ、オレだって！」


「どうだか。力入りすぎて空回りして他人に迷めい惑わくかけまくるヤツより、一人で誰にも迷惑かけず死にてぇって言っている方がよほど良心的だと思うけど」


「……おうおう、早さつ速そくやるか、式見蛍君よぉ」


　ポキポキと手を鳴らす陽慈。……まったく、どこの漫まん画がだ。


「やらない。あーあ、手が早い男ってサイテー」


「死にたがり野や郎ろうに言われたかぁない！」


　僕と陽慈はバチバチと火花をちらす。ちょっと暗くら闇やみの空間がその火花で明るくなったぐらいだ。……イメージだけど。


　僕らがそうしていると、唐とう突とつに、先せん輩ぱいがパンパンと手を打った。


「はいはい、仲が良いのは分かったから」


　先輩が場を仕切るようにそんなことを言う。僕と陽慈は顔を見合わせ……そうして、それから、二人でハモッて同じことを言った。


『いや、アンタ（お前）が仕切るな』


「…………」


　いつも状況を引っ搔かき回すこの人にだけは、僕も陽慈も仕切られたくなかった。先輩が額ひたいに汗あせをタラリと流し、そして、こほんと咳せき払ばらい、気まずそうに視し線せんを逸そらす。


　それを流石さすがに見かねたのか……鈴音が、おずおずと声をあげた。


「えっと……あの、とりあえず、今はそういう場合ではないのでは……」


　鈴音の言葉に、流石に僕と陽慈は黙だまり、お互たがいに少し反省した。片かた隅すみで先輩が「なんで巫み女こ娘むすめの言葉には従じゆう順じゆんなんだ……」と珍めずらしくいじけていたが、当然誰もフォローには回らなかった。ある意味で団だん結けつしているチームとも言える。


「でも、本当に、なんで星川さんがここに？」


　鈴音は不思議そうに首を傾かしげていた。その言葉に僕もまた首を傾げる。


「あれ。陽慈のこと知っているのか、鈴音」


「え、あ、うん」


　僕の問いに、鈴音がなぜか気まずそうに俯うつむく。と、なにか察さつしたのか、陽慈が慌あわてて横から入ってきた。


「いや、その、オレの方から声かけたんだ。うん。彼女は悪くない」


「？」


　何のフォローなんだかよく分からなかったが、僕は一応頷うなずいておいた。


「ええと……ナンパ？」


「違ちがう！」


「いや、だって、声かけたって……」


「お前の知り合いだったから、声かけたの！」


「うわ、コネ使ったナンパ？」


「だから違うって！」


「やめてほしいなぁ、そういうの。特に鈴音にナンパとかすんなよ。ムカつくなぁ」


　その僕の言葉に、今度は鈴音がなぜか「え？」と反はん応のう。しばしして、なぜか顔を赤くしていた。……なんなんだ。僕がそれを見守っていると、陽慈がキョトンとして訊たずねてきた。


「あれ、神無さんって、蛍の彼女だったのか？　友達だって聞いていたけど……」


「へ？　友達だけど？」


「え？　じゃあ、なんで、ナンパがムカつくとか言っているんだ？」


「ん？」


　……そういえばそうだ。なんでムカついているんだ、僕は。変なの。


「さあ……」


「さあって」


「いいじゃん。陽慈＝ムカつく。これが全すべて。絶ぜつ対たいの真理」


「その結けつ論ろんぜってぇ納なつ得とくいかねぇんすけどっ」


　陽慈は心が非ひ常じように狭せまかった。ダメだなぁ……。と、僕と陽慈がそんなやりとりしている傍かたわらで、鈴音はなぜかちょっとガッカリしていた。なんなんだ……もう。さっきから、謎なぞを解かい明めいするどころか、却かえって謎が増ふえまくっているぞ。特に鈴音に関することで。


　なんか流石に話が一向に進まないことに危き惧ぐを抱いだいたので、僕は、今度はユウの方に顔を向ける。彼女は待ってましたという風に顔をキラキラさせて僕の目を見つめてきた。


「…………」


「ケイ？　あれ、質しつ問もん、しないの？」


「……いや、そこまでなんか期待した目されると、逆ぎやくになにも訊ききたくなくなるのが僕というか……」


「訊いてよ！　謎だらけでしょ、私！　魅み力りよく的な謎に満ち溢あふれているじゃない！　まさに現代の峰みね不ふ二じ子こ！」


　絶対違う。


「ううん……なんなんだろうなぁ、この、『ユウのことはどうでもいいや』っていう、後回し感情は」


「ヒドッ。さりげにかなり酷ひどいこと言ったよ、今！」


「いいや。癪しやくだけど陽慈に訊こっと」


「えええええ～！」


　ユウはなんか涙ながらに僕にすがりついてきていたが、逆にそれが余計にうざったかったので、僕は本当に質問を陽慈に絞しぼることにした。先輩という選せん択たく肢しは……そもそも無かった。あの人には、真ま面じ目めな状況では話題を振るべきじゃない。僕のその思考に気付いているのだろう。先輩は、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような悔くやしい感満まん載さいの顔をしていた。うん、やっぱりなんだかんだ言って、陽慈という一番マトモな人種が居てくれて助かったかも。


「で、陽慈。これは一体どういう？」


　僕の真面目な表情に、陽慈も、キリッとモードを変へん更こうした。その様子に、鈴音がぽつりと「あ、さすがホントの友達……」となんか感心していた。聞き流しておく。


「ああ、いや、どうもこうも……。なんかそこの幽ゆう霊れい同居人さんが帰き宅たく中のオレに急にまとわりついてきてな……」


「ああ、ごめん。本気で迷惑かけた」


「いや、お前の方こそ大変みたいで……」


　僕と陽慈が溜め息吐いていると、ユウが後ろで「変な共感やめてよ！」と騒さわいでいた。


「で、まあ、その、ユウさん？　がオレのところに来たのは、単たん純じゆんに蛍のことを訊きたかったからなようなんだが……」


「それが、どうしてここに？」


「いや、話している最中に、ユウさんが急にそわそわし始めてな。『なんかケイが気になる……』とか言い出して」


「え？」


　僕はなんかその表現にラブっぽいものを感じて、ユウの方を思わず見てしまう。するとユウがポッと頰ほおをそめながら、僕に告げてきた。


「うん……。なんか急に、ケイが……ケイの《生死》が気になりだしたんだよっ」


「なんでやねん」


　なぜか関西弁べんでツッコンでしまった。ああ、僕のキャラが崩くずれている……。ユウが自身も不ふ可か解かいそうな顔をして、説明を続ける。


「いやホント、なんでか自分でもわかんないの。とにかく、なんかケイの安あん否ぴが気になって気になって……」


「安否って……。まあ、死にたがりだから分からないじゃないけど……」


　僕らが首を捻ひねっていると、意外なことにその疑ぎ問もんに答えを出したのは鈴音だった。「ああ、それはね」と、今までもじもじしていたのに唐とう突とつにズイっと出てきて、「説明」出来ることが嬉うれしいのか完全にモードチェンジして活いき活きとさえし始めていた。


「多分ユウさんには、段だん々だんと蛍の《守しゆ護ご霊れい》としてのチカラが備そなわり始めているんだよ。ずっと付き従したがっていることによって、次し第だいに《魂たましいの繫つながり》が形成されてきていて、今回はどうやら元々蛍の命が篠倉さんに狙ねらわれていたみたいだから、それに反はん応のうしてユウさんに《虫の知らせ》みたいなカタチで伝わったんだね。ちなみに家族間や友人間における《虫の知らせ》と言われるものもこれが──」


「で、先せん輩ぱいはまたなんで？」


　僕は鈴音の説明が既すでにエピローグ（本ほん編ぺんより長い）に突入していたため、顔を先輩の方に向けた。僕もユウもすっかり顔を鈴音から逸そらしたのだが、勿もち論ろん付き合いの浅い陽慈はそんなこと知らなかったのだろう。可哀かわい想そうなことに、鈴音の説明に真面目に頷いてしまったが最後、なんかマンツーマンで説明を受けさせられていた。陽慈が恨うらみの籠こもった視線で僕をチラリと覗うかがい、「どうにかしてくれ」とアイコンタクトを送ってきたが、それを僕は着信拒きよ否ひして、完全に先輩の方に顔をむける。先輩はようやく話題が自分に向いて嬉しかったのか、「おお、それはな──」と説明を開始しようとしたが、それを今度はユウが遮さえぎった。


「あ、それは私が呼よんだんだよ。私がと言っても、連れん絡らくとったのは勿論陽慈さんだけど。知り合いで一番頼たよりになりそうな人って思った時、真っ先に思いついたもんだから……」


「ああ、そうか。なるほどね」


　僕はユウの方を見て頷いた。先輩はユウの声が当然聴きこえないので、途中まで一人説明を続けていたが、僕の視線が違う方向を向いて頷いているのを見ると、事態を察したのだろう。またガックリしていた。今回の先輩は珍めずらしく空回りモードである。霊関係のこととなると途端に蚊か帳やの外感あるからな……この人。実じつ際さい、今、役に立つのかと考えても結けつ構こう微び妙みような人材だった。体力的には、霊が見えるらしい陽慈（彼が見えるとは今まで知らなかった）が居いるわけだし……。実際、《中に居る》の時も密ひそかに思っていたのだが……。


「先輩……微妙に役立たず？」


「！」


「あ」


　僕の呟つぶやきはこの静せい寂じやく環かん境きようでは予想外に響ひびいてしまい、結果、先輩の耳に入ってしまったようだった。真儀瑠紗鳥、ガックリと崩くずれるの図。おお……珍しいったらありゃしないな、この光景。まあ、普ふ段だんがアレなだけに、一度自信喪そう失しつすると結構[image: ]へこむ性た質ちなのだろう。……面おも白しろい。い、いや、面白がっている場合じゃないな。こほん。


「まあ、先輩はさておき……」


「！」


　話を逸らそうと僕なりに配はい慮りよしたのだが、「さておき」はマズかったようだ。真儀瑠紗鳥、こちらに背せを向けてしゃがむの図。……あの人、いよいよ本格的に使えなくなってきたな……。


「とにかく先輩にかまっている場合ではないから……」


「うぅ……」


　あ、泣いた。……もう追い討うちはやめよう。


「ユウ達はじゃあ、現げん在ざいのこの状じよう況きようをちゃんと認にん識しきしているわけではなくて、単たん純じゆんに、僕が危あぶないかもってぐらいの認識で来たんだね？」


「うん、そう。一体なんなの？　あの、ケイに襲おそい掛かかっていた女の子」


「それは……」


　僕がそこで詰つまると、陽慈もこちらを向き、鈴音もピタリと説明をやめ、先輩も一応目をこちらに向けてはいた。僕は……やはりどうにも、口を開くことが出来ない。見かねたように陽慈が代わりに言った。


「篠倉綾。オレと……そして蛍の、幼おさな馴な染じみだ」


「え？　幼馴染さんが、なんでケイを襲うの？」


「それはオレが訊ききたい。どういうことだ、蛍」


　陽慈が僕に視線を向ける。しかし、その問いに対する答えは、僕の方こそむしろ訊きたい。


「いや、僕が一番訊きたいよ。まあ……霊関係なんだろうとは思うんだけど……」


　そう言いつつ、僕は鈴音を見る。僕の視線の動きに合わせて、陽慈、ユウ、先輩の目も鈴音に移うつった。彼女は「そうね……」と何か一いつ旦たん頭の中で整理するように沈ちん黙もくする。多分僕の女じよ装そうに関しての混こん乱らんが彼女の中ではもう収おさまってきた頃ころなのだろう。ならば、今の状況を一番理解できているのは鈴音だ。


　鈴音はなぜか僕を一旦チラリと見て、口をつぐんだ。しかし……意を決したように、喋しやべり始める。


「彼女は……篠倉綾さんは……。《美女連続顔剝はぎ殺人事じ件けん》の、犯はん人にんよ。いえ……正確には、犯人の霊れいに体を乗っ取られている……加害者であり、被ひ害がい者しや」


「…………」


　目の前が、真っ暗になった。


　


「……なるほどね」


　陽慈が顎あごに手をやって呟いているのが目に入る。ユウも先せん輩ぱいも神妙な顔でそれぞれ納なつ得とくしている風だった。僕はと言えば──


「蛍、大だい丈じよう夫ぶ？」


　鈴音が声をかけてくる。しかし、僕は、決して悪気はなかったのだけれど、それを無視してしまった。……彼女の説明が、理解は出来た。本当に。流石さすがに「絶対にアイツが犯人なわけない！」なんて言い張はりもしなかったし、鈴音が言うのなら、そうなのだろうなと、理解はした。今回は特に、アヤが悪いわけではなくて、体を乗っ取られているのだから、それに関しては、反論するようなことじゃない。彼女の人ひと柄がらとか、関係ないからだ。でも……それでも……


「……理り不ふ尽じんだ……」


「え？」


「…………」


　納得が、出来ない。なんでアヤなんだよ。なんで、よりによって、アヤなんだ。取り憑つくなら誰だっていいじゃないか。アヤじゃなくたっていいじゃないか。事実、この前捕つかまった犯人は、ガタイのいい、つまりは犯行に向いてそうな男だん性せいだった。なんでアヤなんだよ。なんで──


「蛍！」


　肩かたをガッと摑つかまれた。驚おどろいて前を見ると、鈴音が真しん剣けんな顔で僕を正面から見つめていた。目が、少し潤うるんでいる。


「しっかりして！　気持ちは分かるけど、今は冷れい静せいにならなきゃ駄だ目め！」


「ご、ごめん」


　鈴音のいつにない強気な態度に、僕は咄とつ嗟さに謝あやまってしまった。気付くと、ユウも陽慈も……そして先輩さえも、僕を見て心配そうな表ひよう情じようをしている。……確たしかに、今、こんな態たい度どをとっている場合ではなかった。素す直なおに反省して、納得なんて出来やしなかったけれど、それでも気持ちを、切り替かえる。


「よし、じゃあ、アヤが起きてくる前に作戦を──」


　


〈練れると思うかい？〉


　


　唐突に、脳のう内ないに響ひびく声。それは先輩を含ふくむその場の全員に聴きこえたようで、皆一いつ斉せいに立ち上がる。しわがれた……老ろう婆ばのような、そして、僕にとっては《中に居る》を連想させる……つまりは、霊独どく特とくの《声》。ただ、先輩にも感知出来ていることからして、そのチカラは《中に居る》以上のものであるように思えた。慌あわててぐるりと周囲を見み渡わたす。しかし、その存在を……アヤを確認することが出来ない。僕らがそうして戸惑っていると、一人、鈴音だけが気配を感じたように天てん井じようを見上げて叫んだ。


「上！」


　言われて全員の視線が上に行く。そこにはあるのは……未いまだ蛍光灯さえ無いノッペリとした天井。しかし……不自然にそこからポッコリと突とつ出しゆつしているものが、一つ。黒い塊かたまり。否いな……違う。それは黒い塊ではない。ゆっくりと……その物体が、回転する。


「ひゃっ」


　ユウが声をあげた。他の人間は辛かろうじて声をあげなかったものの……声をあげたいのは、おそらく見えていないであろう先輩を除のぞいて、全員が一いつ緒しよの感情だった。それは……それは、顔だった。天井から逆さかさに出てきている、顔。しかし髪かみの毛は重力に反して垂たれ下がりもせず……つまりはソレが超常的存在なことを否いやが応おうにも認にん識しきさせる。いや、そんなことに目を向けなくても、ソレが異常なモノであることは、その顔からして明らかだった。


　とにかく、醜しゆう悪あく。そうとしか表ひよう現げんできないほどに、醜悪。人の顔としての原形をなんとか留とどめたままで、しかし最低の造ぞう形けい物ぶつを作れと言われたら出来上がるような、そんな、最さい低てい限げん「おそらく人間である」と認識できる顔。目の位置、鼻の穴あなの位置、口の端はし、耳、輪りん郭かく……その全すべてが致ち命めい的に左右非ひ対たい称しようで……福笑いから「笑える」要素を全て取り除のぞいたら、こんな顔が出来るのかもしれない。とにかく、人間と認識できるギリギリのラインというか……いや、これならいっそ、全て焼け爛ただれてしまっていた方がいいとさえ思えてしまうような、なにか、「醜悪を表現するためにわざと配置している」としか感じられない、顔。いや、顔、と表現するのさえおこがましいのかもしれない。生物としての機き能のうさえ逸いつ脱だつしてしまっているように思える。霊が自分の形態を自由に変化させられる点から考えて、恐おそらくはそれは「わざと」やっているのだろう。鈴音の説明では美しいものに嫉しつ妬とする霊体だと言っていたが……僕なんかはそれなら霊である今、自由に自分の好きな造形になればいいじゃないかと思うが、しかし、ヤツにとっては「逆」なのだろう。既すでに美に「憧あこがれ」ている域じゃないのだ。その嫉妬は既に、恨うらみ、嫌けん悪おの域まで達しているのだろう。だから、自分の顔を醜悪の代表のようなものに保たもっている。





[image: ]


《顔剝はぎ》（鈴音がアヤとの差別化で当面その名めい称しようで認識することにした）は、逆さに、そのままゆっくりと、天井から出現してきていた。その体たい軀くはといえば、驚くべきことに裸はだか。それも女性のものなのだが……少なくとも僕は（恐らく陽慈も）、そこに魅み力りよくなんてものは一つだって感じることは出来なかった。スタイルがいいとか悪いとか、それ以前の問題だ。左右非対称なのは顔だけではなかったらしい、まず、腕うでの長さ、足の長さ、おそらくはその指の長さまでも、全てがいびつ。アンバランス。一部が異常に膨ぼう張ちようしているかと思えば、一部は存在さえ怪あやしいほどに極小。胸の膨ふくらみも、なぜか中に何か潜ひそんでいるかのごとくデコボコとしており、既に女性という性別なのかどうかさえ、よく分からない。いや、もうそういう次元の造形じゃないのだ。「人間として間違っている」と思わせる、いびつさ。最低限「人間」である、という、造形。


　……別に他人を外見で全て判断してしまうほどにまで僕は屈くつ折せつしていないが、しかしアレは、明らかに、その造形意図が「相手に不ふ快かい感を抱いだかせるためだけの造形」であることが如によ実じつで……流石に、不快感しか感想として出てこなかった。


〈醜みにくいだろう、醜いだろう。私の体は、醜いだろう〉


　脳内に声を響かせながら、霊がゆっくりと降おりてくる。しばしその光景に呆ぼう然ぜんとしてしまったが、僕はそこでようやく思考を再さい開かいする。まず先せん輩ぱいに視線をやり、直後に叫んだ。


「先輩、鈴音の傍そばへ！」


　僕の声に先輩も鈴音も一いつ瞬しゆん戸と惑まどったようにしたものの、そこは頭の回転の速い彼女ら、すぐに意図を察したらしく、僕の言葉通りにした。……相手が見えない先輩は、一人で行動させるにはあまりに危あやうい。相手が《完全憑ひよう依い型》とやらならば尚なお更さらだ。しかし、だからと言って僕の傍に来させたら、それはそれで物質化能力が働き、安全なのかどうかは非常に微び妙みようだ。憑依こそされないが、今度は直ちよく接せつダメージ的な危き険けんがある。総そう合ごうして、一番安全なのはやはり鈴音の傍に居ることだった。相手がどういうわけかアヤの体から出てしまっている……霊体状態だから、鈴音は今ならある程てい度ど戦力として数えられるだろう。僕が思考している間にも、鈴音はどこからかお札のような物を取り出して構かまえていた。《中に居る》の時にも見かけたものだから……多分、相手の力を抑よく制せいする効こう果かでもあるのだろう。まあ、不意をつかない状態では、おいそれとあれを相手に使うことも出来ない気はするが。


　陽慈も一応拳こぶしを構えてはいたが……それに意味は殆ほとんど無いと言っていい。最も早はや僕を除いて物理戦せん闘とうの意味は無いのだ。ユウはどうしたものかと行動を迷っていたので、僕が手を握にぎってこちらに引き寄せた。……コイツはコイツで、フワフワしていたらそれこそ相手に……あの強大な存在に「取り込まれ」かねない。それよりは幾いく分ぶん、実体化していた方が安全だろうと思えた。


《顔剝ぎ》は極きわめてゆっくりと逆さに降りてくると、部屋の中心に、くるりと反転して、降り立つ。この「くるり」だけが早送りのように高速で、それが異常に怖かった。僕らは部屋のドア側の方にかたまり、《顔剝ぎ》から距きよ離りをとる。僕の場合はとりあえず、物質化範囲に入らないようには、距離をとった。


〈妬ねたましい……妬ましい……〉


　狂くるった様に一人呟つぶやくその姿を改めて確認して、あまりの醜悪さに顔をひきつらせる。恐怖、というのは、嫌悪感からも派は生せいするものらしい。とにかく、目の前のその異常造形の存在が、怖かった。単純に、ファンタジー作品に出てくるような《化物》だったのならば、ここまで怖いとは感じなかっただろう。生命の危険に類する恐きよう怖ふの感情はあったかもしれないが……。しかし、今、この目の前に居る存在は、原型が下手に馴な染じみのあるもの……人間であることが分かるから、その壮そう絶ぜつな奇形変化が、嫌悪感の最上級から連なる意味での恐怖を抱いだかせた。あまりに、禍まが々まがしい。


　僕らがすっかり硬こう直ちよくしていると、霊体は、その両方で大きさも色も違ちがう眼めを、しかし一方向へ……僕へと、ギョロリと向けた。


〈憎にくい……憎い……美しいものが……憎い……〉


　霊体がゆらりと近付いてくる。僕は一歩下がる。どうやら、相手の狙ねらいは未いまだに僕一人に絞しぼられているようだ。それはラッキーとも言えたし、不幸とも言える、微妙な状じよう況きようだった。思わず舌した打うちする。


「なんで僕なんだよ……」


　カツラは既すでに脱ぬげてしまっているから、化け粧しようもしていない今の僕は、ただの、少し女の子っぽい服ふく装そうをした、紛まぎれもない男性のはずだ。少なくとも美女なんかでは絶対ない。どうして憎しみの対象が僕ばかりに向いているのか、イマイチ理り解かいできなかった。


　僕の呟きに、先輩が「よく分からんが……」と返す。


「私だったら、まあ、男性であるお前の女装が女性である自分より遥はるかに美しかったら、それは、普通に美女に負けるより悔くやしいと思うぞ」


「……そんなこと言われても」


　不ふ可か抗こう力りよくだ。……いや、そうか。今まで襲おそわれた美女だって、不可抗力だ。僕だけが不公平とかいう論ろん理りは、今持ち出すべきじゃないのだろう。


「それに……私にはイマイチ実感できていないのだが、後輩には《霊体物ぶつ質しつ化か能のう力りよく》という、なにやら霊に触ふれられる能力があるのだろう？　だから、やっぱり後輩が狙われているんじゃないのか？」


「え？」


　僕は驚いて、思わず先輩の方を見る。先輩は、相手が見えてないことがむしろ強みになっているのか、極きわめて冷静な思考を保たもっているようだった。いつもの様に顎あごに手をやり、「ふむ」と唸うなっている。


「篠倉綾の体を脱ぎ捨てたのも、それならば説明がつく。先程の戦闘でお前は使ったろう、物質化能力。それで後輩の能力に気付いた《顔剝はぎ》は、後輩を殺すのに関しては、最も早はや動きにくい篠倉綾の体たい軀くは必要無いと判断した。まあ……ある意味良かったじゃないか、篠倉という殻からから出てきてくれて」


「殻を脱いだ分、攻撃力が尋常じゃなく上がっていますけどね。良かったんだか悪かったんだか……。これならアヤの中に閉とじ込めたまま拘こう束そく、むしろ出させないように配慮して、増ぞう援えんを待つ、という作戦の方が幾いく分ぶん良かった気がしますよ」


「なるほど、そういう手もあったのか。後輩、土ど壇たん場ばだと頭の回転速いな、お前は」


「もう全部無意味ですけどね」


　先輩と軽口を叩たたいて、どうにか緊きん張ちようをほぐそうと試みるも、失敗に終わる。額ひたいを汗あせがつたい、心しん拍ぱく数すうが上がり続ける。


　相手の霊力なんてまだよく分からない僕だけど、アイツを見ていて、これだけは分かる。……マトモにやりあって勝てる相手じゃない。僕はそもそも普ふ通つうのケンカだって弱い部類の人間だし、物質化能力だって、それほど強力な凄すごいプラス能力ではない。今までは応用して騙だまし騙しやってきたけど……つまりは、頭を使わないとどうにもならない能力とも言える。霊力を使って「何か」を作る応用法だって、前回がそうであったように、下手に凄いもの作れば一発で意識を失う。それでなくてもさっき鉄の棒ぼうを作って、少し消費しているのだ。下手に強力なものを作っても、却かえって危あぶない。この状況で意識失ったりなんかした日には……想そう像ぞうしたくない状況になるだろう。特に死よりもマズイのが、これの過か剰じよう使用による「植物状態」ってやつである。死ぬならいい。でも、植物状態になったりなんかしたら……どれだけ周囲の人間に迷めい惑わくかけるか、想像しただけで身み震ぶるいする。……あんまり無理は出来ない。それなら、多少痛いたくても死んだ方がいい。


　チラリと周囲を一瞬で見渡す。なぜか揃そろいも揃った、僕の……僕の、僕自身よりも遥はるかに大切な人達。


　……かといって、出し惜おしみをして、ここに居る友人たちを危険に晒さらすのも……また、なしだな。それなら植物状態覚かく悟ごでやった方が……。うぅ、まずい。中に居るの時と違って、下手に自分の能力のデメリットを知り尽つくしているせいで、身動きがとれなくなっている。前回みたいな勢いに任まかせた行動が出来ない。そして、僕が動かないと、友人達もまた、動きようが無い。緊張で動きが止まってしまう中、《顔剝ぎ》だけが、着々と僕に近付いて来ていた。僕も後こう退たいするも、そこは狭せまい室内、すぐに壁かべに背せがついてしまう。すぐにドアの方によるも……まさか一人で逃にげ出すわけにもいかない。……いや、どうせこのままではマズイのだから、ここはいっそ──


「後こう輩はい、とりあえず外に出ろ」


　僕の思考に合わせるように、先輩が呟つぶやいた。全員の視線が彼女に集まる。


「大だい丈じよう夫ぶだ。私には見えないが……狙われているのは結局お前なのだろう？　なら、お前が外に行けば、相手も外に向かうであろうのは必ひつ定じよう。……この狭い室内では、かえって大人数の私達の方が遥かに不利だ」


「ですね」


　言うが早いか動くのが早いか、僕は返事をした途と端たんに、傍そばにとりあえず居るべきなユウを伴ともなって、ドアから廊ろう下か、そしてそのまま一気に玄げん関かん、外へと駆かけ出た。住じゆう宅たく街がいにしては少し広めの、アスファルト道路に出る。そこはやはり通行人も車の往おう来らいもなく、それどころか未いまだ街灯さえ設せつ置ちされていない闇やみだった。どうにか闇になれた目で周囲のボンヤリとした光景だけ分かるが、戦闘環境としてはどちらにしても悪かった。


「ケイ～」


　ユウが不安そうに僕の手をギュッと握にぎる。が、むしろ不安で頼たよりたいのは僕の方だった。先が見えない。不ふ透とう明めい。展てん開かいが読めない。何をしていいのか分からない。何が最さい善ぜんなのか分からない。未知の恐怖。分からないことへの恐怖。どうするんだ？　僕は、ここで、一体どうするんだよ。相手を倒たおす？　ハッ、馬ば鹿かか。いつから僕はゴーストバスターになった。なんでこんなヤツをマトモに相手しないといけない。逃げればいい。そうだ。逃げて、逃げて、逃げてしまえばそれで──


　と、そこまで考えて。そこで、往来の先、道の真ん中に倒たおれ伏ふした……散々《顔剝はぎ》に利用され、未み遂すいとはいえ手を汚よごされた挙あげ句く、果ては簡かん単たんに脱ぬぎ捨すてられた、アヤが……目に入る。


　…………。


「……ケイ？」


　手に力が入ったのだろう。ユウが、首を傾かしげて僕を見る。同時に、僕らが居た家の塀へいから、ヌッと、僕を追って《顔剝ぎ》が出現した。


〈憎い……憎い……醜しゆう悪あくを認みとめぬ世界が憎い……〉


「…………」


　無言のまま、対たい峙じする。僕は……ユウを、トンと、後ろに突き放した。ユウが「え？」と戸惑う中、背はい後ごからは先輩や陽慈、鈴音が駆けつけてくる音。しかし、僕は、それをも、手を広げて突き出す動作で、静止した。


　……なにを僕はごちゃごちゃ考えていたのだろう。迷っていたのだろう。生きる死ぬなんて、僕にとってはもうとっても今更な問題で、こんな時に悩なやんでいたのだろう。


〈憎い……憎い……。妬ねたましい……妬ましい……〉


「うるせえよ」


　相手を睨にらみ、ハッキリと告げる。《顔剝ぎ》がこちらをギョロッと見て、そして、友人達も、僕を戸惑いの視線で見つめる。僕は……僕は、少し俯うつむきながら、呟つぶやいた。


「関係ない……関係ないんだ」


〈……な……に？〉


「知ったことか。生きるとか死ぬとか、怖いとか、未知だとか、嫉しつ妬とだとか、外見だけでしか判断しない世の中が間違っているとか、死にたがりとか……知ったことか」


〈…………〉


「ケンカだ」


　パン、と手を叩たたいて、強く、相手を睨む。


「これは、単純な、ケンカだ」


〈…………〉


「僕は、お前が、許ゆるせない。アヤを……友達を傷きずつけたお前を、どうしようもなく、ぶん殴なぐりたい。それだけだ。単純なことだった。何が最善かとか、知ち略りやくがどうとか、そういうこと以前の問題だった。お前──」


〈……？〉


「もう一いつ遍ぺん死んで反省しろ！」


　叫ぶと共に相手に向かって飛び掛かる！　策なんて一つも無いし、それどころか一瞬先の展望さえない。それでも、僕は、何の武器を創そう造ぞうすることもなく、単純に、飛び掛かった。なんてことはない。最善でも最上でもない。単純に、それが、今、僕が、一番したいことだったから、したまでだった。でもだからこそ、失敗したからって、何の後こう悔かいもない。


《顔剝ぎ》は逆にそれが意外すぎて戸惑ったのだろう。唐突に攻せめる側から攻められる側に変わった関係性に対たい処しよしきれず、そこにまだ僕の物ぶつ質しつ化か能のう力りよくに慣れてなかったことも相まってか、容よう易いすぎるほどに、懐ふところへの僕の接近を許した。僕はそのままの勢いを拳こぶしに込め、そして──


「顔が歪ゆがんでも今更文もん句く言うなよ！」


　僕は、その顔を、全力でぶん殴った。





　　　第六章　決戦は厄やく日び










〈ふざけるな！〉


《顔剝はぎ》は僕に顔を殴られた瞬しゆん間かんに、そんな思念を飛ばしてきた。明らかにダメージはあったものの、しかし僕の通つう常じようのパンチ程てい度どで致ち命めい傷しようになるわけもなく、顔をぐらりとさせながらも、体たい勢せいは崩くずさぬままだった。追撃しようとする僕──しかし、唐突に、強すぎる、思念。


〈お前が正せい義ぎか！　美しきお前がやはり正義なのか！　美しき者達に囲まれ、自らも美び貌ぼうを持つお前が、正義か！〉


　友人達を見み渡わたし、カタチのいびつな口を動かす《顔剝ぎ》。そのあまりに強力な思念に、脳のうがジンジンとする。ユウも鈴りん音ねも陽よう慈じも、そして先せん輩ぱいさえも、その思念に耳を押さえるような格かつ好こうをしていた。《顔剝ぎ》は僕の首を奇き形けいの手で摑つかむと、絞しめ上げるように自分の顔前に僕の顔を持ち上げて、尚なおも続ける。


〈醜悪は悪か！　外見の醜みにくきことは悪か！　生まれ持ったどうにもならぬことを、貴き様さま等らは悪と定義するか！〉


「……おいおい、誰だれもそんな──」


〈黙だまれ！〉


　首を絞しめられながら反はん論ろんしようとするも、しかしそれさえ許されない。更に首に力を込められる。背はい後ごで鈴音が何かしようと動いたのが分かったが、僕はそれにもまた制せい止しのサインを出した。……これは、僕のケンカだと思ったから。こいつのどうしようもなさは……世間に対する不満の感かん情じようは、僕にも、通じているものだと思ったから。


〈言わなくてもそうなのだ！　お前がどんなに詭き弁べんを弄ろうそうと、それだけは己おのがこの目で、その人生で悟さとった、絶ぜつ対たいの真実だ！　誰にも反論はさせない！　結局、この世界、外見が全すべてだ！　外見しか見ぬ世界だ！　どっちが間ま違ちがっている！　何が腐ふ敗はいしている！　私か！　私が腐敗しているのか！　違う！　そう認にん識しきする、貴様等こそが腐敗物だ！〉


　被ひ害がい妄もう想そう、と言ってしまえばそれでおしまいなのだろう。しかし、それは、なんとなく、僕が言っていい言葉じゃない気がした。少なくともコイツは、こうやって霊れい体たいになるまでの人生、そういう、理り不ふ尽じんな生き方を強要されたのだろう。それはコイツにとっては真実なのだろうし、それを否ひ定ていする権けん利りは、確たしかに誰にもないだろう。ただ……。


「だから、なんだ」


　首を絞める手を引き剝はがそうと力を込めながら、呟つぶやく。手はピクリとも動かない。……やはり力では到とう底てい敵かなわない相手らしい。しかし、それでも、気持ちでは、負けない。掠かすれそうな声を、しかし、気持ちだけで無む理り矢や理り押おし出す。


「……ああ、確かに汚きたないよな、この世界。居い心ごこ地ち悪いったらありゃしない。理不尽だよ。テレビの中のように、心が正しいものが救われたりする例は、凄すごく稀まれだ。結局、要よう領りようのいいヤツが勝つ。それこそ、美貌であったり、才能を持っているヤツこそが、正義だ。その点は激はげしく同感だな」


〈…………〉


「でもな──」


〈…………〉


「アンタがして回った事も、結局、その一いつ端たんを担になっているだけじゃないか」


〈な……〉


「理不尽だよなぁ。アンタに殺されたヤツらだって、アンタとある意味同じように、別に、好きで美女に生まれたわけじゃないだろうに。いや、こんな殺され方するって分かってたら、美女になんて生まれなかっただろうに。結局、外見で理不尽な判断しているのは、アンタも同じだ。この世の中確かに完全に腐くさっているけどな、安心しろ。アンタも充分腐っている。外見だけじゃない。中身もな。……なんだかんだ言ってお似合いなんだよ、僕やアンタには、この世界が」


〈黙れ！〉


「っ」


　ギリっと、首を絞める力が強くなる。ジタバタと足を動かし蹴けりを入れてみるも、しかし、相手の体はビクともしなかった。くそ……マズイ……か。


〈黙れ黙れ黙れ！　外見、外見、外見！　この世界はそれだけではないか！　お前だってそうだ！　私の容よう姿しが美しかったら、お前は私にもっと違う対応をしたはずだ！　そんなに重要か、これが！　この表面上のものが！　浅ましい！　浅ましいといったらない！　間違っているのは私では断じてない！　外見ばかりに価値を見み出いだす貴様等が──〉


「ああ、なんだ……」


　僕は首を絞められながら、くくっと、笑った。なんだ、コイツ、結局──


「結局さぁ……」


　そこまで言って、意識が朦もう朧ろうとする。やばいな……。啖たん呵か切ってケンカしようとしておいて、結局マトモに入れられたの、一撃げきだけか……。でも、結構満足かな。うん。少なくとも後こう悔かいは微み塵じんもない。アヤ、とりあえず、一発だけど、僕、ぶん殴なぐってやったぞ。全然気はすんでないけどさ。でも、それでも、一撃、入れてやったからさ。とりあえずそれで勘かん弁べんしてくれないかな。これ以上は──


　と、そこまで考えて、意識を失いかけた瞬間だった。背後から何かが飛び出してくる感覚。そして直後──男性の──陽慈の、声。


「結局、外見に一番こだわっているのは、テメェなんじゃねえかよ！」


　その声に、目を開く。そこに見えた光景は……《顔剝ぎ》の顔に、陽慈の拳こぶしがめり込む瞬間だった。僕の時とは違い、重い陽慈の一撃は、《顔剝ぎ》を著いちじるしく吹き飛ばす。その威力にさすがの《顔剝ぎ》もたじろぎ、僕の首を摑つかんでいた手はその力を解放し、そしてそのまま僕の物ぶつ質しつ化か範はん囲い外がいまで吹き飛んだ。瞬間にダメージは消えたようだが、しかし、それでも殴られたショックは大きいようで、《顔剝ぎ》は少しの間たじろぎ、動かない。その隙すきに、僕は立ち上がり、そして、「いってぇー」と手をぷらぷら振っている、信じられない友人を見た。


「陽慈……なにやってんの？」


「ん？　殴ってみた。いや、蛍けいの近くに居るんなら、別に蛍自身じゃなくてもいいんだろう、殴るの」


　単たん純じゆんだけど、凄すごい論ろん理りで、しかも真理だった。恐おそるべし……星川陽慈。彼はそのまま、「あ、ごめん」となぜか謝あやまる。


「お前のケンカに手ぇ出す気はなかったんだけどな。ええと……ほら、一発ぐらい、いいだろ？　篠しの倉くらは、オレの友達でもあるんだからさ」


「え、あ、うん」


「じゃ、まあ、後は頑がん張ばれ。オレら、もう手、出さないから」


　それだけ告げると、陽慈はまた、手をぷらぷら振って、本当に引き下がってしまった。それどころか、鈴音とユウがこちらに加か勢せいしようとしているのを、「すとーっぷ。お前ら、行って足手まといにならない自信あんの？」と、わざわざ抑おさえてくれてさえいた。……まったく。気心が完全に知れている友人っていうのも、考え物だな。……まあ、ありがたかったけど。


　僕が構かまえを取り直すと、物質化範囲外で、《顔剝ぎ》は完全に逆ぎやく上じようしていた。


〈うがぁぁぁぁぁ！〉


「っ」


　遂ついには、体のあらゆる部分から、にゅるにゅると触しよく手しゆを発生させる《顔剝ぎ》。……いよいよ、もう、その姿すがたは人間でさえなくなっていた。……これが、闇やみに心を囚とらわれた者の顚てん末まつか……と、なぜか、自分の行く末を見ている気がした。自分の心も……死にたがってばかりいるこの心も本当は、カタチにしたらあんな、化物なのかもしれない。でも、だからこそ……アイツは、アイツに関することは、この手で決着をつけたかった。


　相手が本気で襲おそい掛かかって来そうな気配を察知し、このままではダメだと、僕も流石に腹はらを括くくる。こちらも武ぶ器きがなくては、話にならない。……普ふ通つうの武器を作ってもまだ間に合わないため、仕方なく、僕は、右みぎ腕うでの中で、ナイフよりも長い……ドスのようなものをイメージ、そこに、前回よりは制せい御ぎよしたものの、少し力を余よ計けいに込めて、切れ味の高いものを想そう像ぞう、そして、腕から排はい出しゆつ、柄つかの部分をパシッと握にぎる。それを二、三度振ってみて、感かん触しよくを確かめる。うん……もしかすると、こっちの方が短いナイフや長すぎる剣けんより、剣けん術じゆつのたしなみもない僕には遥はるかに使い勝手いいかも。ヤクザさんは、案外機能的なこと考えているんだな……なんて、ちょっと感心する。なぜだか、もう、気持ちは完全に落ち着いていた。……相手が、もう、未知じゃなかったからだろう。なんてことはない。アイツは……《顔剝ぎ》は、結局、大した存そん在ざいじゃない。そう、思えていた。霊力だけ見たら、確かに、《中に居る》と同等、いや、それ以上の存在なのかもしれない。でも……いくら力を持っていても、所しよ詮せんは──


「来いよ。無いものねだりのガキ」


〈──殺す！〉


　その思念と共に、無数の触手が一いつ斉せいに僕に迫せまり来て、物質化範囲に入って実体化、攻撃を仕掛けてくる。……僕には戦せん闘とう経けい験けんなんて殆ほとんど無い。カッコ良く立ち回ろうなんて考えても無む駄だだ。なら……


「このっ！」


　僕はその触手を、ただただ単たん純じゆんにドスをほぼテキトーに振り回すだけで、なぎ払はらった。そこに華か麗れいさなんて微塵も無い。迫り来る触手を、目についたもの、邪じや魔まなものから、ただただ単純に斬きり倒たおす。触手は斬られる度たびにどす黒い血のような液えき体たいを噴ふん出しゆつし、僕の体はすっかりそれでぐちゃぐちゃで、もう、それは本当に泥どろ臭くさい光景だった。しかも、この触手、どうも最初から再さい生せい機能を付加させて想像しやがったようで、斬っても斬っても、結局数秒後にはまた最初のが復ふつ活かつしており、ホント、キリがなかった。


〈く、はははははははは〉


　笑い声が頭の中にこだまする。


「ちっ」


　とにかく前進しようと試みるも……触手の攻撃を捌さばくのが精せい一いつ杯ぱいで、相手に近付けない。……これも、最悪なことの一つだった。本体に、近付けない。ある意味で、僕よりも僕の物ぶつ質しつ化か能のう力りよくを駆く使ししていると言ってよかった。僕の二メートル範はん囲い内の霊れい体たいは、そこから連なった霊体全すべてを実体化する。……つまり、触手だけ伸のばしておけば、本体は遠えん距きよ離りからでも、あちらは攻撃が可能だった。


　ただ、それでも状じよう況きようはかろうじて拮きつ抗こうしている。僕も体力を消しよう耗もうしているが、相手だって、触手とはいえ、何度も斬られ、再生しているのだから、霊力の消費はしているはずだ。この触手も、よっぽどのこと……首にまきつかれたりしない限かぎりは、それほど殺さつ傷しよう能力の高いものでもない。いや、打だ撲ぼく的なダメージは結けつ構こうあるのだが、しかし、刃は物もののような一撃必殺ではない。その辺は、物質化前に攻撃力高いものをイメージしなかった相手の失敗だった。既すでに実体化してしまっている今、形態変化出来る段だん階かいではない。一いつ旦たん攻撃をひけば、即そく座ざに僕はドスを構えて、相あい討うち覚かく悟ごで本体に突っ込む準じゆん備びは出来ている。つまり……状況は、悪くはなかった。お互たがいに決め手はないが……それでも、最弱の僕がここまでやれているという状況は、悪くはない。


〈……くくっ〉


　しかし……そこで慢まん心しんしてしまった。思考をやめてしまった。先に動いたのは、《顔剝ぎ》の方だった。触手の一本が、唐とう突とつに僕を掠かすめるように横切り、そしてそのまま──先せん輩ぱいへと……真ま儀ぎ瑠る紗さ鳥とりへと一直線に伸びていく！　普通ならばかわせない速度ではないが、しかし、見えていないとなれば話は全く別！


「センパ──」


　そのあまりに意外な一手に、思わず視し線せんが完全にそちらに行く。瞬しゆん間かん──


〈シュルッ！〉


　触手の一本が、僕の首に巻まき付いた。直後に続々と体中に触手が纏まとわりつき、まずドスを持つ右腕、そして左腕、右足、左足と、一瞬にして動きの全てが拘こう束そくされる。


　しかしその状況になっても、僕の視線は先輩の方に伸びた一本の触手を追っていた。僕のことなんかより、そっちが──


「先輩っ、避よけて！」


「？」


　声をかけるも、しかし、状況が分かっていない先輩に瞬時の判断は出来なかった。僕の気を逸そらせた時点で充じゆう分ぶんなハズなのに、《顔剝はぎ》はその触手をそのまま迷まよいもせず、先輩の──その顔面に、勢いよく伸ばす！　もう、かわせる状況ではない！　僕が目を瞑つむりかけた瞬間──しかし、状況が、一転した。


「ハッ」


　気合を入れるような、誰かの──いや、鈴音の、声。先輩のすぐ傍そばに居いた鈴音が、札を先輩の方に構かまえ、「ナニカ」をした。瞬間、先輩に向かっていた触手が、彼女の面前で急きゆう激げきに軌き道どうを不自然に逸らし、先輩への直撃は免まぬがれる。しかしそこは咄とつ嗟さのもので、わずかに方向性を逸らすことしか出来なかったのだろう。その触手は勢いを殺されることなく──


「鈴音！」


　そのまま、鈴音の体に、向かった。瞬間……こちらを見て鈴音は、ニッコリと、笑う。──違う。逸れたんじゃない。そもそも、そういう、技わざだったんだ。精せい神しん干かん渉しようぐらいしか出来ないと常つね々づね鈴音は霊能力に関して言っていた……。物理的なバリアなんかじゃない。対象の意い志しを、一瞬で、逸らした。攻撃対象を……咄嗟に傍の自分に、移うつし変えた。


　気付いた時には、もう、全ては終わっていた。鈴音の頰ほおを触手が激しく叩たたき、彼女の頭が……いや、体ごと、宙ちゆうに浮うく。明らかに、僕に向けていた攻撃より重い一撃だった。コイツ──！
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〈美しいものなど、消えてしまえばいい！〉


　頭の中に響く音こわ声ね。咄嗟に体を動かそうとするも、しかし、当然触手で雁がん字じ搦がらめにされ、動くはずのない体。ドスで斬ろうにも、そちらの手ももうピクリとも動かず、どうしようもない。


「鈴音さん！」「鈴音！」「神かん無なさん！」


　吹き飛んだ鈴音に、ユウ、先輩、陽慈が駆かけ寄よる。すぐに陽慈が彼女の頭をアスファルトから上げて抱かかえ、揺ゆするも……しかし、鈴音は呻うめき声を上げるだけで、目は開かなかった。頰が真っ赤に腫はれているどころか、着地時に打ったのか、頭からも血を流す彼女。そこで、陽慈は揺するのもやめ、真っ青な顔になる。鈴音の顔色もまた……頰の赤みと対照的に、青かった。


　その光景を見た瞬間。


　僕の中の何か──感情を制せい御ぎよする装そう置ちのブレーカーのようなものが、落ちた。


　目を──自分でも冷え切っていると分かる目を、《顔剝ぎ》に、向ける。


「お前……なにしてんだよ」


〈はっ！　安心しなさい。今、貴様も同じ目に──〉


「なにしてんだよ！」


〈？〉


　完全に、自分が分からなくなっていた。逆上していた。自分でも信じられないくらいに、逆上していた。抑制できない。死にたいという例の感情を遥はるかに上回る程ほどに、抑制できない。怒いかり……いや、今までの人生で感じてきたその感情とは明らかにレベルの違うモノ。鈴音に危き害がいを与あたえられたその光景が、異い常じように、視界に焼きつく。自分のどの部位を傷きずつけられても、これほどまでに痛いたむ場所などないだろう。それほどに、その光景が、痛い。痛い。痛い。


「殺してやる……殺してやる！」


　冷静とは対極の状況だった。考えもなし暴ぼう言げんを吐はく。その光景に、しかし《顔剝ぎ》は実に愉ゆ快かいそうだった。


〈そうだ！　その形相だ！　人間とは元来そういうものだろう！　醜みにくい！　醜いのだ！　それが本ほん性しようではないか！　それこそが根こん源げんではないか！〉


　次の瞬間には触手で僕の体を締しめ上げる。内ない臓ぞうが、口から出てきそうだった。


〈最も醜い死に方を与あたえてやる！　その後に、貴き様さまのその顔、全てを否ひ定ていしてやろう！　いくら強力な武器を作ろうが、それを使う体が動かなければ、どうということはない！〉


　歓かん喜きの声を上げる《顔剝ぎ》。ああ……低てい俗ぞくだな。やっぱり、低俗だ。悪あく霊りよう……いくら力が強くても、悪霊なんて、所しよ詮せんこんなものか。変わらない。この前と何も変わらない。世間に対する不満がなんだ。結局、コイツ──


「醜いよ」


〈！〉


「お前、どうしようもなく、醜いよ」


〈貴様！〉


「っ！」


　触手の力が、ぐっと、強まる。


「外見でしか判はん断だんしてないのは……お前じゃないか。お前みたいなのは、美しく生まれていたら、確かく実じつに、醜いヤツを虐しいたげる側だ」


〈！〉


「お前さ……恨うらみの対象、間ま違ちがえているんだよ。醜いことがイコールで悪じゃないって思うんならさ……。どうして……どうして気付かないんだよ。美しいことのイコールもまた悪じゃないって、どうして、分からないんだよ。外見が全てじゃないって分かっているなら、どうして、外見で判断して理り不ふ尽じんな殺さつ戮りくを繰くり返すんだよ。お前のしていることってさ……結局、お前の嫌きらうものと、イコールなんだよ」


〈黙だまれ黙れ黙れ！　知ったことか！　もうそんなこと、知ったことか！〉


　首を絞める力が強まる。しかし……僕は、極きわめて、冷静だった。もう、こいつはどうしようもない。救いようがない。その決断を、下す。冷静の対極の位置に感情があるのに、しかし、判断能力はどういうわけか、異常に研とぎ澄すまされていた。怒りが……憎にくしみが極限まで行くと、こういうことになるらしい。熱い感情と同時に、相手に対する、恐ろしく冷たい感情も湧わきあがってくる。僕は、冷たい目をしたままで……《顔剝はぎ》に、嘲あざけりの笑えみを浮かべた。


「いつ……」


〈？〉


《顔剝ぎ》が僕の余よ裕ゆうに疑ぎ問もん的な顔をする。


「いつ……」


〈なんだ？〉


　僕は、ニヤリと、冷たい笑みを浮かべ……告げた。


　


「いつ、誰だれが、僕の能力が、《武器を造つくる能力》だなんて限定した？」


　


　次の瞬間、僕は、自分の体を拘こう束そくする触しよく手しゆを、ドスで、切り裂さいた。


〈なっ！〉


《顔剝ぎ》の戸と惑まどう声。僕はまず両の腕の拘束を解とくと、そのまま、ドスを右手に渡して、足の拘束、首の拘束を全て切り裂いていく。


　その光景に……《顔剝ぎ》どころか、陽慈とユウも啞あ然ぜんとしていた。利きき腕うでである右みぎ肩かたの方を……ギョッと、見ていた。《顔剝ぎ》が、信じられないという風に、叫さけぶ。


〈三本目の……腕だとぉぉ!!〉


　僕の右肩、袖そでの下からもう一本突つき出した、第三の腕を見て、叫ぶ。そう……僕の右肩からは、もう一本、腕が生えていた。その手で右手のドスを受け取り、触手を切り裂いたのだ。


「なに驚おどろいているんだよ？　そもそも武器作成のチカラは、幽ゆう体たい離り脱だつの応おう用ようだぞ？　普ふ通つうに腕のイメージを丸々出す方が、遥かに容よう易いだ。その奇き形けいぶりのアンタが驚くなよ。そこからこっちもヒント得てるんだから」


　淡たん々たんと告げて、それから、もう邪じや魔まなので、アタッチメント状の三本目の腕を取り外し、範はん囲い外に捨すてる。腕はすっかり消えた。……元々右腕を動かす意い識しきをそっちにもっていっていたから、三本あっても、同時に動かすのは無理だ。もう、あっても邪魔なだけだった。


　ドスをぶんと振ふり、それから、相手の本体に向けて、歩き出す。少しして、気付いたように、《顔剝ぎ》が猛もう攻こうを始めてきた。


〈来るなぁぁぁ！〉


　明らかに焦あせりを含ふくんだ攻こう撃げき。触手が……最も早はや陽慈達を狙ねらうこともなく、全て、がむしゃらに僕に向かってくる。僕は再びそれらをザクザクと、無機質に斬り始めた。


　ザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザク…………。


　黒い血だけが、体を濡ぬらしていく。


〈く……。は、ははは！　結局そうだ！　お前は私の体に届とどくことなど──〉


『──在あれ』


　僕はドスを振り回して触手を切り裂いたまま、次の武器を、大きさの問題から胴どう体たい部分で創そう造ぞうし、排はい出しゆつ、左手で受け取る。《顔剝ぎ》は一いつ瞬しゆん新たな武器創造に〈ひっ〉と声をあげたが、その武器を見ると、途と端たんに、笑い声をあげ始めた。陽慈からも、「おい、冷静さを欠くなっ」と声があがるが……無視。冷静さなんて、もう、この戦せん闘とうの最初から無いじゃないか。


　僕は造った武器を──ボウガンを左手に構えて、相手を狙う。《顔剝ぎ》は、笑い声が止まらないようだった。


〈くく……くくくくく！　面おも白しろいなぁ、冷静さを欠いた人間というのは！　なんだ？　貴き様さま、それでどうしようというのだ？〉


　心底おかしいように、笑いを堪こらえながらの、思念。僕はそれに対し、極めて端的に、返した。


「撃うつ」


〈……本当に、本当に自分で気付いていないのか〉


「何が？」


〈これは、重じゆう症しようだな……〉


《顔剝ぎ》は両手を広げ、実に楽しそうにしていた。触手の攻撃はリズムを伴い始め、気分が明らかに乗っていることを示しめしている。


〈ならば、ほら、撃てばいい。心しん臓ぞうはここだ。私といえど心臓の位置は変わらんぞ。おお、この世界も確かに平等な物はあった！　神よ！　醜みにくき私でも、心臓はここです！〉


「それはご丁てい寧ねいに」


　僕は、その心臓の位置に、狙いを定める。……《顔剝ぎ》は心底おかしいようだった。陽慈も、背はい後ごから、「おい、蛍、意味のないことはやめろ！」と叫さけんでいる。が、僕は、狙いを澄ました。ユウが叫び声をあげる。


「ケイ、分かんないの！　そんなことしても、攻撃は二メートルしか──」


〈さあ、撃てばいいさ、式見蛍！〉


《顔剝ぎ》は自分を的にするように、手を広げている。恐おそらくは、僕が撃つ瞬間に出来る隙すきにタイミングを合わせ、総そう攻撃を仕掛け、僕を殺そうと考えているのだろう。ユウも陽慈もそれが如によ実じつに分かるからこそ制止してくれているのだろう。でも……。


　鈴音を、チラリと、見る。……それだけで、決心は充分だった。僕は、ボウガンを握にぎる指に、力を込める。そして、《顔剝ぎ》に、淡たん々たんと、最後の言葉をかけた。


「じゃあね」


　ボウガンを撃つ。瞬間に、陽慈が声をあげた！


「おい、本当に気付かないのかよ！　飛び道具なんて、意味無いんだよ！　二メートル過すぎたら、結局その矢は──」


　しかし、もう、遅おそい。矢はボウガンから放たれ、一直線に、じっくり狙い澄すましたかいあり、《顔剝ぎ》の心臓部分へ向かって行く。


〈死ね！〉


　途端に、《顔剝ぎ》の思念。全ての触しよく手しゆが一ひと塊かたまりになり……ああ、確かに、あれはドスで切れる余よ裕ゆうも無く、しかも当たったらトラックがぶつかったようなショックなんだろうなとは、分かる。分かったが……僕は、極きわめて、冷静だった。


　触手の塊が向かって来る。そうしてそのまま、僕の体にぶつかる──直前で、しかし、それは、ピタリと停止した。同時に、思念。


〈……な〉


　驚おどろいて思わず出てしまったような、思念。巨きよ大だいな触手の塊がドスンと地面に落ち……視界が開ける。


「な……」


　陽慈が、驚きの声を漏もらす。僕は、別に驚きもしなかった。そこにあったのは、予定通りの光景だったから。心臓部分に矢が深々と突き刺ささった《顔剝ぎ》という……予定通りの、光景だったから。


〈な……んで……〉


　がっくりと、奇き形けいが、崩くずれ落ちる。心臓を貫つらぬかれれば、もう再さい生せいは不ふ可か能のうだろう。僕はしかし、それでも触手を物ぶつ質しつ化か範はん囲いに入れたまま、《顔剝ぎ》に一歩一歩近付いていく。


〈こ……んな……〉


《顔剝ぎ》は息も切れ切れに、心臓に刺さった矢を見つめていた。そうして……ようやく、そこで、気付いたようだった。


〈そうか……銃じゆうではなく、ボウガンだった時点で……気付く、べきだった〉


「そうだな。流石さすがに銃じゆう弾だんにワイヤーつけるイメージは、難むずかしいからな」


〈ハッ……。なんて……下らない……〉


《顔剝ぎ》は最後にそんなことを呟つぶやいて、しかし、ニヤリと元々歪ゆがんだ口元を更さらに歪めて……笑った。目は、ボウガンの矢じりを……ボウガン本体から細いワイヤーで繫つながった、ボウガンの矢じりを、見ていた。


「ちなみにこれも、アンタがヒントだからな。触手で遠えん隔かく攻こう撃げきしつこいから、そういうことになる」


　物質化範囲に一部でも入っていれば、一ひと連つらなりにさえなっていれば、その霊れい体たいは全すべて具ぐ現げん化する。だからこそ触手で僕に調子に乗って攻撃していた《顔剝ぎ》の本体も実体化していたし……ワイヤー付きボウガンの矢もまた、遠く離れても、問題なく届とどく。


〈ク……クク。ククククッ！　なんて……なんて、下らない！〉


《顔剝ぎ》は笑っていた。実に楽しそうに笑っていた。……僕は、そんな彼に、最後の言葉を、贈おくる。


「アンタとこの世界には最高にお似に合あいの終わり方だ」


　そう言って、僕はドスを捨すて、代わりに右手拳こぶしに力を思いっきり込める。そうして、ニヤリと笑う《顔剝ぎ》を……思いっきり、二メートル範囲外に吹っ飛ぶ程ほどに、殴なぐり飛ばした。アヤのことを思いながら、殴った。


　物質化範囲外に、《顔剝ぎ》が吹き飛ぶ。


〈……下らない……全部。……外も中も……どちらも、全すべて下らない世界だった……〉


《顔剝ぎ》は最後にそんな思念を残して、宙ちゆうに搔かき消えていった。僕はそのまま空を見上げ……そうして、それにだけは、同意してやることにした。


「ああ……下らないな、ホント……。お前も、僕も」





　　　【鈴りん音ね[image: ]─彼を知る─】










　目を覚まして最初に見たのは、どアップの式しき見み蛍けいだった。


「きゃっ」


「おわっ」


　思わず叫び声をあげてしまう。蛍はその私の声に驚き、頭を勢いきおいよく上げ、すぐ背はい後ごに居いたらしい星ほし川かわさんの顎あごにぶつかり、そうして二人ともひとしきり呻うめいた後に、なんかぎゃあぎゃあとケンカを始めた。……はて？　この人は本当に、私が意い識しき失う前は悪あく霊りようと一人でカッコ良くやりあっていた、あの式見蛍だろうか、と、甚はなはだ疑ぎ問もんに感じてしまう。私は頭に包帯の感触と、鈍にぶい痛いたみを感じながらも、どうにか思考を開始させた。


　頭を振ふりながら上半身だけ起き上がらせ、周囲をぐるりと見み渡わたす。私の倒たおれたあの場所そのままアスファルト地面だったが、隣となりには篠しの倉くらさんが寝ねかされていた。その私達を取り囲むように、ユウさん、真ま儀ぎ瑠る先せん輩ぱい、そして、なんか私が原げん因いんで思いっきりケンカしている蛍と星川さん。私がボンヤリしていると、ユウさんが声をかけてきた。


「鈴音さん、大だい丈じよう夫ぶ？」


「ん……あ、ええ。大丈夫よ、ユウさん」


「ホントに？」


　心配気なユウさん。私はニッコリと笑えみで返した。


「大丈夫だよ、本当に」


「ホント？　頭打ってるから、記き憶おくに異い常じようとかもない？　記憶喪そう失しつなんてなったら、大変だよ」


「……アナタに言われると異常に説得力あるわね……」


「じゃあ、チェ～ック。私の名前は、なーんだ」


「ユウさん」


「惜おしい。遊ぶ兎うさぎと書いてユウでした～」


　意外とユウさんは正式名にしつこかった。まだ諦あきらめてないんだ、その漢字の定着。


「第二問～。私の恋こい人びとは、だ～れだ？」


「え、居いないでしょ？」


「ぶぶー。式見蛍君でしたー」


「ちょっと待てい」


　思わず止める。ユウさんは「およ？」と返してきた。……ゆ、油ゆ断だんならない子。


「病やみ上がりの人間に変な記憶刷すり込こもうとしないで！」


「ちっ」


　うわ、舌した打うちしたっ！　なにその悪どい顔！　ユウさん、実は裏うらの顔があったんだね……。私とユウさんがそんな起き立てから明らかに体に悪そうなやりとりをしていると、おずおずと、真儀瑠先せん輩ぱいが私に声をかけてきた。なぜか、いつもの自信満々の雰ふん囲い気きが微み塵じんもない。……まあ、今回ずっとこんな感じだったけど、この人。


「ええと、……その」


「なんですか、真儀瑠先輩」


「そのぉ……えっと、ありがとうな、巫み女こ娘むすめ」


「ありがとうと言う割わりに、呼こ称しように誠せい意いが全く感じられないのは、気のせいでしょうか？」


「まあ、気にするな。私も気にしないことにする。うん、チャラだな、これで」


　なぜかチャラにされてしまった。なにがどこと相そう殺さいしてチャラだったのだろう。これほど恩おんの売りがいの無い人は初めてだ。……まあ、なんとなく、変に恐きよう縮しゆくされてしまうより、実は私わたし的てきにはありがたかったのも事実だけど。私としては当然のことをしたまでだったし、それに関して、真儀瑠先輩の私への態たい度どが変化したりしちゃったら、それはそれでイヤだった。多分、この先輩のことだから、私が気き絶ぜつしている間に色々考えての、こういう結けつ論ろんだったのだろう。私がやんわりと微ほほ笑えんで彼女を見ていると、彼女は、こっちをウッと睨にらみ付けた。


「なんだ、気持ち悪いぞ、巫女娘。百ゆ合りか？　百合なのか？」


「助けなければ良かった」


　かなり心の底からそう思いました。


　


　ようやく落ち着いてくると、ユウさんの説明によって、大体の状じよう況きようが把は握あくできた。まず、《顔剝はぎ》はホントに蛍がなんだかんだで一人でやっつけちゃったらしい。相変わらず紙かみ一ひと重えでいつも生きている割には、凄すごい実力差なのに勝っちゃう人だった。なんか、頼たよりにならない感バリバリの人じん格かくなのに、いざっていうときに異常に頼りになる人なのだ、蛍は。まあ、実を言うと、私も勝つんだろうなとは思っていたけれど。うん……根こん拠きよはあんまりないけど。あの悪あく霊りようの心しん情じようみたいなのが判はん明めいした時に、なんか、蛍が負ける気がしなくなった。あの程てい度どの存そん在ざいに殺されちゃうようなら、多分蛍はもうとっくに死んでいる気がしたというか……うん、やっぱり根拠がないよ。


　その蛍は現在、私の様子に凄くホッとした表情をした後は、今は篠倉さんを心配そうに見ていた。……ちょっと蛍が他ほかの女の子を真しん剣けんに見つめている光景は面おも白しろくなかったけれど、さっきユウさんが耳打ちしてくれたことのおかげで、今はどちらかと言えばちょっと気分が浮うき立っていた。ユウさん曰いわく「ケイ、鈴音さんがやられた途と端たん、見たことないぐらいに怒おこっちゃって大変だったんだから。もう、私でも、《顔剝ぎ》より怖こわかったよぅ」らしい。……なんか顔がニヤけてしまうのは、なぜだろう。不思議だ……。


〈ブルルルルル！〉


　私も手持ち無ぶ沙さ汰たに篠倉さんの様子を覗うかがっていると、唐とう突とつにケータイが振しん動どうした。皆みながこちらを見る中、相手の名前を見て一つ溜ため息いきを吐つき、そうして、話を聞かれないように、その場から少し離はなれて通話ボタンを押おす。


「もしもし」


『鈴音。先程そちらで激はげしい霊力の動きがあったとの報ほう告こくがあったのだけれど』


　折角の浮いた気分が落ち込んでしまう、姉の無機質な声。私は一つ嘆たん息そくした後、今回の顚てん末まつを仕方なく全すべて報告した。途中私が気を失ってからのことについては、蛍が説明するのが一番だろうと思い、彼に代わったのだけれど、なぜか、その電話は非ひ常じように長かった。蛍は姉と何か真剣に話していたけれど、結局、蛍自身は何も言うことなく、私に再さい度ど交代する。


『大体の事情は了りよう解かいしたわ。なにはともあれ、霊体は滅めつされたようでなにより』


「そうね……。じゃ、切るわよ？」


　姉との通話を早く切りたくて、私はそう切り出す。しかし、姉は、それには返さず、意外な言葉を告げてきた。


『物ぶつ質しつ化か能のう力りよく者しやの彼。彼は、興きよう味み深ぶかいわね』


「…………」


『どうしてもっと早くきちんと報告しなかったの』


「……別に」


　私は、彼のことについては神無家には最近まで報告していなかった。あんまり、蛍を神無家に関かかわらせたくなかったから……。しかし、悪霊が集まってきてしまう性質上、流石さすがに報告をしないわけにもいかなくなり、例の《中に居る》の一件けんの直後に、報告したばかりだった。


『面白いわ……。物質化能力。でも、鈴音』


「なに」


『彼と仲良くするのは止やめておきなさい』


「な──」


『それと、確かく認にんしてみて。彼の能力……《本当に今も二メートルジャストなのか》』


「なにを言って──」


『あと、もう一つ。彼、死にたがりらしいわね。それも、《自分でも分からないところから衝しよう動どうが湧わいてくる》。……興味深いわ』


「さっきから、何を──」


『一人の人物に対し、二つの特別が確認される場合。そこに何の繫つながりもない可か能のう性せいは、とても低いわ。死への衝動が湧いてくる……まず普ふ通つうじゃない感情よね。そして、物質化能力……他に例を見ない能力。さて、この二つの命題に関連性があるとした場合、どちらが先行なのか。……考えるまでも無いわ。《死にたがりだから、物質化能力者》では、世の中の自殺志し願がん者しやは全員能力者になってしまう。答えは一つ』


「な、まさか」


『まあ、いいわ。近々私もそれを直じかに確認させて貰もらうこととしましょう。場合によっては──』


　ごくりと、唾つばを飲み込む。しかし……私の緊きん張ちように反して、姉は、そこまででその話題を切ってしまった。


『じゃあね、鈴音。また』


「ちょ──」


　私の戸と惑まどいも虚むなしく、ケータイからはツーツーという音だけが返されていた。……かけ直したところで、姉は絶対に出てくれないだろう。そういう人なのだ。自分の言いたいことを言ったら、もう、それ以外……他の意見には興味が無い。それは、妹の私に対しても、例外ではなかった。


　電話を切り、複ふく雑ざつな気持ちになり、思わず蛍を見る。蛍は……やはり、彼もまた、神しん妙みような顔をしていた。姉に何か言われたのだろうか。それが非常に気にかかり、訊たずねてみようと思ったものの……。


「ん……ぅ」


　そのタイミングで、篠倉綾あやさんが意い識しきを取り戻もどした。


「アヤ？」「篠倉！」


　蛍と星川さんが二人で彼女の上体を起こし、揺ゆさぶる。彼女はゆっくりと目を開いた。


「あれ……。式見君。と、星川先せん輩ぱい？　あれ、あれれ？　なに、どうしたんですか？　って、うわ、夜だよ……というか、あれ、式見君、バイトの服──って、ああ、バイト！　バイトは……」


「アヤ、落ち着いて」


　蛍はホッとしたように、混こん乱らんしているアヤさんを宥なだめる。……無理もない。完全憑ひよう依い中は、意識を乗っ取られている間は完全に彼女が内に閉とじ込こめられているわけだし……混乱するのは当然だった。もっとも、《顔剝ぎ》が憑依していた頃は、精せい神しん操そう作さによって、その状況を変に思わないようにさせられていたわけだけど……今はもうそういうものが何も無いのだから。


「？」


　彼女を蛍と星川さんがなんとか宥めようとしていると、唐突に、サイレンの音と、赤い光が近付いてきた。全員驚おどろいて、そちらの方向を呆ぼう然ぜんと見る。この暗くら闇やみで何もない空間に、遠方から数台の……赤い光とけたたましい音が近付いてきていた。それらがパトカーだと全員が認にん識しきする頃ころには、もう既すでにそれはすっかり私達の前に停車していた。


「これは……」


　蛍が呆然と呟つぶやく。私は事じ態たいに気がついて、唇くちびるを嚙かんだ。姉だ。姉の差し金だ。確かに、正しい対たい処しよだけれど……でも、これじゃあ……。


　パトカーから降おりた数人の警けい官かんが不気味に私達を見守る中、二人ほど、この件けんの責せき任にん者しやと思われる中年男性が、私達に近付いてくる。いや……私達に、じゃない。その目は一人を……篠倉綾を、しっかりと見み据すえていたのだから。


「え、え？」


　意識が覚かく醒せいしたてで混乱状態の彼女が、更なる異常事態に、完全に混乱してしまっている。彼女は頼たよるように蛍を見た。蛍は、その視し線せんを受けて、刑事と思われる男性を睨にらむも、しかし刑事二人の視線は相変わらず篠倉綾にのみ向けられている。


　そうして……彼女の前に来た刑事は、無む慈じ悲ひに、なんの感かん慨がいもなく、一枚まいの紙をつきつけ、告げる。


「篠倉綾。貴女あなたを暴ぼう行こう殺人未み遂すいの容よう疑ぎで逮たい捕ほします」


「え？」


　キョトンとする篠倉綾。……実じつ際さい、驚きもいいところだろう。なんせ、本当に何一つ身に覚えが無いのだ。しかし、ただならぬ空気は察したのだろう、彼女は「式見君……」と、涙なみだ目めで彼を見た。蛍は彼女の代わりに「ちょっと！」と刑事につっかかる。


「いや、違ちがうんです！　彼女が犯はん人にんじゃないんですよ！」


「誰だ、キミは。いい加か減げんな事ことを言わないでくれ。全すべて証しよう拠こが揃そろっているからこそ、我われ々われは今令状をきちんととって、ここに居いる」


「いや、そうでしょうけど、でも、アヤは……」


　蛍の言葉を無視して、刑事は、無情にも篠倉綾の手首に手て錠じようをなんの躊躇ためらいも無くかけたあと、部下と思わしき警官に「連れて行け」と指し示じした。途と端たん、篠倉綾はぐいっと引っ張られ、無む理り矢や理り歩かされた。彼女は「式見君……」と、本当に、何が起きているのか分からないショックで目に涙を溜ためながら、彼を振ふり返る。瞬しゆん間かん、蛍が、叫さけんだ。


「ふざけるな！」


　そう言いつつ、警官につかみかかる蛍。それを慌あわてて星川さんが押さえるも、それをなんとか解ほどこうと暴あばれながらも、蛍が尚も叫ぶ。


「おい、違うんだ！　やめろよ！　アヤに手錠なんかかけてるんじゃねえよ！」


「蛍、落ち着け。落ち着けって！」


　星川さんが宥なだめるも、蛍は一向に止まらない、なんとか振り切ろうと、更さらに暴れる。星川さん一人じゃ押さえきれないほどに暴れるので、私とユウさんと真儀瑠先輩も慌てて彼の体を押さえた。それでも、彼の力は尋常じゃないほどに激はげしい。


「おい、やめろ、やめろよ！」


「ケイッ！」「後こう輩はい！」「蛍！」


　ユウさんが、先輩が、私が声をかけるも、しかし、彼は完全に頭に血が上っているようで、聴きく耳をもたない。篠倉さんはなんとか振り返ろうとするものの、しかし、警官にぐいっと頭を押さえられ、パトカーの中へと連れ込まれた。


「なにしてんだよ！　やめろよ！　アヤに……アヤの心に余計な傷きずつけんじゃねえよ！」


「蛍っ」


　必死で彼を押さえる。パトカーは刑事と篠倉さんを収しゆう容ようすると、もうここには全く用がないといった風に、再び音を鳴らして動き出した。


「ふざけんなよ！　アヤじゃないんだ！　アヤじゃ……ないんだよ！　アヤに落ち度なんて、一つもねえんだよ！　なのに、なんで！」


　蛍の訴うつたえは、しかし、なんの力も持たなかった。パトカーはなんの躊躇ためらいも見せず、去っていく。……姉だ。姉が、警察に連れん絡らくしたんだ。確たしかに、霊関係の事件でも、一いつ旦たんは警察に引き渡すのが慣かん例れいだ。それ以い降こう、後々裏うらで神無家の介かい入にゆうがあって、場合よっては罪つみが軽けい減げん、無む罪ざいにされるけれど……。だから、アヤさんの場合も、これで捕つかまって刑けいをそのまま受けるということは、ないと思われた。だけど……。


「クソッ！　クソッ！　なんでだよ……なんで、そんなことするんだよ……。なんで、傷つけるようなこと、するんだよ……」


　蛍は、全身から力を抜いて、うなだれた。確かに、そうだ。せめて全すべての事じ情じようを全部説明してから……心の準じゆん備びをしてからならば、篠倉綾だって、納なつ得とくして事に臨のぞめただろう。なのにこれは……この所業は、あまりに酷ひどかった。今後、篠倉さんはしばらく、神無家が正式に関かん与よするまで、意味の分からない取調べを、延えん々えんと受けるのだ。身に覚えの無い罪で、散々責せめられるのだ。それを思うと……蛍じゃなくても、やりきれなかった。


　その場に居た全員が……蛍にかける言葉をなくす。蛍は、俯うつむいて、アスファルトの地面に拳こぶしをつき立てた。


「クソッ！　なんで……なんでこんなに……理り不ふ尽じんなんだよ……。アイツが……アヤが、何悪いことしたっていうんだよ！　理不尽だ……あまりに……理不尽だ」


「…………」


　蛍はひとしきり悔くやしそうにアスファルトを何度も殴った後……ようやく、スッと立ち上がる。目元は、前まえ髪がみに隠かくれて見えなかった。


　全員が声をかけるのを躊躇う中……。彼は、夜空を……曇くもりきった夜空を見上げて、声をあげる。


「ああ……」


　そう、呟つぶやく。髪の毛で隠れた目で……ただただ、夜空を、見つめていた。


「…………」


　その後に……言葉は、続かなかった。その場に居た誰もが、すっかり、彼は「死にてぇ」と言うのだと思っていた。いつものように。そして、今回ばかりは、誰も、それを否定する気もなかった。なのに……彼は、何も、呟かなかった。


「ああ……」


　空を見上げて、そればかり、無機質に、呟いていた。


　


　……蛍が、本当に大事な言葉を内にしまいこむ性質だというのを思い出したのは、それぞれが解散して一人一人の帰路についた、後だった。





　　　エピローグ　厄やく日びの終わり。……と、始まり










　寝ね苦ぐるしかった。これは、羽う毛もう布ぶ団とん愛好家の僕ぼくにしてみれば、非ひ常じように特とく異いな事じ態たいと言える。この羽毛布団に入って気持ち良く眠ねむれないことなど、通常は絶ぜつ対たいにありえない……そう、先せん輩ぱいが僕に手料理を作ってくれるぐらい、ありえないことだった。


　なのに、今日は、どうも、寝苦しかった。眠れなかったわけではない。昨日の出来事はあまりに精せい神しん的にキツすぎたけれど……それでも、霊れい力りよくを消費しまくったり打だ撲ぼくだらけだったりするのはどうしようもない事実で、以前はこれで意い識しき不明になりかけた僕だから、イヤでも眠気は襲おそってきたし、家に帰ってきてからは、シャワーを浴びて、そのまますぐに布団に入って意識をなくしたハズだった。流石さすがに今日ばかりはユウもやんややんや言ってこなかったし。そういう意味で睡眠はちゃんと取れたハズだった。


　しかし……なんだろう、この、異常な寝覚めの悪さは。意識が覚かく醒せいしたのはたった今だが、目はまだ開いていない。開く気になれなかった。この気持ちの悪い世界に……出たく、なかった。こんなにもネガティブな気分になった朝は久ひさしぶりだ。


　それに、なんだか、心から来る影えい響きようというのは凄すごく強いのか、どうも、布団の感かん触しよく的にもいつもと違ちがう気がして、やっぱり寝苦しかった。なにか、いつもの感覚ではなかった。


「……はぁ」


　どうにか溜ため息を吐つくことでなんとか自分の中のモヤモヤを外に出し、気持ちを切り替かえて、目を開く。


「…………」


　目の前にはユウの整った顔があり……。つまり、彼女は隣となりですやすやと眠っていた。……む。


「布団がずれている……」


　ユウにちゃんと布団が掛かっていなかったので、むくりと起き上がり、せっせと布団をユウが暖かいように掛け直して、一満足。自分も横になって、また目を瞑つむる。


「…………」


「……すぅ……すぅ」


　ユウの寝息が顔にかかってうざったかったので、逆ぎやくに寝返りをうつ。この時またちょっと布団をずらしてしまい、ユウの分を剝はぎ取ってしまったので、もう一回後ろ手に彼女に掛けつつ──


「って！」


　そこまでしてから、ようやく事態の異常さに気がついてガバッと起き上がった。上半身だけ布団を剝いで、座すわったまま、隣を見てみる。朝の光がカーテン越ごしに差し込む中、隣にピタリと寄より添そうように寝ている、幽霊少女。


「……あー」


　とりあえず、記き憶おくを検けん索さくしてみる。……うん。大だい丈じよう夫ぶ。大丈夫だと思う。うん。多分、男としての本能を剝き出しにした覚えは無い。というか、昨日は場合が場合だったので、本当に僕は意識を失うように眠ったはずだ。うん。若わかい男女にありがちな事じ態たいには陥おちいっていないと、確かく信しん。……そう思いつつも、ユウの様子をチラリと覗うかがう。……なんか、ちゃんとパジャマみたいなの着ていた。うん……大丈夫。鈴りん音ねに批ひ判はんされて言い訳わけできないようなことには、なっていない。「不ふ潔けつ！」と言われた際さいに「そういう関係じゃないって」といういつもの返しは、まだちゃんと使えるみたいだ。良かった。


「……いや、良くない」


　問題は、なぜユウが隣で眠っているのかということだ。……ああ、さっきの僕の行動からして、今まで何回か無意識に彼女に布団掛け直したりしてたかも……。うぅ、ユウからしたら、なんか僕公こう認にんって感じだったのか？　一いつ緒しよに寝るの、無意識に認みとめちゃってた？　あぁ……どうしたものか。


「ん」


　ユウが寝苦しそうに身をよじった。僕は咄とつ嗟さに、このままでは不ふ憫びんだとなぜか感じ、自分は一いつ旦たん布団から出て。ぺたぺたとユウに布団を掛け直し、彼女が「ふにゅ」と気持ちよさそうに笑顔になったのを見て、ホッと一息。……いや、ホッとしてどうする、僕。なんで気き遣づかってるの、僕。


「んふぅ」


「……やたら気持ち良さそうでいいですね、アンタ」


「ふぃー」


「…………」


　なんで僕は彼女に布団を占せん拠きよされているのだろうか。そもそも、コイツは寝なくても問題ない体だったんじゃないのか。そうだ。よく考えてみれば、コイツが眠っているところ見たのなんか、初めてじゃないか。……いやいや、そうだ。それ以前に、こうやって普通に眠れるなら、今まで深夜律りち儀ぎに遊びに付き合ってた僕って一体……。なんか段だん々だん腹はらたってきたぞ。きたけど……。


「ふにゃぅ」


「…………」


　この気持ち良さそうな顔を見ていると、どうにも、起こすのも忍しのびない。羽う毛もう布ぶ団とんの気持ち良さは僕が誰だれよりも知っているし、それを妨ぼう害がいされた際の悲しみも誰よりも知っている。なので──


「……仕方ない。しばし寝ね顔がおでも観察して過ごそう」


　なぜか壮そう絶ぜつな一日の翌よく日じつは、そんな、なんとも言えない始まり方をしたのであった。


　


「ふぁあああ。よく寝たねー、ケイ」


「キミだけね」


　背せ筋すじを伸のばし気持ち良さそうに目を細めるユウに、僕は冷たく返す。


　学校が休みの本日、僕とユウは街に出ていた。今日はまたバイトの予定があるのだが、その前に、鈴音と先せん輩ぱい、そして陽よう慈じと一度会うことになったのだ。まあ……昨日は色々あったから、ちゃんと話の決着はつけておいた方がいいだろう。特に、アヤの今後の処しよ遇ぐうが、僕には気になって気になって仕方なかった。今日朝早く起きてしまったのも、ユウが隣で寝ていたのもあるが、精神的にはアヤのことがかなり起き因いんしていた。


　僕とユウは現在、待ち合わせ時間より少し早めに約束の場所……僕のバイトをやっている広場に来ていた。なんとなく、全員が分かって都合いい場所と言ったら、ココになったのだ。


　ベンチに二人で腰こし掛かけて、昨日とは打って変わった青空を見上げ、ふわぁと欠伸あくびを漏もらす。……引くほどに平和だった。ユウがなんだか満ち足りた表情で、のんびりと呟つぶやく。


「これだけ寝たら、三ヶ月は寝ないで済すみそうだよぅ」


「どんだけ寝たんだ、お前」


「ん？　ケイが布団入った直後に、ちゃんとパジャマになってから、『お邪じや魔まします』って言って入ったよ？」


「え？」


「そうしたら、ケイ、『ん……』って目瞑つむったまま場所あけて布団をあげてくれたから、お言葉に甘あまえて入ったまでだよ」


「…………」


　寝ぼけている時の僕は非ひ常じように危き険けんなことが判はん明めいした。


「ケイの体は温かかったよぉ」


　うっとりと目を細めるユウ。……おいおい。


「そういう発言は、鈴音や陽慈の前では確実にするなよ」


「うん。大丈夫。もっとぼかして言うよ。『昨日の夜のケイは優やさしかった……』とか言うね」


「うん、お前、今すぐ成じよう仏ぶつしてくれ」


　僕はユウに真しん剣けんに念仏を唱えてみた。が、ユウはケロッとしたものだった。……くそ。


　僕が苦虫を嚙かみ潰つぶして飲み込んで一段落した途と端たんにまた苦虫を口に入れられたような顔をしていると、ユウはそんな僕と対象的に、どこか切なげに空を見上げた。


「昨日の夜ね。本当はちょっとだけ、外に出たんだ。やっぱりちょっと眠ねむれなくて」


「…………」


「でね、たまたまこの前話した産さん婦ふ人じん科か行ってみたら……丁ちよう度どね、見られた。前から見たかった……命の誕たん生じよう」


「……そう」


「でね、その生まれた瞬しゆん間かんの子こ供どもってね、ホント、すっごく──」


「可愛かわいいかった？」


　ユウがあまりに笑顔なもんだから、先回りして訊たずねる。しかし返ってきた答えは逆だった。


「ううん、正直、可愛くはなかったよ」


「え？」


「生まれた直後ってさ。ホント、エイリアンみたいなんだよ、赤ちゃんって」


「…………」


「でもね。……全然、可愛くなんてないハズなんだけどね。……でもね。お母さんも、お父さんも、そして、お医者さん達も……みんな、言ってた。《可愛い子》だって。……私も、なんとなく、外見はエイリアンみたいなはずなのに……でも、うん、なんか、《可愛いな》って……思った」


「……そっか」


「うん。ホント、可愛かった。なにがそう思わせるのか……分からないけど。でも……なんとなくだけど、もし、あの状じよう況きようでホントに化物みたいなのが生まれたとしても……私は、可愛いって、思えたと思う。少なくともあのお母さんとお父さんは、容よう姿しなんて関係なく、可愛いって、同じように、頭を撫なでたと思うよ」


「……そうだな」


　僕はそれだけ答えて、やんわりと、彼女に向かって微ほほ笑えんだ。……ユウが少し俯うつむいていたので、僕は彼女の方を見ることなく、ぽんぽんと……彼女が頭を笑え顔がおで上げるまで、撫でるでもなく……ぽんぽんと、意味もなく手を置き続けた。


　約束の時間の五分前になると、ようやく鈴音が私し服ふくでやってきた。なぜかちょっと気合入っている服ふく装そうだ。……なんか、勘かん違ちがいしてないか、コイツ。とりあえず巫み女こ服ふくではなかったので、少しがっかり。


「お待たせー」


「巫女服着て出直してきて」


「ひどっ！」


　僕のつっけんどんな態度に、ガーンと本気でショックを受けたらしい鈴音。うん……元気そうでなによりだ。頭の傷きずも大したことなかったのか、包帯とかもしていなかった。ただ、頰ほおはまだ少し腫はれていて、それを見ると、どうしようもなく胸むねがズキリとし……さっきみたいに、ふざけた応おう対たいをするしかなかった。


　鈴音はユウと反対側の、僕の隣となりに座すわる。隣に座ると彼女の頰の腫れがまた余よ計けいに見えて、僕は、いたたまれなくなった。思わずそこに手をやってしまう。


「ふぇ？」


「鈴音、まだ痛いたい？」


「え、え、え。だ、だだだ、大だい丈じよう夫ぶだよっ。ぜーんぜん、もう、なんていうか、大丈夫すぎてほっぺた落ちるぐらい！」


「危き険けんじゃないか、それ」


「とにかくっ、大丈夫っ」


　僕が頰に手をやると、彼女は慌あわててそんなことをまくしたてた。なぜかさっきより余計に頰が赤かったので僕としては本気で心配でならなかったのだが、鈴音はどうもあんまり頰に触ふれてほしくないらしいので、渋しぶ々しぶ引き下がる。ふと気付くと、なぜかユウがクスクスと笑っていた。意味なく笑われているのも気持ち悪いので「どうした？」と訊ねると、「いや、鈍どん感かんって、傍はたから見る分には凄く面おも白しろいよね」と返してきた。……意味が分からないが、まあ、ユウの意味が分からないのは今に始まったことじゃない。


　そうこうしていると、今度は先せん輩ぱいと陽慈が時間ピッタリに、二人ともやってきた。なんとなく、性せい格かくが出ている集合時間だった。


　陽慈の服装は、なんだか、昔から変わらない本当にいつも通りの服だった。ホント、小学校の頃ころから基き本ほんがこれほど変わらない人格も珍めずらしい。爽さわやかスポーツ青年。の割に、実際はあんまり要よう領りよう良くない、ちょっと損そんなヤツ。まあ、なんていうか……僕の知り合いには珍しいタイプだけど、でも嫌きらいじゃない。僕にとって不思議な人間だった。


　先輩は……なんのあてつけなのか、なんと、驚くなかれ、巫女服を着ていた。しかもどうやら家からそれで来たようである。……なんなんだ、この人は。昨日の一件けんで、ちょっと色々吹ふっ切れちゃったのか。多分、主しゆ導どう権けんを握り直したいのだろう。ここらで皆みなの予想外の行動をすることによって、威い厳げんを取り戻す気満々だった。これは特に鈴音には有ゆう効こうだったようだ。先輩の「これで借りはナシだ！」という宣せん言げんに、「だからなにとチャラになっているんですか！」と本気で鈴音が怒おこっていた。……相変わらず一いつ緒しよに居いて疲つかれる人達だ。ユウは満面の笑みだったが、僕と陽慈という一いつ般ぱん感性二人は顔を見合わせて嘆たん息そくしていた。


　一通り顔合わせが済すんで落ち着くと（先輩の格好はいつまでたっても落ち着かなかったが）、まず、鈴音が話を切り出した。


「篠しの倉くらさんのことだけど……」


　その言葉に、全員が押おし黙だまる。鈴音は四人の顔をじっくりと見た後……笑顔になって、告げてきた。


「すぐに釈しやく放ほうされることになったわ。神かん無な家の圧あつ力りよくがかかったみたい。模も倣ほう事じ件けんの犯はん人にんに関する報道は、全く違ちがう架か空くうの人物でなされるの。あ、ちなみに、前回の犯人さんの場合は、実は彼自身に色々余よ罪ざいがあって……そもそも、なんか寺から高こう価かな仏ぶつ像ぞうとか盗ぬすみ出していた人だったみたい。あの嫉しつ妬との塊かたまりにとり憑かれたのは、そこら辺が要因みたいね。つまり、アヤさんと違って落ち度があったわけだから、ある程てい度どは普ふ通つうに罰ばつを受けてもらっているわ。……そういう意味で、アヤさんはラッキーだったわね」


「そっか……。良かった」


　僕はホッとした。これでアヤが捕つかまって罰を受けるなんてことになったら、下へ手たしたら僕は警けい察さつに乗り込んでいたかもしれない。ありがたいことに、僕だけじゃなく皆、ホッとした顔をしてくれていた。陽慈はともかく、他のメンバーは別にアヤと何の関係もないのに……ちゃんと心配してくれていた。改めて、お人よしばかりだなとなにか嬉うれしくなる。


「まあ、とりあえず事件に関してのゴタゴタは、今後私達に影えい響きようしてこないわ。別に直ちよく接せつ的には事件に何も関かかわってないのと同じだからね」


「それも神無家とやらの力か？」


　先輩が目を鋭するどくして訊たずねる。鈴音は少し答え辛づらそうにしながら、こくりと、頷うなずいた。……ちょっと鈴音が困こまってしまっていたので、僕は慌てて助け舟を出す。


「そういや、よく考えると先輩とアヤが知り合ったのも、偶ぐう然ぜんじゃなかったのかもな」


「え、どういうこと？」


　僕の言葉にユウが不思議そうな顔をする。先輩は既すでに気付いていたのか、あまり表情に変化は見られなかった。……流石さすが大物。


「つまり……そもそも《顔剝はぎ》の標的は、先輩だったんじゃないかな」


「え！」


「確かに、美人ではあるだろう、先せん輩ぱい。ちょっと一般とはかけ離れている程ほどに。……そんな先輩に、偶然、アヤが道を訊きくっていうのよりは……多分、可能性として高いと思うよ。まあ、完全に操そう作さされていたというよりは、その時は、ちょっと精せい神しん干かん渉しようされたぐらいで、アヤはアヤだったんだろうけど。で、虎こ視し眈たん々たんと機会を狙ねらっているうちに、僕に……女じよ装そうした僕に出会って、すっかり標的がこっちに移うつってしまった」


「ああ……なるほどねぇ。確かに、偶然にしてはあまりに出来すぎた事件だもんね」


　ユウはうんうんと納なつ得とくして頷く。鈴音も「なるほど」と今気付いた様子ではあった。……僕はそろそろ話を締しめくくろうと、彼女に声をかける。


「ええと、じゃあ、とりあえず《顔剝ぎ》関連に関しては、これで大たい概がい一件落着ってことだよな？」


「あ、うん。その……まだ篠倉さんといつ会えるかは、ちょっと微び妙みようだけど。聞く限かぎり、ちゃんと落ち着いてはいるみたいだよ、彼女。……強い人だよ」


「……うん。そうだな」


　そうだ。アヤは、強いヤツだ。こんなことでそうそう変わったりなんか……するもんか。僕は、それを信じることにした。


　話が一段落すると、鈴音が「そういえば」と話を切り出す。なぜか僕を睨んでから、ユウの方を見る彼女。


「蛍の過か去この恋れん愛あいの話だけど……アレ、結局どうだったの、ユウさん。星川さんに詳くわしい話、聞いたんでしょう？」


　その問いに、ユウが、汗あせを浮うかべて「あー」と唸うなる。その様子に、僕はユウが「ちゃんと真相を知った」ことを悟さとり、陽慈とユウと三人視し線せんを合わせて、今度は三人で、『あー』と唸る。


「ちょっと、なに、それ、三人で。私だけ仲間はずれみたい……」


　鈴音が拗すねる。……いや、なんていうかなぁ……という視線を、ユウと陽慈と、三人、また交かわす。そう……これは、なんていうか、進んで話したい話じゃないというか。鈴音が致ち命めい的に勘かん違ちがいしているのは分かるのだけれど、でも、その誤ご解かいを解といたら解いたで、非常に微妙な話題なのだ、これは。僕ら三人が腕うでを組んでいると、意外な所から口が出た。


「私が説明してやろうか？」


　巫み女こ姿すがたの先輩が、事もなげにそんなことを言う。僕と陽慈は顔を見合わせ、そうして──


「ちょ、なんでお前がこの話知っているんだよ！」


　陽慈が焦あせったように先輩に声をかけた。先輩は、ニヤリと笑えむ。


「調べた」


「どうやって！」


「足とピッキングで」


「刑けい事じと犯はん罪ざい者しやの才さい能のうのハイブリッドかよ！」


　まったく……相変わらず無む駄だな労力使う人だった。陽慈はなにか余程ショックだったらしく、先輩が鈴音に「あのな……」と話そうとしているのを見ると、「ちょっとオレその辺散歩してくる……」と、とぼとぼと歩いていってしまった。……相変わらずなぜか不ふ憫びんな結果に至いたる人だ……星川陽慈。まあ、友達としてはそれが面おも白しろかったりするのだけれど。


　僕は僕であまり今いま更さら聞きたい話題でもなかったので、ユウと世間話でもしていることにした。


　先輩は、僕らの傍かたわら、鈴音に説明を始める。……ちなみに鈴音は、ここ数ヶ月の間で一番真しん剣けんな表情をしていた。なんなんだ、コイツは。どこに基き準じゆんを置いているんだ、鈴音。


「いいか、巫女娘むすめ」


「その呼び方、今の服装の貴女あなたには余計にされたくありませんが、どうぞ」


「そもそもな……お前は、一つ、凄すごい勘違いをしている。というか、それが、全てだ。そして、その勘違いに気付きうる情報を、既すでにお前は持っている」


「……なんですか、その、持って回った言い方は。ミステリ漫まん画がじゃないんですから、さっさと解かい決けつして下さい」


「……お前、最近先輩への尊そん敬けいの気持ちが微み塵じんもなくなってきたな……。まあいい。とりあえず、お前、後輩が、女装がぴったりはまる程に、女性的なのは既に承知済みだろう」


「はあ……。それが、何か」


「つまり、それが真実だ。……今でさえあの女っぽさだぞ。子こ供どもの頃、声のトーンも高く、更に髪かみを少し伸のばしていたら、どうだ？　女装するまでもなく、デフォルトで女の子に勘違いされても、おかしくは全然あるまい？」


「はい……。あの、それは、分かりますが。結局、それで？」


「だから、そのままだ。後輩は勘違いされていたわけだ。幼おさなき日に出会った、とある少年にも、な」


「…………」


「…………」


　鈴音が沈ちん黙もくして、こっちをジッと見ていた。……うっ……なにその、イヤな視線。僕はユウとの世間話に集中しようとするも、やはり意い識しきがそちらにどうしても向いてしまう。


　鈴音は、どうやら事実に気付いたように、顔をひきつらせて先輩に確かく認にんをとる。


「ええと……つまり。星川さんの幼い頃に好きになった子というのは……」


「そこに居る、某ぼう死にたがり青年の幼いバージョンにだな」


「で、告白したのは……」


「そこに居る、式見蛍君（小学四年生）にだな」


「…………うわ」


　引いた！　鈴音が引いた！　僕は耐たえ切れず、言い訳わけを試みる。


「いや、だって、まさか相手がずっと自分を女の子だと思っていたなんて知らなかったんだよ！　それまでは普ふ通つうにいつも陽慈と遊んでいたわけだし。で、ある日唐とう突とつに陽慈に手紙渡わたされてだな……そこで、なんかとんでもないことになっているなと、気付いたんだ」


「え……と。で、蛍はどうしたの？」


「いや、色々躊躇ためらったんだけど……。まあそうは言っても言わざるを得ないから言ったよ。あの……ボク、男だけど、って。ああ、この《ボク》っていう一人称も微妙にだめだったんだな。小学生ぐらいだと、そういう風に自分のこと呼ぶ女の子も、結構居るだろう？　まあ、それにしても陽慈のボケっぷりは半はん端ぱじゃないが……」


「ああ……」


　鈴音はなぜか頭を抱かかえた。……頭を抱えたいのは僕の方だ。僕は説明を続けた。


「で、陽慈にはこれが本気でショックだったらしく……。まあ、そうだよな。確かに、初めて好きになった子が実は男でしたでは、軽くトラウマものだよ。んでまあ……その、友達としても微妙な関係になってしまったわけだな。間にアヤを入れたりして仲の回かい復ふくはなんとか図はかれたんだけどさ……。なんていうか、その……」


「ん？」


「結局さ。ある意味で僕が彼を傷きずつけたのは事実だから……なんか変に遠えん慮りよする感情湧わいてきちゃって。で、こっちに来ていること、知らせなかったわけだ。会い辛いだろう、ちょっと。特にこっちから連れん絡らくとって会うのもなんか……」


「あ、なるほど」


　鈴音は本当に「納なつ得とく」という風に手を打った。


「まあ、会ったら会ったでそれほど気にならなかったけどな。結局、元々仲の良い友達ではあったんだからさ」


「…………」


　鈴音は、ひきつったような、それでいてなんとか理解しようとしているような、非常に微妙な表情だった。……いや、だからイヤなんだよ、この話。これ話すぐらいなら、誤解されていてもいいかなって思ってしまった僕の気持ちも分かって欲ほしい。


　そして、鈴音氏、遂ついに言っちゃいけない一言を発しなすった。


「ボーイズラブってホントにあるんだね……」


「おーいおいおい！　話聞いてましたかー、鈴音さーん！」


「あ、ごめん。うん……そうだよね。大だい丈じよう夫ぶ。私は、理解あるから、そういうの！」


「いや、だからそういう理解の仕方をやめてくれ！」


「ガンバ！」


「何を！」


　僕らがそんなやりとりをしていると、先せん輩ぱいは他ひ人と事ごとのように「ははは……」と笑った後……しかし少しだけ、真剣な顔になった。僕と鈴音を、しっかりと見つめる。


「でもな、神無も後輩も。陽慈の気持ちを軽々しく笑ったりは、しないでやれよ」


「…………」


「アイツは、どうも、手紙の内ない容ようからして、後輩。お前の、外そと面づらじゃない。中身に惚ほれたんだ」


「…………」


　どうして手紙の中身まで知っているんだ、と聞きたかったが、ピッキングがどうこう言っていたのを思い出し、ちょっと怖こわくなったので、やめておいた。まあ、そういう空気でもなかったし。


「だからこそ、アイツは、悩なやんだだろうさ。中身に惚れたと言っておきながら、相手が……後輩が男だと知った瞬間に掌てのひらを返してしまう自分が、いやだったんじゃないかな。それって、結局、究きゆう極きよく的てきには、外面での判断だろう？　外と中……確かに、難しい問題だ」


「それは……」


「アイツ、昨日《顔剝はぎ》に対し叫んだろう？　『結局、外見に一番こだわっているのは、テメェなんじゃねえかよ！』って。なんていうか……そんな背景あったからこそ、《顔剝ぎ》のことは、余計に許ゆるせなかったんじゃないか。全部外見のせいにする、その根こん性じようがさ」


「…………」


　僕も鈴音も黙り込む。ユウも、神妙な顔をしていた。……確かに、陽慈の気持ちを笑う権けん利りなんて、誰にも無い。それどころか、あの頃僕は……


「勘かん違ちがいしないで聞いてほしいけど。……僕は、あの手紙貰もらった時、困こまったけど、でも、確かに、ある部分では凄すごく嬉うれしかったことも、よく覚えている」


「……そうか」


「中身を好きだって言ってもらえることってさ。……外見誉ほめられることの、何倍、何十倍も嬉しいんだよ。そういう意味で、陽慈のあの手紙には、凄すごい真しん摯しな気持ちが籠こもってた。後にも先にも、あんなに気持ちの籠もった物貰ったのって、あれだけだよ。だから……うん、これだけは言える。僕は、陽慈に、凄く救われている。同じく世間に不満持っているのに、僕が《顔剝ぎ》にならないで済すんだのは、多分、ちゃんと中を見てくれているアイツみたいな人達が傍そばに居たおかげ……かな」


　自分に似に合あわない言葉に照れながら、三人にそう告げる。鈴音も、今はひきつった表情ではなく、優やさしい顔で見守ってくれていた。──と、時間に気付いて、僕は慌あわてる。


「おっと、バイトの時間だ」


「ん、後輩。今日もやるのか？　紹しよう介かいしといてなんだが……無理は、しなくていいぞ」


　アヤのことを考えてしまうことを、心配してくれているのだろう。先輩がそんなことを言う。僕は、「いえ」と首を振った。


「今日が最終日ですから。……ちゃんと、最後まで、やり通しますよ。アヤとの思い出……ぐだぐだで、終わらせたくないですから。ちゃんと、終わらせること終わらせて、気持ちを切り替かえて、アヤを迎むかえたいですから」


「……そうか」


「ま、女装はイヤですけどね、やっぱり」


　先輩は苦く笑しようする。


　僕は荷物を持つと、一いつ旦たん近くの店に行って、更こう衣い室で長ちよう髪はつカツラをつけ、制せい服ふくに着替え、道具を持って再ふたたび広場に戻ってきた。広場には先輩と鈴音、ユウ……そして、既すでに放ほう浪ろうの旅から戻ってきたらしい陽慈が居た。僕は彼女らに声をかけようと近付いていく。──と


「…………」


「…………」


　なんか知らんが、陽慈とバッチリ目があった。……なぜか、陽慈が、ジーッと、僕を……心なしか熱い視線で見つめている。うぅ……なんだ、この、激はげしく嫌いやな予感は。


　僕がこの凄まじい空気に立ち止まり、近付くのを躊躇ためらっていると……あろうことか、なぜか陽慈からこっちにずんずんと近付いてきた。ええと……なんだ？　陽慈は僕の目の前に来ると……ペコリと、勢いきおいよく、頭を下げる。そして、挨あい拶さつ。


「初めまして！　オレ、星川陽慈と言います！」


「……は、はい？」


　初めまして？　……僕に、気付いてないのか？　そういや、カツラつけた状態で彼の前に出るのは初めてだったか……。いや、でも、このバイト服は昨日見ているのだから、普通──て、ああ彼は普通じゃないの忘わすれていた。細かい事は気にしない、ボケボケの男だった。重要なところでネジが数本抜けている男だった。


　僕はすぐに誤解を解とかないとマズイことになりそうだと判はん断だんし、声をかけようと──


「ぼ──」


「突とつ然ぜんですいませんが！」


　唐突に、僕の両手をぎゅっと握にぎる陽慈。僕も……先せん輩ぱいも鈴音もユウも、呆ぼう然ぜんとする。そして皆が見守る中……陽慈は、頰ほおを赤くして、告げてきた。


「まさかオレに、こんなことがあるなんて思いませんでした！　こんな……こんな、一ひと目め惚ぼれなんて！」


「……は？」


「貴女あなたの可か憐れんさに、オレは、心を撃うち抜ぬかれました！」


「え、ええと……」


　一目惚れって。さっきまでの中身に関する良い話は一体どこへ──


　僕が戸と惑まどっている間に、陽慈は一人、どんどん盛もり上がっていく。僕の手を握ったまま、彼は、決心するように声をかけてきた


「よろしければ、是ぜ非ひお名前を！」





[image: ]


「え？」


　チラリと、先輩、鈴音、ユウを見る。……全員、首を横にぶるぶる振ふっていた。つまり、本名言っちゃダメだ、ということらしい。た、確かに……ここで僕が式見蛍だなんて言った日には、僕より先に、陽慈が自殺する気がする。同じ「男」に二度もアプローチしてしまったとなっちゃ……そのイタさといったら、想そう像ぞうを絶ぜつするな。う、うぅ……。


　僕は、意を決して口を開いた。


「ぼ……わ、私は……」


「はい！」


「ええと……わ、私は、ケイコと申します。おほほー」


　アヤの「あははー」を「おほほー」に変えただけだった。明らかに無理なキャラ。しかも安直な偽ぎ名めい。どう考えても、バレて当然だった。先輩、鈴音、ユウが、呆あきれた表情をする。僕も覚かく悟ごして、陽慈の反はん応のうを待った。対して、陽慈の反応は──


「ケイコさん！　なんてキレイなお名前なんだ！」


「…………」


　想像を絶するアホでした。


「あ、オレのケータイ番号教えておきますね！　絶対電話下さい！　死んでも待ってますから！」


「え、あ、いや……」


「じゃあ、すいません。オレ、今日はこれから予定あるんで！　じゃ！　電話待っているんで！　全すべてを犠ぎ牲せいにしても待っているんで、絶対電話下さいよ！　それじゃあ！」


「ちょ……」


　陽慈は自分の告げたいことだけ告げるとケータイ番号を書いたメモ書きだけ僕に渡し、遥はるか彼方かなたに超ちよう高速で去っていってしまった。なんか「ひゃほーい」とか叫さけんでいるし。


「…………」


『…………』


　呆然として……助けを求めるように、一歩、涙なみだ目めで女性三名に近ちか寄よる。すると彼女らは、さっきの良い話の結けつ論ろんはどこに行ったのやら、「うっ」と全員一歩引き下がった。そうして、一言。


『が、ガンバ！』


「…………」


　結局、世の中、中身だけが全てでもないようだ。外見……それはそれで、やはり大事なものであるらしい。


　はぁ……。もう、今回はかなり我が慢まんしたから、ここらで一回ぐらい言っても、バチは当たらないだろう。


　はぁ……。


「死にてぇ」


　僕のその言葉は溜ため息と共に青空に消え、手元には、陽慈の電話番号、ただそれだけが虚むなしく残る。


　外見も中身も好きになって貰もらっているのに、こうして結局うまくいかないこともあるのだから、まあ世の中、そんな二元論で片かた付づけられるものではそもそもなかったのだろう。どちらか一つだけではない。皆、外見と中身の、二つで一つの存そん在ざいなのだから。


「……結局、無理したり偽いつわったりしてもいいことはまずない、ってことなのかな」


　そんな結論を導みちびき出して無理矢理教訓にしてみようとするものの、しかし陽慈をどうにかしないといけない未来を考えるとどうにも溜め息しか出てこない、やっぱり世界は著いちじるしく理り不ふ尽じんだよなと思ってしまう僕なのであった。


　……僕、今回そんなに悪いことしましたっけ？







あとがき







　羽を持つものに憧あこがれます。空を自由に飛びまわれたらと、常つねに願っています。フライングヒューマンです。話題です。マスコミ来ます。特とく番ばん組まれます。ヒーローです。多た分ぶんお金に困りません。もてはやされます。人類の歴史に名を刻きざみます。名めい誉よも富とみも思いのままです。なんて素す敵てきなんでしょう、空を飛ぶチカラ。……はい、純じゆん粋すいじゃないですね。


　ただ、冗じよう談だんは抜きにしても、空はやっぱり飛びたいです。自由イコール幸福ではありませんが、それでも、そこには一段階上の自由がある気がして。そういう意味で、幽ゆう霊れいは幽霊で幸せかもしれません。空を飛んで、ものをすり抜けて、何をしてもよくて。それって、一つの自由なんじゃないかなって、思ったりしてました。子こ供どもの頃ころから。


　幽霊は姿も自由に変えられるようです。そこで、もし自分が死んだらどれほど姿を格かつ好こう良くしてやろうかと考えてみましたが……結局、私は何もしないと思います。容よう姿しに満足しているわけじゃないですが、今いま更さら劇げき的てきに違う容姿になっても、それはそれで気持ち悪い気がします。他人の体を乗っ取っても、最終的には自分の体に戻りたいと願う気がします。


　そんなこんなでマテリアルゴースト第二巻。意味の分からないあとがきでお送りしております。立ち読みの方は面めん食くらっていることうけあいです。しかし、多分この物語を読み終わってもう一度あとがきを読んでいる方には、意味分からないことは同じでしょうけど、それでも、多分物語を読む前よりは理解出来る文章もあるかもしれません。ないかもしれません。……まあ、作者が変人なのでその変は諦あきらめてやって下さい。ちなみに立ち読みの皆様、こっそりお教えすると、今回のキーワードは「フライングヒューマン」ですよ。要チェックです。そこら辺気をつけて本編をお楽しみ下さい。……徒と労ろうに終わりますが。


　


　最後に、前巻に引き続き超美び麗れいイラストで今作を彩いろどって下さった、てぃんくるさん。プロットや概要を書くぐらいなら直接執しつ筆ぴつした方が十倍早いという扱いづらい作家に付き合って下さった編集部の方々。前巻に引き続き、私の原げん稿こうを見て舌打ちしたであろう校正様。私が引くぐらいに精力的に広報活動をこなす家族の面々。そしてなにより、この物語を温あたたかく見守って下さった読者の皆様。私の性格上面と向かっては絶対言えないので、現代の若者らしく文章でお伝えすることをお許ゆるし下さい。本当に、ありがとうございました。


　では、またこの物語の先、式しき見み蛍けい氏の騒さわがしい生活を通して出会えることを祈いのりつつ。今回は割わりと真ま面じ目めモードでお送りした葵あおいせきなでした。
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